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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は電子書籍化にあたりイラストを収録しておりません。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　２２０隻せきからなる惑わく星せい連合艦かん隊たいは、三派にわかれて進む。

　三艦隊。いずれも70余隻のバランスのとれた編成であり、それぞれの旗艦を先頭にして、一いつ糸し乱みだれぬ単たん縦じゆう陣じんを作り、みごとな艦隊機動を見せている。三艦隊の動きはひとつに見えてみっつ、みっつにしてひとつ。さながら、三頭の大蛇おろちのそれにも似て、全然別の運動をとりながら、全体として、ひとつの複ふく雑ざつな動きを形成しているのである。

　三艦隊のいずれもが、主力にして遊ゆう撃げきを兼かねる。

　お互たがいの死角を補おぎない、牽けん制せいしあって、全方位からの敵の襲しゆう撃げきに油断なく備える。隙すきがない──。

　もし敵が、三艦隊のいずれかに襲おそいかかれば、たちどころに残る両艦隊の攻撃を背はい腹ふくに受けるであろうことは疑いない。さりとて三艦隊のいずれにも均等に戦力を配分すれば、三艦隊はたちどころにひとつに結集し、分散した敵のひとつひとつに襲いかかり、圧あつ倒とう的戦力差をもって、各かつ個こに潰かい滅めつさせてしまうであろうこともまた、火を見るよりも明らかだ。要するに、敵はうかつに手の出しようがないのである。

　もちろん、これだけの統制の取れた艦隊運動を計算し実行し、なおかつ維い持じすることは容易な業わざではない。惑星連合艦隊将兵の高い練れん度どと士気、それに各艦の高い個艦性能ポテンシヤルをもってして初めて可能であることは、いうをまでもない。

　否いな、それだけではない。この艦隊機動を自ら企き画かく、立案し、プログラミングまでやってのけた一人の艦隊参さん謀ぼうの天才と尽じん力りよくとがなかったら、とうてい不可能であったろう。

　その男の名を、マコト・ヤマモトという。連合宇宙軍大たい佐さで、ついこの間までは巡洋艦『阿あ蘇そ』の艦長だった男だ。宇宙軍随ずい一いちの切れ者と呼ばれ、銀河外周方面独立混成第六艦隊本部付き参謀というポストについてまだ三か月足らずだが、この新しいポストがよほど性に合ったらしく、喜々として働いている。そしてそれだけの実績も確実に上げていた。

　三み十そ路じに手が届とどくにはまだ一年以上という若さだが、ヤマモトより優秀な軍人は、宇宙軍全体を見渡してみても、そう多くはいないであろう。客観的に見て彼より無能な上官ならそれこそ無数にいる。その中でも底辺に近いと思われる一人が、今、旗艦『摂せつ津つ』のブリッジに立つヤマモトの横にいて、提てい督とく用の椅い子すにふんぞり返っている。

　貧相な、若い男だ。ヤマモトより若い。

「ラアルゴンは、出てこんなア……」

　その若い指揮官が、気の抜ぬけたコーラのような声で言った。およそこの戦場宙域にある戦艦のブリッジという緊きん迫ぱくした場にはふさわしくない声だ。だが人を見かけで判断してはいけない。町中でぶつかれば思わず「気をつけろ！」とでもどなりつけたくなる風ふう采さいながら、今提督席に座すわる彼のスペース・ブルーのジャケットの袖そで口ぐちには燦さん然ぜんと光り輝く金色の二本線が入り、目ま深ぶかに被かぶった宇宙軍制せい帽ぼうには錨いかりと桜さくらのマークとともに、宇宙軍少しよう将しようであることを表あらわす二羽のカモメの縫ぬい取りが、誰だれの目にも即そく座ざに飛び込んでくるよう、派は手でにあしらわれているのである。

　そればかりではない、彼の制服の胸を見てみるがいい。そこには数限りない勲くん章しようや略章が、ところせましと並べられている。その美的センスは別として、この男が何の実績もなしに現在彼が座っている椅子を手に入れたのではないことだけは確かだ。制服を脱ぬげばどう見ても中小企業の安サラリーマンという風ふう体ていのこの男こそ、いまや地球では、いや、銀河では知らない人はないと言われる連合宇宙軍きっての名将、ジャスティ・ウエキ・タイラー少将閣かつ下かその人なのであった。

「なんか拍ひよう子し抜ぬけするなぁ……。やっぱラアルゴンも、こないだの大敗にこりて、今回はおとなしくしているのとちがうだろうか？」

「そんなことはないと思います。閣下」

　ヤマモト参謀大佐が、作戦盤ばんから頭を上げ、上官のほうを振ふり向いて言った。こちらはいかにも軍人以外にはありえない、凛りんとした声である。

　この二人の制服と、立っている場所を取り代えたとしても、おそらく気づく者はそう多くはあるまい。いや、むしろそのほうがふさわしいたたずまいなのである。タイラーの人となりを冷静に観察した場合、どうひいき目に見ても、この男はいいとこ少しよう尉いか中尉程度の風格と適性しか持ち合わせてはいない。誰しもがそう思うであろう。

　ところがどっこい、26歳さいになったばかりのこの提督には、恐るべき才能がある。それが他人の目にはどう映るかなどという問題は、結果の前には些さ細さいなことでしかない。

　人、その才能を称して『運』と呼ぶ。あるいは『ツキ』と呼ぶ輩やからもけして少数派ではない。ただ、この場では筆者、まだまだ結論を出したくはない。それはこの物語が進めば、おいおい読者諸しよ賢けんにもつかめるはずだ。ただ、運にせよツキにせよ、それ以上のなんであるにせよ、この男の背負っているものの量は尋じん常じようではない。

「ラアルゴンが戦争を放ほう棄きしてくれるくらいなら、苦労しません。ま、もっともそうなれば、我々の半分は失業でしょうが……」

　ヤマモトはニヤリと笑ってみせた。以前は質しつ実じつ剛ごう健けん、実じつ直ちよく一ひと筋すじの堅かた物ぶつだったヤマモトにも、最近ではこれくらいの冗じよう談だんは言えるようになってきた。それもこれも、すべてはタイラーの側にいて、常に彼に接していればこそであろう。始終しゃちほこばっていては、身がもたない。いや、現にヤマモトも以前は、ノイローゼ寸前にまで追い込まれて、毎日のように神経洗せん浄じようを受けていたことがある。

　彼もようやく、タイラーの側での身の処しよし方かたを心得てきたのである。それを人間的成長と呼ぶか堕だ落らくと呼ぶかは、第三者的な問題にすぎない。

「そういえばドム提督も、近いうちにまたお手合わせ願いたいと言っとったなあ……」

　タイラーは好敵手ル・バラバ・ドム提督の、野や趣しゆ溢あふれる端たん整せいな顔立ちを思い浮かべるようにつぶやいた。

「あいつがやりたいというからには、相当でっかいドンパチだ」

「ええ、ドム提督なら綿密に準備をして、大兵力を揃そろえ、動かして来るでしょうね。彼かれはそれだけの戦力を動かせる器うつわです」

　ヤマモトがしみじみとした口調で言った。しかし彼は、敬愛する上官のフォローをも忘れてはいなかった。「タイラー閣下とは、また別のタイプの名将ですからな、彼は」

「だとしたらラアルゴンも今回は、戦力を出し控ひかえ、こちらの様子を見るつもりで来るのではないだろうか？　いわゆる決戦の前の前ぜん哨しよう戦せんというやつで……」

「だからこそ、重要なのです」

　ヤマモトは、嚙かんで含ふくめるように言った。以前の彼なら上官の無能ぶりに憤ふん懣まんを鬱うつ積せきさせていたところだが、最近では相手も自分自身も傷きずつけることなく、戦略の初歩の初歩を解かい説せつできるようになっている。これは誰がなんと言おうと、確実な成長であることは間ま違ちがいない。

　なにしろジャスティ・ウエキ・タイラー少将は士し官かん学校を出ていない。あまりにも早い、かつ特とく殊しゆなスピード出世を遂とげてきただけに、指揮官として必要な、最低限の教程のいくつかをすっとばしてきてしまっている。そこを補ほ佐さするのがヤマモトの役目だと、最近では自他ともに認めるまでになった。

　本来、指揮官としての能力と、軍人としての才能の間には、何の因果関係もないはずである。しかし、多くの有能な（例えばヤマモトなどのような）軍人はこの両方の条件を満たしてしまうため、長くこのふたつの能力は同一視されてきた。だがまれには（本当に希け有うな例だが）タイラーのように指揮官としては能力抜ばつ群ぐんでも、軍人としては適性ゼロという人材もいるのだ。ここに士官学校というシステムの落とし穴あながある。はからずも先のラアルゴン帝てい国こくとのアルデバラン星域での一大決戦においてそのことは証明された。連合宇宙軍首脳部も、タイラーというあまりにも有能な異端者を持て余している感はなきにしもあらずだが、とにかく見直しがはかられていることも事実だ。また、そうした人生の機き微びがわかってきただけでも、ヤマモトは偉えらい。

「前ぜん哨しよう戦せんだからこそ、重要なのです。この戦いに勝利を収おさめれば、次の戦いを俄が然ぜん有利に展開できます。ただ、それは敵も同じことです。いわば、次の決戦はもう始まっているのです。おろそかにはできません」

「カ～ッ！　さっすがは参謀。いいこと言うねェ」

　タイラーの顔がほころんだ。

「偉えらい！　イヨッ、天才！　憎にくいねッ、ヤマモトくん！　将来提督間違いなし！　これで宇宙も安心だ！　モウヤンナッチャッタ、俺！」

　褒ほめだしたら容易には止まらない。タイラーのお世せ辞じは、上官部下を問わずに誰にでも向けられるのだ。いや、敵味方さえ関係ない。彼に心にもないお世辞を言われてそれを真まに受け、自じ滅めつしていった敵将は十じつ指しに余あまる。

　ヤマモトは黙だまって下を向き、照れている。露ろ骨こつに嫌いやな顔をしないだけ、やはり以前の彼よりも、人間が練れてきた。

「あとは嫁よめさんもらうだけ！」

　自分で言っておいて、タイラーはふと思い出したように、

「イヤ～、結けつ婚こんはいいよ。ヤマモトくん、君も早く相手を見つけようね」

　と、妙みようにはにかんだような笑顔を見せる。軍人としての威い厳げん云うん々ぬんは別にして、男として見れば憎めない、また女性から見ればこれぞ母性本能をくすぐる表情であったろう。

　ヤマモトは思わず苦笑した。

　タイラーもヤマモトも、独身である。だがタイラーのほうには、婚約者がいる。

　この『前哨戦』が終結すれば（そして、まだ生きていれば）地球に戻もどって晴れて挙式することになっている。仲人なこうどは連合宇宙軍最高司令長官、アドリアン・アンダーソン元げん帥すい夫妻である。

　タイラーとしてはだから、この独身最後の戦いに勝って、結婚に花を添そえたいところだ。

「エネルギー反応あり！」

『摂せつ津つ』のブリッジに、鈴すずを転がすような声が響ひびいた。

　連合宇宙軍女ウ性エ士ー官ブ中の双そう璧へきと並び称せられる、そのひとり、オペレーターのキョンファ・キム大たい尉いの声だ。もうじき彼女は、その積年のライバルを失う。それから先は宇宙軍の男どもの熱い視線をひとりじめするのだ。ちなみに『双璧』のもうひとりとは、一か月後にはタイラー夫人となるユリコ・スター中尉である。

「本艦隊の前方右７度、俯ふ角かく３度。距きよ離り１２０光秒。ワープ１で急速接近中！」

　ワープ１、つまり亜空間の繭まゆで艦体を包んで等光速で接近中ということは、あと２分でぶつかるということである。そしてもちろん、こんな速力を出せる物体が天然に存在するはずがない。

「ラアルゴン帝国艦隊と断定」

　キム大尉はいつものように、きわめて事務的な声で報告している。しかし、にもかかわらずその声は、魅み力りよく的な張りに溢あふれていた。23歳の彼女のこの声が、男をとろかす武器として使われたとき、それはどれほどの威い力りよくを発揮するのか、想像もつかない。

　まともな男なら、その威力を確かめるためによしんば斃たおれたとしても、後こう悔かいはしないだろう。

「総数、約２５０隻。内分けはドローメ級高速戦艦16、ガバウ級宇宙空くう母ぼ８乃ない至し10、巡じゆん洋よう艦かん60、あとは駆く逐ちく艦クラスと思われます」

　こちらとほぼ同数というわけだ。ただ、全艦隊に占める戦艦の数は、むこうがまさっている。砲力も、むこうが上だ。

　ラアルゴン艦隊の陣形は、惑星連合艦隊の三列単たん縦じゆう陣じんに対して、艦隊全体が、ひとつの巨大な円えん錐すいをなしている。いわば前方の連合艦隊に対し、その横腹に楔くさびを打ち込もうという構えだ。これは、ラアルゴン艦の特とく徴ちよう──艦尾方向にはまったく火か器きを持たず、全ぜん砲ほう門もんを艦首に集中した構造──を最大限に活いかすためにはもっとも有効な陣形だ。惑星連合艦隊の首脳部は、この陣形のことを『ラアルゴニアン・ギムレット』（ラアルゴンの錐きり）と呼んでいた。

　ラアルゴンには逃とう走そうという言葉はない。逃にげながら敵を牽けん制せいしつつ撃うつ砲など必要ないというわけだ。だからラアルゴンの艦は大は戦艦や巡洋艦、小は内ない火か艇ていに至いたるまで、艦首方向に全火力を集中できるように設せつ計けいされている。それどころか装そう甲こうや防ぼう御ぎよシールドまで艦首方向にのみ集中しているのだ。巨大かつ強力な惑星破は壊かい砲をたった一門だけ艦首方向に向け固定装そう備びした、メルバ級巨大砲艦などその典型だ。つまりラアルゴン艦は、敵に対して艦首を向けたときに、最大の破壊力を発揮できる。『ラアルゴニアン・ギムレット』は、艦隊中のどの艦もが、常に一方向を向いて、しかもその味方の火か線せん上には一切の味方の艦が射撃の障しよう害がいとならないように巧たくみに配置されているのである。

　ゆえに敵がその艦首方向にいるときには無敵の陣形だが、ひとたび敵に背後に回られると、あっけないほどに脆もろい。方向を変えると今度は味方の艦が邪じや魔まになって砲撃できないし（それでもおかまいなしに撃つ剛ごうの者がラアルゴンの艦長には多いのだが）艦隊機動もやりにくい。つまるところ徹てつ底ていした攻撃オンリーのための構えなのである。

　それに比べると惑星連合艦隊の単縦陣は柔じゆう軟なんかつフレキシブルな構えだ。連合艦隊の艦艇はラアルゴンの艦とは違って全方向に死角のない火器と装甲を備えているので、どの方向からの攻撃に対しても即座に対応できる。地球の参謀本部の連中が、

「ラアルゴンの戦略など作戦とも呼べない。馬鹿のひとつ覚えの突とつ撃げきがあるだけだ」

　などと豪ごう語ごするのも、そうしたところに起因するのである。

　そのかわり、いざ戦せん闘とうとなるとラアルゴンの各艦の艦長たちは死をも恐おそれぬ勇ゆう猛もう果か敢かんな戦いぶりをしめし、命令あるまでは絶対に戦いを放ほう棄きしない。最後の一いつ兵ぺいまで戦う。捕ほ虜りよになるくらいなら自決するし、自決する余力があるなら一人でも多くの敵を倒たおす。また敵の捕虜も認めない。軍規は厳きびしく、全軍の統制はきわめてよく保たれている。

　地球の艦隊が、ちょっとした打撃を受けるとすぐに総そう崩くずれとなるのとは対照的である。

　もっとも、かつてラアルゴンの歴史でただ一人、この栄はえある伝統を破った最低の恥はじ知しらずが一人だけいた。その名を宰さい相しようナク・ラ・ワングという。（そのラアルゴンとも思えぬ不ぶ様ざまかつ姑こ息そくな戦いぶりは、本シリーズの第一巻『無責任艦長タイラー』に詳くわしい。乞こう併へい読どく！）

　ハードウェア、つまり個こ艦かんの性能に関しては総合的には甲こう乙おつつけ難がたい。火か力りよくにおいてはラアルゴンに、通信、探たん知ち設せつ備びに関しては惑星連合に、それぞれ一日の長があるが、平均すると似たようなものだ。ソフトウェア、つまり作戦面では参謀本部が豪語するだけあって惑星連合がまさるかも知れない。ただその作戦が作戦どおりに実行されることはまれである。兵士の質と練れん度どにおいては断然ラアルゴンだ。補ほ充じゆうも早い。

　惑星連合側の最大の弊へい害がいは、作戦の決断が遅おそいことである。なにしろ作戦会議が長い。また、例えば一人の天才が卓たく抜ばつした作戦を立てても、それが会議で採用されることは皆かい無むである。たいていは会議で承認を得られるまでにいつの間にか『自然消しよう滅めつ』してしまう。

　この点、皇こう帝てい陛へい下かを頂点に末端兵士まで命令系統が徹てつ底ていしているラアルゴンは決断が早い、例えばル・バラバ・ドムのような天才的戦術家は他からの干かん渉しようを気にすることなく、思う存分にその腕うでを奮ふるうことができるのだ。

　総人口はラアルゴン人が地球人類の十分の一だが、戦せん闘とう員いんの数ではむしろラアルゴンのほうが惑星連合を凌りよう駕がしている。

　なお、両人類は発生系統を一とするらしく、その起源には諸説あるが、外見的にはかなり異なって見える両者の交配は遺伝学的には自由に可能である。もっとも、実際の例はきわめて少ない。特にラアルゴン人を母親とするケースは皆無のようである。

　ラアルゴンの男性は、多毛、長身、極度な筋肉質と、地球人類の男性とははっきりとした外見的相違があるが、ラアルゴンと地球人類の女性同士の相違点はさほど顕けん著ちよではない。これは例えば、オス同士の間では顕著な種間の変異を見せる地球のカモ類が、メスはどれもみな似通った地味な色をしていることなどになぞらえられよう。

　ただ、ラアルゴン人は男も女も、瞳ひとみがルビーのように赤いことをもって、地球人類との区別は容易である。

　話が横道にそれてしまったが、以上ラアルゴン人を知る手がかりになれば幸いである。







「敵艦かん隊たい接近！」

　キム大尉が叫さけんだ。

「予想される接せつ触しよく時間はおよそ１分17秒後です」

「全艦、砲ほう撃げき戦せん準備！」

　タイラーが提てい督とく席せきで命令する。「第二艦隊、第三艦隊には本隊が発砲するまで撃うつなと伝えろ」

　言わずもがなの命令であったが、キム大尉はその通りに伝えた。

　総旗艦『摂せつ津つ』を先頭とする第一艦隊の指揮はタイラーが直接執とるが、第二艦隊旗艦である戦艦『エール・オブ・グレイストーク』のブリッジで指揮を執るグレン・Ｊ・フレッチャー准じゆん将しようにしても、同じく第三艦隊旗艦『アドミラル・レーダー』の艦上にあるイツァーク・ハイフェッツ准将にしても、それぞれ階級こそタイラーより下だが、経験・能力ともにタイラーを上うわ回まわる。特にハイフェッツ提督は55歳になる老練な用兵家であり、実績はともかく艦隊戦の実力という点においては、タイラーなどの及ぶところではあるまい。

　しかしフレッチャー、ハイフェッツ両提督ともに、タイラーの下で働くことを不満に思うようなそぶりは毛ほども見せない。少なくとも表面的にはそうである。それはベテランの両提督がそれだけタイラーの神がかり的な実績と能力を評価しているということもあろうし、また、戦争というものがよくわかっていたとも言える。

　誠まことかどうかは知らないが、フレッチャー提督はタイラーの人となりを称して、こう言ったと伝えられている。

「あの提督タイラー閣下、まことに担かつぎ甲が斐いのある御ご仁じんだ。ま、御み輿こしにしては少々軽すぎるがね」

　まさに正せい鵠こくを射いた人物評価と言えよう。もっとも、これはどうやら兵士たちの創作らしいのだが……。

　とにかく今回の会戦、タイラーは実に優秀なスタッフに恵めぐまれていたことになる。自在に動くだけではなく、ときには自分で考えてもくれる『手足』に──。

　敵との距きよ離りはさらにつまった。

「戦艦主砲の有効射程まであと10秒！」

　惑星連合艦隊の砲は、フェーザー砲が主力であり、これに対してラアルゴンは荷か電でん粒りゆう子し砲ほうがメインである。フェーザーは空間の位い相そうの歪ゆがみを利用して目もく標ひよう物ぶつを粉ふん砕さいする砲で、エネルギーの効こう率りつはレーザーや荷電粒子砲に比べてロスが大きいが、そのかわり磁じ場ばや大重力に弾だん道どうを曲げられることが少なく、直進性が高い。つまり威い力りよくでは劣おとるが命中率は高い。

　三艦隊にはそれぞれ４隻ずつ、戦艦がいた。タイラーの本隊には彼の座ざ乗じようする旗艦『摂せつ津つ』以下、『陸りく前ぜん』『土と佐さ』『播はり磨ま』の各艦が、第二艦隊にはフレッチャー准将の『エール・オブ・グレイストーク』以下『マーシャル・ジョン・カーター』『ネブラスカ』『リシュリュー』、そしてハイフェッツ准将の第三艦隊には旗艦『アドミラル・レーダー』以下『マカロフ』『ロジェストウェンスキー』『グナイゼナウ』の各艦が続いている。

　独立混成艦隊で所属国こく籍せきが異なるため、ネーミングはそれぞれにてんでんばらばらだが、どれもみな、惑星連合規格による標ひよう準じゆん型がた戦せん艦かんであり、細かな仕様の違いを除けばすべて同型艦である。中型で高速、防ぼう禦ぎよもかなり厚い。原則として大将クラス以上が乗る超ちよう大型艦隊用旗艦『尾お張わり』級を例外とすれば、惑星連合艦隊でもっとも強力な新しん鋭えい艦だ。全長５５０メートルもある。主砲は大口径フェーザー砲12バンク。光子魚ぎよ雷らい発射管16門。

　いま、タイラー指揮下の惑星連合艦隊は、その戦艦を前面に押おし立てて進撃している。戦艦の後には『阿あ蘇そ』級の重じゆう巡じゆんが続き、その後に『隅すみ田だ』級軽巡、さらには駆く逐ちく艦、フリゲート艦、コルベット艦などが続く。要するに攻撃力の強力な順に並んでいるのである。ただし、各艦隊の殿しんがりには再び、強力な巡洋艦がついている。また宇宙空くう母ぼも後方に配置する。

「７……６……５……４……３……」

「急速反転！　敵前より離り脱だつ！　全艦続け！」

　そのとき、タイラーは初めて提督用の椅子から立ち上がり、声を限りに叫んだ。だが驚く者は『摂津』のブリッジには誰もいない。なぜならこれは、もともと作戦にあった予定の行動だからだ。それもヤマモトの立案した作戦上の艦隊行動に従ったまでだ。タイラーがわざわざ立ち上がり、叫んでみせたのはなかば自分自身に対する、演出にすぎない。

『摂津』は、敵の射程距離内に入る寸前、大きく反転した。

　たちまち、ブリッジの全天球レーダーに映る敵艦隊の相対位置が、大きく動いた。

　二番艦『陸前』も、『摂津』の動きにならった。『土佐』も『播磨』も同様である。本隊の70余隻はまるで数珠のような一糸乱れぬ動きで、ラアルゴン艦隊の最大有効射程の外をかすめるようにすりぬけたのだ。みごとと言う外ほかはない艦隊機動である。

　本隊の動きに呼応して、第二艦隊も動いた。本隊とは逆ぎやく方向に敵を牽けん制せいしつつ、これまた射程距離に入る寸前、大きく離脱してみせたのだ。

　老将、ハイフェッツ提督の率ひきいる第三艦隊はさらに大だい胆たんだった。第三艦隊はほんの一いつ瞬しゆんにせよ敵の射程内をかすめたのだ。本隊、ならびに第二艦隊の動きに気をとられたラアルゴンがその矛ほこ先さきを一いつ斉せいに向けたときはすでに遅く、第三艦隊の最後の一艦は小馬鹿にするように艦尾を振ふって、射程距離の外に出てしまっていた。

　いまにも砲ほう火かを開かんと、照しよう準じゆんスクリーンをにらんでいたラアルゴン艦隊の砲術士官たちは、腸はらわたの煮にえくり返るような想おもいがしたことだろう。敵のメンタルな反応や、こちらの行動が敵に及ぼす効果までも、長い実戦経験で培つちかってきたベテラン、ハイフェッツ准将にして初めて可能なことだった。

　第三艦隊が離はなれると、今度は再び本隊が反転、接近して来た。

　そうして、再び戦艦主砲の射程距離寸前で、鮮あざやかすぎる反転離脱を見せる。

　それに続いて絶ぜつ妙みようのタイミングで第二、第三艦隊が牽けん制せい運動を展開する──。

　こうして、交こう互ごに囮おとりと遊ゆう撃げきの役割を兼ねた三艦隊が、敵を牽制、陽動するのだ。

　それも一糸乱れぬみごとな操そう艦かんで──。

　このイタチごっこに、ラアルゴンはいらだった。

『ラアルゴニアン・ギムレットラアルゴンの錐』の尖せん端たんを、あちらへ向け、こちらへ向けし、少しでも射程距きよ離り内に惑星連合艦隊が入らば、必殺の集中砲火を浴びせんとする。

　だが、惑星連合艦隊の動きは素早く、しかも理に適かなっていた。ラアルゴン艦隊が砲火の筒つつ先さきを向けたときにはもう、あらぬ方向へ離脱してしまっている。そうして、その時はもう、次の艦隊が別方向から向かって来ているのだ。

　勇猛果敢なラアルゴンを、これほど刺し激げきし、彼らの神経を逆さか撫なでにする戦法はちょっとない。ついにラアルゴン艦隊は業ごうを煮にやした。

　惑星連合艦隊が射程距離の外にあるのは承知の上で、主砲の斉せい射しやを浴びせ始めたのである。届とどかぬならば、せめて牽制し、惑星連合艦隊の心しん胆たんを寒からしめようとでもいうのだろう。

　だがこれこそタイラーの、いや、より正確には作戦立案者であるヤマモト大佐の思うツボであった。敵に無用のエネルギーを浪ろう費ひさせることもまた、この作戦の目的にちゃんと入っている。

「提督、作戦は大成功ですね」

『摂津』の艦長、ノリユキ・タカネザワ大佐が艦長席からタイラーのほうを振り向き、にっこりと微笑ほほえんでみせた。タイラーより15歳も年上の、ベテラン艦長である。笑うと髭ひげが豪ごう快かいだ。

「あのラアルゴンの狼ろう狽ばいぶり、溜りゆう飲いんが下がりましたわい」

「なあに、面おも白しろくなるのはこれからだよ。艦長」

　タイラーが悪戯いたずらをたくらむ子供の表情で言った。「そろそろいいかな？　ヤマモト参謀」

「潮しお時どきでしょう」

　ヤマモトがうなずいた。彼の表情も、最近では生き生きとしている。一年前の『阿蘇』副長時代とは別人だ。タイラーの下での処世術を身につけて、スイスイスーダララッタとはいかないまでも、のびのびとその作戦能力を奮ふるうことができるようになっている。

「よし、作戦第二段階だ！」

　タイラーの命令一下、三艦隊は一斉に攻勢に転じた。

　否いな、それまでも戦場での主導権を握にぎっていたのは惑星連合艦隊である。ラアルゴン艦隊はただやみくもに、形ばかりの攻勢をとっていたにすぎない。その証しよう拠こに、惑星連合艦隊はまったくの無む傷きずである。めくらめっぽうの砲撃は徒いたずらに、貴重なエネルギーを浪費させただけだった。

　次の突とつ入にゆうで、惑星連合艦隊の本隊は、射程距離に入る寸前、反転しなかった。そのまま敵の懐ふところに、飛び込んだのだ。

　ラアルゴン艦隊は慌あわてた。

　めざす射程距離に、敵がわざわざ向こうから飛び込んで来てくれたというのに、すぐに砲火を浴びせることができない。

　タイラーの本隊が有効射程に入ったとき、ラアルゴン艦隊はその舳へさきをハイフェッツの第三艦隊に向けて、届きもしない威い嚇かく射しや撃げきを浴びせていたのである。そこへまったく予想もしていなかった、敵の突入である。

　慌てて砲火の矛ほこ先さきを、本隊に向け直そうとした。

　しかしそう簡単に、射撃中に目標を変へん更こうできるものではない。しかも艦隊機動の最中にである。

　ラアルゴン艦隊の多くの艦は、ほとんどが個艦レベルで、舳を惑星連合艦隊の本隊に向け直し、射撃しようとした。目の前に飛び出して来た思わぬ獲え物ものを前に、どの艦長も手て柄がらを焦あせったのだ。

　当然、艦隊はその統制を乱した。

　慌ててコースを変えようとして、味方同士衝しよう突とつする艦──、

　戦列の外へ飛び出して、味方の射線を妨ぼう害がいしてしまう艦──、

　そんなのは、まだいいほうだった。

　中には戦艦『ガダローメ』のように、艦首方向の主砲で全力斉射状態のまま、転てん舵だをかけてしまった艦もいる。大きく動いた射線の鉈なたは、惑星連合艦隊の本隊に向き直るまでに味方の巡洋艦を２隻と駆逐艦を３隻、それに戦闘機を20機ばかりぶったぎった。

　そのくせ肝かん心じんの敵に届とどくか届かないかのうちに、エネルギー切れという体ていたらくだ。

　だがそんな味方の失態を、嗤わらいあるいは責めるだけの余よ裕ゆうのある艦長は、ラアルゴン艦隊には一人もいなかった。自分の艦を維い持じするだけで、精せい一いつ杯ぱいだったろう。

　ようやくにラアルゴン艦隊の半数ほどの艦が、艦首を惑星連合艦隊に向け直したとき、タイラーの本隊はすでに戦艦、巡洋艦は言うに及ばず、駆逐艦の小口径砲や光子魚雷の射程距離にまで肉にく迫はくしていた。しかも、照準は正確に、思い思いの目標を捕とらえている。まだろくに狙ねらいもつけておらず、エネルギー充じゆう塡てんもままならないラアルゴン艦隊とはそれこそ雲うん泥でいの差である。

「撃うて！」

　タイラーが叫さけんだ。

　その瞬しゆん間かん、満まんを持じしていた各艦から、一斉に目も眩くらむばかりの光こう芒ぼうの矢が放はなたれたのである。

　フェーザーと光こう子し魚ぎよ雷らいとの奔ほん流りゆうは、そのことごとくがラアルゴン艦のどてっ腹ぱらに深々と突つき刺ささり、炸さく裂れつした。

　まさに撃たんとしていた出で鼻ばなをくじかれ、ラアルゴン艦隊は大きく算さんを乱みだした。ここにこの戦いの趨すう勢せいは、すでにして決したと言うべきであろう。だが、ラアルゴン艦隊を待ち受ける悲ひ惨さんな運命は、それだけでは終わらなかった。

　続いて、ラアルゴン艦隊の脆ぜい弱じやくな背後から、フレッチャー提督の第二艦隊が襲いかかったのである。

　さらに横腹をさらした敵に向かって、タイラーの本隊が攻撃に成功する、貴重な囮おとりの役を果たしたハイフェッツ提督の第三艦隊が、今度は遠えん慮りよ会え釈しやくもなしに牙きばを剝むいて猛もう然ぜんと喰くらいついた。

　こうなると、もう戦闘とは言えない。一方的な殺さつ戮りくである。

　あちらで、こちらで、傷ついたラアルゴン艦は１隻また１隻と爆ばく発はつする。

「艦長！　逃げ道を開けてやれ」

　タイラーには味方の包ほう囲い網もうの一角をわざと手て薄うすにして、敵に退たい路ろを与あたえてやる余裕すらあった。こうしないとラアルゴンは降こう伏ふくするということを知らないのでそれこそ死しに物もの狂ぐるいで最後まで抵てい抗こうを続け、味方の被ひ害がいも馬鹿にならないのだ。

　勝敗はすでに決した。これ以上の犠ぎ牲せいは敵も味方も無む駄だである。

　それにもともとタイラーは、無益な殺生は好きではない。

　生き残った１００隻足らずのラアルゴン艦隊は、わざわざ手薄になった包囲網を突とつ破ぱして、『無事に』逃げ出した。おそらく彼らは、勇猛果敢な一点突破作戦をもって、惑星連合艦隊の裏をかいたとでも思っていることだろう。敵がそう主張するならそれでもいい。あの１００隻足らずを全滅させるために、味方を危険にさらすなど愚ぐの骨こつ頂ちようである。

　戦争は、何と理由をつけようと人命の浪ろう費ひでしかないが、どうせ浪費するなら効率よく殺さねばならない。不思議なことだが一見飄ひよう々ひようとしたタイラーには、そういった理り屈くつがちゃんとわかっている。

　そして、まさにその面めん目ぼく躍やく如じよたる戦いぶりであった。

　味方の損害、わずかに駆逐艦ほか小艦艇７隻──、

　撃げき沈ちんした敵、戦艦９、巡洋艦35、宇宙空母７、駆逐艦以下多数──、

　大たい破はあるいは中破捕ほ獲かくしたる敵艦、戦艦２、巡洋艦６、空母１、その他多数──、

　敵兵捕ほ虜りよ約７３００。うち自決したる者８２０余名。残りはいち早く敵艦内に冷れい凍とうガスを送り込み、冬眠状態にして自決を防ぎ、拘こう留りゆう。催さい眠みん状態にして情報を聞き出したのちは、強制送そう還かん──、

　ごく少数は帰き順じゆん──。

　のちにカノープス会戦と呼ばれることになるこの比ひ較かく的小規模な艦隊戦は、こうして惑星連合艦隊の圧倒的勝利のもとに、終結した。

　第一の功労者は作戦を立案したマコト・ヤマモト大佐だが、司令官たるジャスティ・ウエキ・タイラー少将の名声はいやが上にもまた上がる。その栄光の戦歴に、また新たな輝ける１ページが加わったのだ。もちろん、ユリコ・スター中尉との結婚に花を添えることになるだろう。

　だが、今回の彼の冒ぼう険けんは、これだけでは終わらなかった。

　それどころかこの勝利は、あの信じ難い一連の事件の、ほんの発ほつ端たんにしかすぎなかったのだ。

　ときに宇宙暦７０００・５・４６２──

　宇宙はあくまでも凪ないでいた。














第一章　装そう甲こう巡じゆん洋よう艦かん『畝うね傍び』









　宇宙駆く逐ちく艦かん『わだつみ』艦かん長ちよう、ハロルド・カトリ中ちゆう佐さは、その漂ひよう流りゆう物ぶつを見たとき、ほとんどなにかの冗じよう談だんかと思いかけた。

　それが軍艦であることは、一目見ればわかる。問題は、その尋じん常じようでない旧ふるさなのである。

　この軍艦が、宇宙を航行するために作られたと思う人間がいたら、お目にかかりたいものだ。どこの世界に、スクリューで宇宙を航行する船があるだろうか。それだけでも普ふ通つうではないのに、その艦ふねにはワープエンジンはもとより、原始的なロケットエンジンのノズルらしきものさえ、どこにも見当たらないのだ。

　洋上軍艦。それも、人類が宇宙に進出する、少なくとも百年前に建造されたとおぼしき、旧きゆう式しき軍艦であることは間違いない。カトリ中佐はひとまずそういう結論に達した。だが、それですべての疑問が氷解したわけではない。いや、それどころか謎なぞは深まるばかりだ。どこかの物好きが、あのスクラップを地球の博物館から持ち出して、ワープエンジンを装そう備びした外宇宙航行船で曳えい航こうし、船も満足に通わぬこの辺境宇宙域に置いていったというのか？　なんのために？　どこの誰のしわざにせよ、わざわざそんなことをしなければならない理由がさっぱり見出せないカトリなのである。

「艦長、どう処置いたしましょう？」

　副長のタカヤス・ミナト少佐に促うながされて、ようやく我われに返ったカトリであった。

　今の彼は、偵てい察さつ用の小艦とはいえ、一艦の艦長である。その気になれば、フェーザーなり光子魚雷なりであの幽ゆう霊れい船を処分して、なにごともなかったかのごとく処理することもできる。事実、面めん倒どうくさがりな艦長なら、そうしていても不思議ではないところである。

　だがカトリ中佐は巡洋艦『阿あ蘇そ』の航海長から『わだつみ』艦長に抜ばつ擢てきされてまだ三か月の若手バリバリで、やる気もおおいにあったし、なによりもあのタイラー艦長の下で長いこと勤めてきただけあって、よく気のつく性格でもあった。

　そして、駆逐艦『わだつみ』に与あたえられた任務は、本艦隊に先立ち、航路の安全を確保する、いわば露つゆ払はらいの役割だった。

　そこでカトリは後続の艦隊に向けて、事の一部始終を細さい大だい漏もらさず超ちよう空間通信で報告したのである。

　司令官たるタイラーが、わざわざおっとり刀で駆かけつけてきたのは、カトリが報告を送ってから地球標準時間で二時間も経たたない頃だった。物もの見み高だかい彼は、わざわざ戦艦『摂せつ津つ』から、艦隊でいちばん速い高速巡洋艦『千ち曲くま』に乗りかえて、とるものもとりあえず、やって来たのである。

「面白い船というのは、あれか？」

『千曲』のブリッジで、タイラーはその旧式軍艦を見ながら言った。明らかに拍ひよう子し抜ぬけした声である。

「なんだ、すごい船だというから急いで見に来たのに、ごくごくありふれた、つまらん船じゃないか。期待して損した」

　勝手に期待したのはそっちでしょと、カトリは言いたかったが、かつての艦長にひさしぶりで会ったことでもあるし、

「でもタイラー提てい督とく、あれはとても珍めずらしい船なのです」

と、なだめるように言った。

「なにが珍しいものか。あれは俺おれが学生の頃ころによく行ったヨコハマ・シーサイドパークの『氷ひ川かわ丸』や、シラハマ・ウォーターフロントの戦艦『三み笠かさ』と変わりないボロ船じゃないか。おおかたどっかの記念公園から引っぱってきたスクラップだろう」

　地球育ちのタイラーは、そう言ってはばからない。

「ありふれた船でも、こんな宇宙空間に漂ひよう流りゆうしていること自体が驚きよう異いなのです」

　カトリ中ちゆう佐さはスクリーンの中で憮ぶ然ぜんとして言った。「言わば、海の底でヤンバルクイナに出会ったようなものですからね」

「なるほど、言われてみればあの船は『三笠』に似ていますな」

　そう言ったのは、タイラーとともに『千曲』でやって来たヤマモト大佐である。

「『三笠』よりだいぶ小さいが、砲ほう塔とうの配置や艦首の形も似ている。たぶん、同じ頃に建造された軍艦でしょう」

　と、古今東西の軍艦に造ぞう詣けいの深いヤマモトは言う。「グエン中ちゆう尉い、ジェーン海軍年ねん鑑かんのファイルを呼び出してくれ。艦型の照合だ」

「了解ラジヤー」

『千曲』の当とう直ちよくオペレーター、若いグエン・ホー・ミン中尉がうなずいた。彼もヤマモト大佐やカトリ中佐とともに、以前は『阿蘇』のクルーでタイラーの部下だった男だ。

「しかしいったい、いつ頃のデータを照合すればよろしいのです？」

「ＡＤ19Ｃ末から20Ｃ初頭にかけてのデータだ」

　グエンが小さく、口くち笛ぶえを吹ふいた。

「そいつはすごい、それが本当ならあの船は、骨こつ董とう品ひんとしてだけでも貴き重ちようですよ。持って帰って床の間に飾かざっておこうかな」

　軽口をたたきながらも、グエンは手て慣なれた操そう作さで古い古い洋上型軍艦のファイルをメインコンピューターに呼び出した。

「形式……不明。質量……約３５００トン。全長、約１００メートル。スクリュー推すい進しん、２軸じく……。ただし帆はん走そうも可能……。備び砲ほうは旧式な火薬砲で、主砲塔とうは２連れん装そう２基……」

　照会に必要なデータを入力する。

「ヤマモト大佐、これはとんでもない掘ほり出し物ですよ。よくもこんな代しろ物ものが、宇宙空間に浮うかんでいるもんですね……」

　眼鏡めがねの奥おくで、グエンの目が異様に輝いている。

「うん、あの船の正体はともかく、幽ゆう霊れい船としての資格はじゅうぶんだな」

　ヤマモトはうなずいた。「俺の記憶に間違いがなければ、あれはとんでもない艦ふねのはずだが……」

　照合結果はすぐに出た。宇宙空間に浮かんだその艦の、ほとんど破損していないシルエットが決め手となったのだ。

「出ました……。驚おどろかないでくださいよ」

　もったいぶって、グエン中尉がデータを読み上げる。「あの艦は『畝うね傍び』です。間違いありません」

「やっぱり！」

　ヤマモトは叫んでいた。自分の記き憶おくに間違いはなかったという確信と、にもかかわらず信じられないという驚きよう愕がくをもって──。

「なんだ？　その『畝うね傍び』というのは？」

　タイラーが怪け訝げんそうに言った。

　こんなとき、以前のヤマモトなら、「艦長、御存知ないので？」と切り返して、タイラーの、いらぬ不ふ興きようを買ったことだろう。だが今のヤマモトは違う。面倒臭い顔ひとつせずに、この海軍の歴史に疎うとい天才提てい督とくに、いちいち説せつ明めいしてやる。

「ＡＤ１８８６、明治十九年に建造された軍艦です。艦の種類としては巡じゆん洋よう艦かんに分類されますが、小型ながら戦艦に準ずる武装を持ち、当時は〝装そう甲こう巡洋艦〟とか、〝鋼こう製せい巡洋艦〟と呼ばれていました。当時は旧きゆう日本海軍の黎れい明めい期きで、まだ軍艦の種類も流動的だったのです」

　と、ヤマモトは流りゆう麗れいな口く調ちようで説明した。

「旧日本海軍だって？」

　タイラーが言った。「じゃあ、いわば我々の直系の先祖じゃないか」

「そうです、提督」

　ヤマモトがうなずいた。「ですがあの艦ふねは……」

　と、スクリーンの中の『畝うね傍び』を指さす。

「フランス製です。当時の日本海軍が、フランスのル・アーブル造船所に注文して建造された軍艦なのです」

「フランス製？　じゃあその頃の日本は、外国に軍艦を作らせてたのか？」

「そうです提督。まだ江戸時代が終わって二十年も経たっていない頃なのですよ。のちには世界有数の海軍国たる日本も、まだこの頃には独力で大型の軍艦を建造する技術も設備も持ってはいません。明治中期まで、日本海軍の主力艦はすべて外国製です。ちなみに言うと、シラハマに記念艦として残っている戦艦『三み笠かさ』も、イギリス製です」

「なるほど、フランス製ねえ。文字通りの〝舶はく来らい〟ってわけだ」

　タイラーはスクリーンを見た。言われて見れば『畝傍』と呼ばれるこの旧式軍艦のラインはどことなく優美で、タイラーも知っているのちの旧日本海軍の軍艦、例えば戦艦『大和やまと』だとか巡洋艦『高たか雄お』だとかに共通する、重厚かつ洗練されたラインが見られない。ずっと細ほそ身みで、よく言えば優ゆう雅が、悪く言えば華きや奢しやな印象を与あたえるのである。

「う～ん。この艦ふねが、かつては我わが祖先たる旧日本海軍に所属しとったのか」

「所属しておりません」

　ヤマモトが言った。

「なぬ？」

　タイラーは椅い子すからずり落ちそうになって、

「そりゃまたどういうことかね？　大たい佐さ」

「神かみ隠かくしに逢あったのです」

　ヤマモトは表情ひとつ変えずに言った。彼にとっては『常識』の範はん疇ちゆうに入ることなのであろう。

「ル・アーブル造船所で竣しゆん工こうした『畝傍』は、明治十九年十二月、日本に回航される途と中ちゆう、シンガポールを出たところで行方ゆくえ不明になってしまったのです」

「行方不明？」

　タイラーが、解げせないという表情で首をかしげた。「沈ちん没ぼつしたにしても、板きれ一枚くらい発見されなかったのか？」

「今の我々の感覚でおっしゃられても、困ります」

　ヤマモトが、苦笑しながら言った。

「なにしろ当時は、無線も満足に発達していない時代です。入港予定日を過ぎても横浜港に現あらわれないので、初めて行方不明とわかったくらいのものですからね。沈しずんだ場所さえ、正確にはわかっていなかったのです。いや、沈んだかどうかさえ……」

　そう言ってヤマモトは、スクリーンの中の『畝うね傍び』を、しげしげと見た。もし目の前の宇宙空間に漂ひよう流りゆうしているあれが本当に『畝傍』なら……。

「じゃあ当時は、さぞかし大事件だったろうね」

　ひどく間のびした声で、タイラーが言った。

「ええ、一時はタイタニック号、メリー・セレステ号と並んで、世界の三大海難ミステリーとさえ言われましたから……。でも、事態の深しん刻こくさという点においては、『畝傍』がいちばんでしょうね」

「そりゃまたなんで？」

「戦争ですよ。ＡＤ１８９４、明治二十七年の日につ清しん戦争です」

　ヤマモトが戦史を反はん芻すうするかのような表情で言った。「当時の日本は、まるっきりの三等海軍国でした。わずか十年後の日にち露ろ戦争のときには、世界有数の軍艦保有国に成長しますが、当時は戦艦は１隻せきもなく、わずかに巡洋艦と海防艦が数隻という、まことにお寒い状じよう況きようだったのです。これに対して清しん国こくは、ドイツに注文して建造した『定てい遠えん』『鎮ちん遠えん』という、２隻の戦艦を保有していました。今の我々の水準からすればそれこそ玩具オモチヤにも等しい７３００トンの小船にすぎませんが、当時は世界最強と謳うたわれたものです」

「あ、その『定遠』という艦ふねなら知っている」

　タイラーがにわかに瞳ひとみを輝かせた。「『勇ゆう敢かんなる水兵』の歌か詞しに出てくるからな。軍の宴えん会かいでよく歌ったもんだ。♪まだ沈まずや『定遠』は……というあれだろう？」

　タイラーは少尉時代、軍主しゆ催さいの宴会で興きようがのると、提督や参さん謀ぼうたちの前で素すっ裸ぱだかで古い軍歌を歌って踊おどったものだった。『茶ちや坊ぼう主ず少尉』の綽あだ名なは伊だ達てではない。その醜しゅう態たいを知るヤマモトはひさしぶりに聞くタイラー得意のレパートリーに、

「そうです」

　と、ただ苦笑したのみだった。

　その彼が、いまや少将である。

「つまり、当時は清国を仮か想そう敵国に、海軍戦力増強の真最中だったわけです」

　ヤマモトは説せつ明めいした。「戦艦を１隻も保有しない貧乏国の弱小海軍にとって、巡洋艦１隻がどれほどの価値を持つか、我々の想像の及およぶところではありません。ましてその、期待の最さい新しん鋭えい巡洋艦が行方不明になり、待てど暮くらせど到とう着ちやくしないとなると……」

「なるほど、そりゃ深刻だわな」

　ちっとも深刻ではない表情でほおづえをつきながら、タイラーが欠伸あくびを嚙かみ殺した。

「じゃあ、ひとつあの『畝うね傍び』とかいう艦ふねを、当時の日本に届とどけてやるかあ！」

　タイラーの冗談──いや、本人は冗談のつもりはなく、大まじめに言ったらしいのだが──には誰も笑わなかった。

「感謝されるぞ」

「そうですね」

　しらっとなったブリッジの雰ふん囲い気きを救うかのように、ヤマモトは言った。

「機会があれば……ですが」

「ヤマモト大佐」

　グエン中尉だ。

「『畝うね傍び』のデータが呼び出せます。古いジェーン年鑑のコピーですが、御ご覧らんになりますか？」

「見よう」

　ヤマモトはうなずき、スクリーンには旧式巡洋艦の要目が映し出された。





艦名　『畝うね傍び』（正式には『畝傍艦』）

建造　ル・アーブル造船所（フランス）

起工年月日　西暦１８８４年（明治十七年）５月27日

進水年月日　西暦１８８６年（明治十九年）４月

竣しゆん工こう年月日　　　　〃　　　　　　〃　　　10月

排はい水すい量　３６１５トン

全長（垂線間長）　98メートル

最大幅　13・１メートル（ただし公称値）

船体深さ　８・５メートル

吃きつ水すい（平均値）　５・72メートル

機関　ピストンエンジン２基　缶数９基　二軸じく推すい進しん　帆はん走そう可能

出力　公称６０００馬力

最大速力　17・５ノット（時速約32・４キロ）

武装




84年式24サンチ砲　４門（二連装砲ほう塔とう２基）

15・２サンチ砲　７門（単装　ケースメイト式）

ノルデンフェルト機砲　４基

ガトリング機砲　４基

朱しゆ式しき水すい雷らい発射管　４門（水中発射式　口径45サンチ）






「なんだ、意外に小さいんだな」

　タイラーが言った。「同じ巡洋艦でも全長で『阿あ蘇そ』の４分の１しかないぞ」

「これでも、当時としては標ひよう準じゆんサイズです」

　ヤマモトが言った。

「３６００トンと言えば、第二次大戦中の軽けい巡じゆん、それもかなり小型のサイズでしかありません。第二次大戦後には、駆く逐ちく艦かんでさえこのサイズに達してしまいます。ちょうどＡＤ20Ｃ末の、日本の海上自衛隊の護ご衛えい艦かんと、同じくらいの排水量ですね」

「それにしては、ずいぶんと重武装ではありませんか」

　グエン中尉が言った。

「その通り、当時の日本の艦は『定遠』『鎮遠』の二大戦艦に対たい抗こうして、すべて極きよく端たんな重武装なのだ」

　ヤマモトがうなずいた。「その中でも、『畝傍』はさらに極端な例だな」

『復元性が悪そうですね』

　通信スクリーンを通じてそう言ってきたのは、『わだつみ』のカトリ艦長だ。

「うん、わずか３６００トンの船体に、戦艦なみの24サンチ砲だからな。砲数こそ少ないが、艦のバランスに重大な影えい響きようが出るであろうことは、想像に難かたくない」

〝歩くジェーン年鑑〟ヤマモト大佐は言った。

「おまけに、ただでさえ安定性が悪いところへもってきて、工事の手違いから、完成した『畝うね傍び』は設計より１フィートも実際の幅はばが狭せまかったと言われている。データ表の最大幅が公称値となっているのはそのためだ」

「ひでえ！」

　グエンが叫さけんだ。「１フィートも狭ければ、転てん覆ぷくしても不思議はない！　いくら外国からの注文でも、手抜き工事もここに極まれりだ。よく発注元から文句が来なかったな」

「文句は出ただろうな」

　ヤマモトが苦笑しながら言った。「だが、そんなことにはかまっていられなかった。一日も早く、１隻でも多く、強力な軍艦が欲しかった当時の日本にとっては、たかが１フィートくらいの幅の狂くるいは、笑ってすませられることだったんだろうな」

「ムチャクチャだ！」

　グエンが悲鳴を上げた。「自分は、そんな欠けつ陥かん軍艦に乗せられて死ぬのだけは、まっぴらごめんですよ」

　無理もない。

「ま、あながち当時の日本海軍だけを責められたことではない。艦の復元性が重大な問題として認知されるようになるのは、五十年も後の昭和に入ってからだ。それまではどこの海軍も、安全性よりも武装を重視していたんだからな」

　ヤマモトの言葉も、いささか苦しい。

「実を言うと『畝傍』の失しつ踪そう事件も、長いことその劣れつ悪あくな復元性能が原因と思われていたんだ。当時は事態が事態だけに、スパイ説せつや帝政ロシアの陰いん謀ぼう説、所説紛ふん々ぷんだったらしい。小説のネタにまでなったらしいな。でも、まず常識的な見解としては、東シナ海あたりで、突とつ風ぷうにでも逢あって転覆してしまったのだろうということで、歴史家や造船技術家たちの意見はおおむね一いつ致ちしていた。かくいう自分も、今日までそう信じていた。だが、それもどうやら考え直す必要に迫られたようだ」

　ヤマモトはしみじみと言う。

「まさか、こんなところでお目にかかるとはなぁ……」

『大佐、ノルデンフェルト機砲というのは、なんですか？』

　データ表を見ながら、カトリ中佐が訊きいてきた。

「原始的な、火薬式機関砲の一種だ」

　ヤマモトの説明は、滞とどこおりない。

「機関砲と言っても、発射速度は一分間に百発程度だから、口でバン、バン、バンと言うくらいの早さだ。それでも、当時としては最新兵器だった。このノルデンフェルト砲が進歩してビッカース式機関砲となり、エリコンやボフォースの機関砲になり、さらにはバルカンファランクス・システムを経て、レーザーや荷電粒子砲による艦隊防ぼう禦ぎよシステムに発展してゆくわけだ。ちなみにガトリング機砲というのは……」

『ああ、それなら知っています』

　カトリ中佐が言った。『西部劇に出て来る、手回し式の機関銃でしょう？』

「その通り。銃身を数本束たばねた構造になっている。言ってみれば原始的な手動式のバルカン砲だな」

「大佐、朱式水すい雷らい発射管というのはなんだ？」

　タイラーが訊たずねる。「光こう子し魚ぎよ雷らいのようなものなのか？」

「火薬式の魚雷です」

　ヤマモトは言った。「朱式というのは、当時の日本海軍の呼称で、ドイツのシュワルツコップ社製の魚雷という意味です。ちなみにイギリスのビッカース社製の兵器の場合は、〝毘び式しき〟と呼んでいました。当時は魚雷のことも、縮めずに〝魚ぎよ形けい水すい雷らい〟と呼んでいたようです」

「艦ふねはフランス製で魚雷はドイツ製か……」

　タイラーはなにか思うことあってかうなずいた。「輸入品オンリーだ。のちの貿ぼう易えき摩ま擦さつが噓うそのようだな」

「ええ、そうです。軍艦に限らず、明治時代の日本は極端な舶はく来らい偏へん重ちようですよ」

　ヤマモトはうなずいた。

「でも、その後の進歩には目を見張るものがあります。わずか十年後の日露戦争の直前には、日本は独力で無む煙えん式の下しも瀬せ火薬を発明し、１９３０年代には酸素魚雷の開発にも成功して、魚雷に関しては世界一の先端技術国になるのですから……」

「無煙火薬？　じゃあ当時はまだ、黒色火薬を使っていたのですか？」

　グエン中尉が言った。

「その通り。ＴＮＴも紐状火薬コルダイトもない。装そう薬やくも炸さく薬やくも、黒色火薬だ。一発撃うつと、もうもうたる黒こく煙えんが立ちこめて、次じ弾だんを撃つのにしばらくかかった。それだけではないぞ。燃料も重油でもディーゼルでもない、石炭だ！」

「石炭！　あの化石燃料か？」

　タイラーが驚きよう愕がくの叫び声を上げた。

「そうです。当時の軍艦は、全力航行するときは煙えん突とつからもうもうたる黒煙を吐はき出しながら走ったのです。それでもスピードは、20ノットも出ればいいほうだったでしょうな」

「隔かく世せいの感がありますな」

　グエンがため息をついた。「自分はいい時代に生まれました」

「そうかな」

　ヤマモトは、ちょっと白い歯を見せて、

「確かに科学技術の恩おん恵けいという点においてはそうかも知れん。しかし、潮しお風かぜを直接肌はだに感じ、海の男の生き甲が斐いという点においては、当時の船ふな乗のりも、我々に負けず劣おとらずの誇ほこりを抱いていたろう。いや、どうかすると自分などは、ときとして彼らの時代に生まれてみたかったとさえ、思うことがあるのだ」

「それは単なる、懐かい古こ趣しゆ味みですよ」

　グエンは譲ゆずらない。「レーダーも転送機もない時代なんて、僕はごめんだな」

　彼が特にひねくれ者というわけではない。むしろヤマモトのほうが少数派だろう。この科学万能時代に育てば、黒色火薬と石炭の煙けむりを懐なつかしがる気風など、単なるセンチメンタリズムと言われてもしかたがない。

　だが、それもまた、軍人たる家系に生まれたマコト・ヤマモト大佐にとっては、ひとつの叶かなわぬ憧あこがれなのである。







「調査隊を編成してくれたまえ」

　タイラーの命令に、ヤマモトは瞳ひとみを輝かせた。彼がこの上官の命令を喜々として受け容れるなど、希け有うなことだ。

「人選はまかせるよ」

『畝うね傍び』に接せつ舷げんして、艦内調査隊を送り込もうというのである。

「危険はあるだろうが……」

　タイラーの言葉にヤマモトは、

「危険？　危険があるでしょうか？」

　と、怪け訝げんそうに言った。

「ラアルゴンの、罠わなかも知れんぞ」

　タイラーは真顔で言った。軽けい薄はくの、歩く代名詞のようなこの男が、いつになく慎しん重ちようなのである。むしろ気味が悪い。

「罠？　罠ですか……」

「そうだよ」

「罠だとしたら、もう少しまともな罠を仕掛けませんか？　いくらなんでもあれは罠としては突とつ飛ぴに過ぎると思います」

「それが君の見解か？　ヤマモト参さん謀ぼう」

　タイラーは冗じよう談だんめかして言ったが、心根は真剣そのものと言ってよかった。ヤマモトは軍人、ならびに作戦参謀としてはきわめて有能だが、ただその思考回路は常識的な軍人そのものであり、やや型にはまりすぎるきらいがある。多くの者は認めたがらないが、軍人としては欠けつ陥かんだらけのタイラーのほうが、指揮官としてはときとして鋭するどいヒラメキを見せるのも、そんなところに起因するのである。

　もちろんヤマモトとて無能とは程遠いから、タイラーのそんな素質も、最近ではだいぶ斟しん酌しやくできるようになった。ただ、完かん璧ぺきというわけにはいかない。ヤマモトにとってタイラーは、あまりにも不確定の要素が多い気まぐれな知ち恵え袋ぶくろのようなものだった。

「わかりました。細心の注意を払って行動するようにいたします」

「ああ、それからもうひとつ！」

「なんでしょうか？」

　ヤマモトが『畝傍』艦内調査隊の人選に取りかかろうとするのを、タイラーは呼び止めて、

「調査隊な、僕もまぜてくれ」

　と、少将閣かつ下か自みずから宣のたまわったのである。














第二章　アッと驚おどろく時間流タイムウエーブ









「なんでまたワシが、そんな物ぶつ騒そうな探たん検けんにつき合わにゃならんのだ？」

　巡じゆん洋よう艦かん『生い駒こま』座ざ乗じようの軍医大佐、ヒデサブロー・キタグチは、ヤマモトからのその通信を聞いたとき、露ろ骨こつに顔をしかめた。顔にこそ出ないが、相変わらず熟じゆく柿しのような臭においをぷんぷんさせている。

『なにしろ、予測不能の事態でしてね』

　彼とは旧きゆう知ちの間あいだ柄がらのヤマモトが、通信スクリーンの中でにやにや笑いながら言う。『ぜひとも医者を、それも経験豊かな軍医を、ひとり同行させたいと思いまして。そうなるとやはり、自分にはドクターしか……』

「はっきり言ったらどうだ大佐。ツーカーの便利屋さんだと」

『それでは身も蓋ふたもない言い方ですから……』

「ミもフタもないのは任務のほうだ」

　せっかく大きな戦せん闘とうを終え、ほろ酔よい気分でいたところを呼び出されて、キタグチは腐くさっている。「ようやくおまえさん方との腐れ縁えんもこれまでかと思っていたのになぁ……」

『腕うでのいいエキスパートは、なかなか自由の身にはさせてもらえません』

　ヤマモトが宇宙焼けした顔に白い歯を見せて言った。『特に医者と軍人は』

「ワシは両方だ。とんでもない仕事を選んでしまったものだと今にして思うよ」

『それを、後の祭と言うのです』

　ヤマモトも最近では、なかなかに言う。

「で、ワシ以外に『畝うね傍び』に乗り込む面子メンツは誰だ？」

『タイラー司令が自ら……』

「そんなとこじゃと思った」

　キタグチの笑顔がかすかにひきつったのは、義眼の調子が今け朝さからどうもおかしいせいばかりではない。

「提てい督とく閣かつ下かのお守りも大変だな、大たい佐さ」

　心からの同情を込めてそう言う。ヤマモトは微かすかに苦笑して、

『いえ、これでも任務ですから』

　と帽ぼう子しを被かぶり直した。大佐の給料の他に、参さん謀ぼう手当をもらっている者の余よ裕ゆうでもあろうか。

『あとは自分と、カトリ中佐、キム大たい尉い、グエン中尉、それに護ご衛えいとして空母『蒼そう鶴かく』のサカイ大尉とシラギク中尉が付きます』

「なんじゃ。ワシも含ふくめて旧『阿あ蘇そ』のクルーばかりじゃないか」

　キタグチは苦笑しつつも呆あきれ顔だ。「思わぬところで同窓会か？」

『同窓会はお嫌きらいですか？』

　ヤマモトが相そう好ごうを崩くずした。『なんならビールも用意しますよ』

「アイデアは悪くはないが、それも時と場合による」

　言いつつも、キタグチの顔は思わず綻ほころんだ。「ワシな、ビールより日本酒にしてくれ」

『そう言われると思って』

　ヤマモトもぬかりはない。『蔵くら出だしの特級酒を用意してあります。心おきなくやりましょう』

「話せる！」

　キタグチはポンと手を打って、歯を見せた。それで決まりだった。

「やれやれ……」

　巡洋艦『千曲』のブリッジで、ヤマモトは通信スクリーンが切れたことを確かめて、ようやく安あん堵どの表情を見せた。いちばんの難なん物ぶつだったドクター・キタグチも、好こう物ぶつの酒を出せばコロッと態度を変えてしまう。予期していたこととはいえ、ヤマモトは少々拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

　ある意味で、キタグチのような人間は、いちばん扱あつかいやすいのかも知れない。

　少なくとも、何を考えているのかわからないタイラー提てい督とくよりは……。







　コジロー・サカイ大尉とタケオ・シラギク中尉の乗る宇宙戦せん闘とう機き『キョンシー』に護ご衛えいされた内ない火か艇ていは、まるで冗じよう談だんのように漆しつ黒こくの宇宙空間に漂ただよう『畝うね傍び』に向け、ゆっくりと接近していった。近づくにつれてこの超旧式巡洋艦のディティールが、肉眼でもはっきりと見えてきた。灰色に、少し青色の混じった、いわゆる『軍艦色』の船体も、暗い赤せき褐かつ色しよくに塗ぬられた艦底も、メインマストに結ばれた日につ章しよう旗きさえも、いささかも色いろ褪あせることなく、鮮あざやかに目に映る。

「外部の損そん傷しようがほとんど認められない！」

　内火艇の舵だ輪りんを握にぎっていたカトリ中佐が、驚きよう嘆たんの叫び声をあげた。「奇き跡せきだ！」

「まるで、ついさっきまで海に浮かんでいたみたいですね」

　グエン中尉が言った。

「そう思うか？　中尉」

　ヤマモトも、目を見張った。彼もグエンと、まったくの同意見なのであった。「少なくとも、海底に沈んでいたのを引っぱり上げてきたのではないことだけは確かなようだな」

　地球の海に持って行けば、そのまま軍艦として使えそうだった。タイラーの言葉ではないが、確かに日につ清しん戦争の始まる前の日本に届とどけてやれば、感謝されることは請うけ合いだろう。

「いったい、どうやってここまで運んだのかなあ……。それに誰が？」

　合理主義者のグエンだけに、むしろ感かん慨がいを禁じ得ないらしい。

「それをこれから、調べに行くんじゃないか」

ドクターが手て酌じやくで徳利とつくりの酒を茶ちや碗わんに注つぎながら言った。同窓会を待ちきれないらしい。彼をよく知るもと『阿蘇』のクルーたちは、誰一人文句を言おうともしない。この男は少々酔よっているときのほうが判断が正確になる。現に彼が手術に失敗したのは、いずれも素面シラフでメスを握にぎったときなのだ。

　内火艇はますます『畝傍』に近づいた。いまや艦尾に刻きざまれた、艦名のプレートまで、はっきりと読むことができた。右から左に向かって、『うねび』と旧仮名送りで刻こく印いんされたそれは、タイラーなどには『びねう』としか読めない。

「どこに接せつ舷げんしましょう？」

　カトリ中佐が言った。

「ブリッジの横だ」

　ヤマモトが答える。こんなとき、タイラーはめったに口を出さず、すべてをこの有能な参謀にまかせっきりである。自分で何かを言い出したとき、それは事の如何いかんを問わず、ヤマモトが戦せん慄りつするときなのだ。

「了解ラジヤー、接舷チューブを打ち込んで、『畝うね傍び』艦内に空気を送り込みます」

　カトリがそう言いかけたとき、

「待て！」

　ヤマモトがやや、大きな声を出した。

「どうかしましたか？」

　彼らしくない狼ろう狽ばいともとれる。いささか怪け訝げんそうな顔で振ふり向いたカトリに、

「できることなら、あの美しい艦ふねの横腹に傷きずなどつけたくない。吸引装置で接舷して、あとは宇宙服を着て乗り込もう」

　と言って、居合わせたクルーたちを驚おどろかせた。こと『畝傍』のこととなると、この根っからの船乗りは、異常に感かん傷しよう的になる。

「全員、宇宙服を着用！」

「僕もか？」

　タイラーが訊きいた。

「もちろん、提てい督とく閣かつ下かにも着ていただきます」

　と、ヤマモトは丁てい寧ねいだが、これだけは有う無むを言わさぬ口く調ちようである。

「あんまり気が進まんなぁ……」

「では宇宙服なしで真空の宇宙空間に出ていただくことになりますが、よろしいですか？」

　やや意地悪く、ヤマモトが言った。「それとも、この内火艇で留る守す番ばんをしてくださっても結構ですが」

「帰ったら貴様は査さ問もん委員会にかけてやる」

　タイラーはなかば本気でそう言ったものの、この場はヤマモトの意見にしぶしぶながら従うしかなさそうだった。誰よりも『畝傍』艦内を探たん検けんしたいのは彼なのだった。

　総員、スペースブルーの宇宙軍制服の上から、宇宙服をまとった。この惑星連合艦隊制式の宇宙服は軽量で動きやすく、それでいて特とく殊しゆ合ごう金きんであるナガオカ式軽量鋼こうのおかげで、ちょっとした防ぼう弾だん効果もあるというスグレモノである。これさえ着ていれば、まあ日清戦争当時なら、いきなり戦場の真ん中に放り込まれても、まず死ぬことはない。

　しかし、どんなに薄うす手でで機能的でも宇宙服は宇宙服、タイラーは暑あつ苦くるしいこの服が好きではなかった。そういえば制服を着ているときでも、彼が第一ボタンをはめているのを、ヤマモトは見たことがない。

　内火艇は吸引装置を使って、ゆっくりと慎重に『畝傍』に接舷した。最後に船体と船体とが触ふれると、ゴーンという低い音がした。ＡＤ19Ｃの、鉄の響ひびきだ。

「サカイ大尉は我々の護ご衛えいを頼たのむ。シラギク中尉は別命あるまで戦闘機で待機。ただしなにか非常事態が起こった場合はその限りではない。自分の判断で行動して構わない。よろしく頼たのむぞ」

『了解ラジヤー』

『こちらも了解です』

　スピーカーから聞こえるサカイ、シラギク両パイロットの声は相変わらず頼もしい。ヤマモトが選んだメンバーだけのことはある。いや、タイラーから調査隊の人選をまかされたとき、ヤマモトの脳裏には、護衛にはこの二人以外には思い浮かばなかったと言ってよい。それほど、ヤマモトはこの二人の熟じゆく練れんパイロットのことを信しん頼らいしている。

　待つほどもなく、宇宙服に身を固めたサカイ大尉がレイガンを持って『畝傍』の甲かん板ぱん上に降り立った。すでにタイラー、ヤマモト以下のクルーたちも移乗を終えている。

「レイガンの出力は最低にしておけ。ハンドフェーザーを持っている者は、出力を『麻痺パラライズ』レベルにセット！」

　ヤマモトが命令した。

「モンスターが出て来たらどうするつもりだ？」

と、タイラーが不安そうに訊たずねる。「反陽子バズーカでも持って行きたい気分だ」

「危険は承知とおっしゃったのは、提督御自身ではありませんか」

　ヤマモトがたしなめる。

「念には念をということだ」

　キム大尉でさえ小型のレイガンを構えているというのに、タイラー一人が丸まる腰ごしであった。もっとも、あってもなくても同じようなものだ。いや、今回のように集団でまとまって行動する場合、彼に武器を持たせることはかえって危険でさえある。それほど、タイラーの射撃の腕うでは御お粗そ末まつなのだった。そのことをヤマモトは誰よりも心得てはいるが、決して口に出すことはない。

　ま、タイラー以外の全員はいずれ劣おとらぬ射しや撃げきの名めい手しゆ揃ぞろいだから、案ずるには及ばない。

『畝傍』の上甲板は、木製だった。いかにもフランス製らしく、柾まさ目めもきれいに揃そろっていて仕上げもよい。驚おどろくべきことに、そこはまだ、磨みがき上げられたようにピカピカだった。新品同様なのである。無ぶ骨こつな宇宙服の分厚いマグネット入りの靴くつで踏ふむのは、気が咎とがめるくらいだ。

　艦内へ通じる階段を、ヤマモトが先頭になって下る。最後尾を固めるのはサカイ大尉だ。

　内装は、さすがに時代を感じさせるものの、特に傷いたんだ様子はない。造船所をロールアウトして、処女航海に出てそのままなのだ。

「いったい、この艦ふねに何が起こったのだ？」

　ヤマモトは首をひねらざるを得なかった。

　水すい密みつ扉とびらをいくつか開け、一行はコーミングをまたいで、奥おくへと進んだ。

　人ひと影かげはない。しかし、ついさっきまで人が乗り込んで、生活していた雰ふん囲い気きは、そこかしこに残されているのだ。

　壁かべには、フランス人水すい夫ふが書いたと思われる、卑ひ俗ぞくな落書きまで残っていた。

　七つ目の船室キヤビンを開けたとき、一行は思わず息を呑のんだ。

　おそらく、士官室だろう。それまでのハンモックを吊つっただけの雑然とした部へ屋やとは明らかに違っていた。質素だが、書しよ棚だなにはきちんと本が並べられ、机の抽斗ひきだしの中も整頓されている。この部屋の主は、おそらくヤマモトに似て、几き帳ちよう面めんな性格だったのだろう。

「大佐……」

　サカイ大尉が、ヤマモトの肩かたに手を当てて言った。

「気づいたか」

「ええ、この部屋の主は、日本人ですね」

　書棚に並んでいる本の背表紙や、壁の日めくりカレンダーを見て、ヤマモトはますますその確信を高めたようであった。

　カレンダーの暦こよみは、十二月五日。１８８６年（明治十九年）の──！

　机の上には塵ちりひとつない。これだけ整理整せい頓とんの好きな人間が、まさか日めくりをめくり忘れるということはないだろうから、『畝うね傍び』になにか異常事態が起こったのは十二月五日とみて、まず間違いはないだろう。当時の記録によれば、『畝傍』が最後の停てい泊はく地ちシンガポールを出港したのは十二月三日だから、そのわずか二日後ということになる。

「日本人が、そんなに珍めずらしいのか？」

　タイラーが腑ふに落ちないという顔で、訊きいた。「いくらフランス製でも、日本の軍艦に日本人が乗っているのは、あたりまえじゃないか？」

　タイラーが首をかしげるのも無理はない。しかし日本回航中の『畝傍』に限かぎって言えば、日本人のほうがはるかに少ないのだ。

　もちろん、回航の責任者は日本人、それも海軍軍人である。しかし、日本から回航の任を帯おびて出向した海軍士官はわずか６名にすぎない。当然、消息を絶たった時点で『畝傍』に乗り込んでいた日本人も、この６名だけである。

　あとは、フランス人のルベルという中尉が指揮する１６０名の外人水夫、それにパリから横浜へ便乗した在日フランス人の家族が５名。これで全部である。総勢１７１名中、日本人はわずかに６名。比ひ率りつにして３・５パーセントにすぎない。

　そして、その１６０名のガイジン水夫というのが、また曲くせ者ものなのだった。

　この中にまっとうな軍人、あるいは船乗りは、おそらく数えるほどしかいなかったと思われる。あとは国こく籍せきも経歴もバラバラな、要するに雑多な寄せ集めでしかなかっただろう。

　まあ、フランス人がもっとも多かったであろうことは確かだが、あとはアメリカ人、ドイツ人、中国人、ベトナム人といった、雇やとわれ水夫たちである。その中には食いつめた連中や犯はん罪ざい者、そこまではいかないまでも、脛すねに傷きず持つ連中が多かったであろうことは想像に難かたくない。中には半分海かい賊ぞくまがいの水夫もいたようである。当時、海の上は一種の治ち外がい法ほう権けん、無国籍地帯ダツグアウトだったのである。さらに『畝傍』は、各地の寄港先で水夫を補ほ充じゆうしている。今ではちょっと考えられないほどの、人選の杜ず撰さんさだ。

　もし、ドイツなりロシアなり、あるいは清しん国こくなりのスパイや破は壊かい工作員が潜もぐり込こもうと思えば、たやすかったであろう。

　そんなことから、『畝傍』失しつ踪そう事件当時は、スパイによる破壊工作説、海賊説、それに乗組員の反乱説などが乱れ飛んだのである。欠けつ陥かん設せつ計けいによる復元性能の不足から来る転てん覆ぷく説は、当時、むしろ少数派だったと言ってよい。

　そんな事情を、ヤマモトは手早く、タイラーに説明した。

「ふうん、そうか……」

　タイラーはうなずいて、

「そうなると、行方不明にならないほうが不思議だな。理由が多すぎて、かえって真相がわからない」

　いみじくも、正論を述べた。

「ええ、まさにおっしゃる通りです」

　ヤマモトがうなずいた。「この『畝傍』の教訓は、その後活いかされることになります。水夫の人選にも、治安対策にも気を配るようになりました。以後、日本海軍が諸外国に発注した軍艦で、回航中に失われたものは１隻もありません」

「しかし、それにしたって謎なぞは深まるばかりですよ」

　カトリ中佐だった。「でもまあ、当時の冒ぼう険けん小説みたいに『畝傍』が南洋の小島に漂ひよう着ちやくして、そこで同型艦を量産していたり、帝国海軍の密みつ命めいを帯びて密ひそかに北極海に向かったりしたのでないことだけは、確かなようだ」

「ヤマモト大佐！」

　短みじかく叫んだのは机の中を調べていたキム大尉だ。こんな時でさえこの美び貌ぼうの女ウ性エ士ー官ブの声は、聞く者の耳に心ここ地ちよい。「航海日誌があります」

「読めるか？」

「保存状態はきわめて良好です。まるで、つい昨日きのうまでつけていたみたいですね」

　パラパラと、航海日誌をめくりながら、キム大尉は言った。

「ですが、なにぶんにも古代文字の上に、毛筆で書かれているので、自分には読めません。持って帰れば解かい析せきできますが……」

　連合宇宙軍きっての才さい媛えんも即そく座ざには解読できないほど、その和わ綴とじの航海日誌に記された筆の跡あとは達たつ筆ぴつだった。ヤマモトが手に取ってみる。

「わかりますか？」

「多少はな……」

　ヤマモトは食い入るように日誌の最後のページを見た。「最後の日ひ付づけは、やはり十二月五日だ。まず間違いなく、『畝傍』に起こった異変は十二月五日だな」

　ほうと、ため息にも似た声が一行の間から起こった。さすがにヤマモトは博識だ。古代の文ぶん献けんを、部分的にとはいえ解読できるとは……。

「日誌をつけていた人間、つまりこの船室キヤビンの主は、日本人だ。海軍大機関士。飯い牟む礼ら俊とし位たかという名前らしい」

　ヤマモトはざっと目を通した航海日誌をたたみながら言った。海軍大機関士とは、日本海軍初期の呼称である。今日流に言えば海軍機関大尉に相当する。

「それ以上のことは、ここでは無理だ。これを持って帰って、さっそく解析してみよう」







　その頃──、

　タイラー麾き下かの銀河外周方面独立混成第六艦隊、総勢２００余隻は、たった１隻の『畝傍』を、十と重え二は十た重えに取り囲むように待機していた。万が一の事態にも、これなら万ばん全ぜんどころではない備えのように見える。

　臨時司令官のフレッチャー准じゆん将しようは、代理旗艦『エール・オブ・グレイストーク』のブリッジで、あまり面おも白しろくなさそうな顔をしていた。それもそのはずだろう。戦いには大勝したからいいようなものの、天下の宇宙軍提てい督とくが、あのタイラー閣かつ下かの酔すい狂きような『畝傍』の艦内探たん検けんにつき合わされているのだ。

「まったく、あの御ご仁じんにも困ったものだな……」

　フレッチャー提督が誰にも見られないように鼻毛を抜いていると、いきなり戦艦『アドミラル・レーダー』から通信が入った。同どう僚りようのハイフェッツ提督からだが、おかげで鼻毛を抜くフレッチャーの姿は、全艦隊の通信スクリーンに大映しとなってしまった。

「なんだ？　イツァーク」

　精一杯の威い厳げんを取り繕つくろいながら、フレッチャーは、旧きゆう知ちのつき合いである提督を見た。歳はハイフェッツのほうが５歳ほど年長だが、准将に昇しよう進しんしたのはフレッチャーのほうが２年ばかり早い。席次が上なので、タイラーが不在のときの指揮は彼が執とる。醜しゆう態たいを見られたばつの悪さも手伝って、フレッチャーの声はかなり居い丈たけ高だかなものになった。

『不ふ穏おんな時空乱流が接近している。注意したほうがいい』

　ハイフェッツはすっかり白くなった眉まゆをピクリとも動かさずに言った。下士官から叩たたき上げた、この苦労人の提督は、通信事項などでは必要にして最小限のことしか言わないのが常だった。

「時空乱流だと？　正体はわかるか？」

『わからん』

　ハイフェッツはそっけなく言う。『ただ、儂わしの艦ふねのオペレーターがしつこく言うのでな、いちおう貴官の耳にも入れておこうと思って……』

「心こころ遣づかい、痛み入る」

　フレッチャーは早く通信を切りたい一心で、ハイフェッツの言葉をロクに聞いていなかった。もし彼がこの報告を心に止めていれば、少なくともその後の事態は回かい避ひできたはずである。

「なにかあったら、また頼たのむ」

　そう言って、そそくさと通信を切る。

　期せずして、艦隊は大だい爆ばく笑しように包まれた。ハイフェッツ提督さえ、通信の切れたスクリーンを指さして大笑いしたほどである。気の毒なのは『エール・オブ・グレイストーク』のブリッジに居合わせた連中であった。提督の手前笑うわけにもいかず、さりとておかしくて、腹を押さえて必死に笑いをこらえるありさまであった。

　この後〝鼻毛抜きのフレッチャー〟という呼名ニツクネームが、またたく間に連合宇宙軍に広まったことは言うまでもない……。







　しかしハイフェッツ提督は苦く労ろう性しようであった。しかも人間が練ねれている。

　部下の報告を聞き流すには、彼はあまりにも経験豊かな老将であった。だからこそ、部下も彼には絶対の信望を抱いだいている。傍ぼう若じやく無ぶ人じんなタイラーでさえ、彼に対しては不思議に腰こしが低い。

「時空乱流の観測を怠おこたるな」

　そう部下に命じておいて、彼は『アドミラル・レーダー』のブリッジにある提督席に、深々と腰掛けた。この歳になると提督の椅い子すというものは、実に座すわり心ごこ地ちがよい。

『あの小こ生なま意い気きな坊ぼうやに、もしものことがあったら連合宇宙軍にとっての損失だからなぁ……』

　軍隊生活一筋に生きて来たハイフェッツ自身はこの歳になるまで独身だが、彼はどうかすると、タイラーが自分の息むす子このようにさえ思えるのだ。軍というガチガチの管理社会の中で、あそこまで自由奔ほん放ぽうにふるまえるタイラーを、もしかしたらうらやましくさえ思っているのかも知れなかった。

　彼自身の評価はともかくとして、ハイフェッツは軍が、ひいては惑星連合がどれほどジャスティ・ウエキ・タイラーという得え難がたい人材を必要としているか、それを認めるに吝やぶさかではない。それにしても、その戦果の華はな々ばなしさとは裏うら腹はらに、ハイフェッツの目に映るタイラーは、いかにも頼たよりない。だからこそ、

『儂わしが気をつけてやらないと……』

と、ハイフェッツも今ではすっかりその気になってしまっている。

『あの男は間違いなく出世する。あいつが頂点を極めたとき、それが楽しみじゃわい』

　口にこそ出さないが、それが老提督の、ささやかな楽しみなのだった。

　たぶん、本人は気づいてはいまいが、ベテランのハイフェッツにさえそう思い込ませる物を、タイラーは持っている。それが本当の才能か、それともそう思わせるだけの才能なのかは別にして……。

　とにかく、最近ではタイラーの同調者も、決して軍内部には少なくはない。潜せん在ざい的な者も含めると、その数は相当数に上るはずであった。もちろん、参さん謀ぼう総そう長ちようススム・フジ中将を筆ひつ頭とうに、根強いアンチ・タイラー派も多いのだが、そんな連中も、タイラーの尋じん常じようでない働きだけは認めざるを得ない。下級兵士たちの、タイラーに対する熱ねつ狂きよう的な支持も無視できない。

　だから、アンチ・タイラー派は、彼に分不相応（と彼らは考える）階級と任務とを与え、彼が自ら馬ば脚きやくを現すのを待っている。いつかは使命の重さに耐たえかねて、プレッシャーで自滅することに期待しているのだ。平安時代、藤ふじ原わら氏しがライバル貴族を潰つぶすのに用いたという『位くらい打うち』とうやつである。

　もちろんタイラーは、現在の自分の地位は当然のものとして受け取っているので、連中が期待している効果はまったくない。墓ぼ穴けつを掘ほっているのはアンチ・タイラー派のほうなのだが、そのことに彼らは誰一人として気づいてはいないのだった。

　それはともかく、ハイフェッツのような経験豊かな現げん場ば組ぐみが、彼を密ひそかにサポートしてくれるのは、タイラーにとっては心強いことだった。もちろん、タイラー自身はそのことを認識してはいないし、また認識する必要もない。

　だが、常にタイラーの側そばにいて、そうしたことに心を砕くだいている有能な副官がいる。言うまでもなく『阿蘇』艦長時代からの彼の副官・ヤマモト大佐だ。そしてヤマモトは、若いながら、ハイフェッツのようなベテラン現場組の、タイラーに賭かける期待を斟しん酌しやくしてくれる。まことに得え難がたい副官と言うべきであった。

　これまた、タイラーにとっては小こうるさいだけの存在なのだろうが、そうした人材に期せずして恵めぐまれること自体、彼のもって生まれた強運と言えはすまいか……。

　ハイフェッツは、その有能な副官を艦隊内無線で呼び出した。

『ハイフェッツ提督』

　ヤマモトの声は、弾はずんでいた。『なかなか面白いものを見つけましたよ。これから戻もどりますから、一いつ緒しよに見ましょう。一いつ杯ぱいやりながら……』

　ハイフェッツは思わず苦笑した。若いに似合わず、ヤマモトは義理堅がたく、年ねん長ちよう者しやを立てることにも長たけている。上官をちゃんづけで呼ぶタイラーの部下に、ああいう男がついていること自体、ハイフェッツなどには面白い。

「それがヤマモト大佐、そうも悠ゆう長ちようなことも言ってはおれんのだ」

『と言いますと……』

「正体不明の時空乱流が、艦隊に向かって接近している」

『時空乱流？　とおっしゃると、時間と空間の歪ひずみですか？　だとしたら『畝うね傍び』がこんなところに漂ひよう流りゆうしているのとも、何らかの関係があるのかも知れませんね？』

「儂わしに小こ難むずかしいことを聞くな」

　士官学校を出ていないハイフェッツは自じ嘲ちようして言った。その点ではタイラーと同じだが、経験と軍人としての適性とにおいては、天と地ほどの隔へだたりがある。

「部下がそう言うのだ。なんにせよ、注意するにこしたことはないと思うが……」

『ありがとうございます。調査もほぼ終了しましたので、ただちに引き返します』

「それがよかろう。報告結果を、楽しみにしているぞ。酒もな」

『了解ラジヤー。タイラー閣下と代わりますか？』

「いや、その必要もあるまい。儂からよろしくと言っておいてくれ」

『はい』

　が、ハイフェッツ提督の老ろう婆ば心しんは、いま一歩のところで遅おそかった。調査隊の一行が艦内の探検を終えて、内火艇に戻ったときであった。いきなり『アドミラル・レーダー』のオペレーターが、

「時空乱流、急速に拡大！」

　と、叫んだ。

「なにっ！」

　ハイフェッツ提督は、思わずスクリーンを見るために駆かけ寄った。彼の老眼はかなり進行している。

　三次元スクリーンの中では、時空の歪ひずみを表あらわす白いモヤモヤが、急きゆう激げきにその領土を拡大しつつあった。艦隊を押おし包むように偽ぎ足そくを伸のばすアメーバのようだった。それはただちに、ハイフェッツの軍人としての三十有余年の経験に呼こ応おうするものがあった。

「全艦隊！　ただちに散開！」

　それはタイラー不在の間、指揮権を預あずかるフレッチャー提督の存在を無視したものだったが、結果的にはハイフェッツのこの独断、いや英断が艦隊を救った。鼻毛抜きの一件で株を下げたフレッチャーに対し、彼はこの咄とつ嗟さの判断で、ますますその株を上げたのである。

　艦隊は、ただちに散開した。

　それはみごとなくらいの、艦隊機動である。優れた艦隊は、逃にげ足も早くなければいけないというのが艦隊参謀たるヤマモト大佐の持論だが、彼が心しん血けつを注そそいで作り上げた艦隊はこの火急の土ど壇たん場ばにおいて、みごとにその言葉を実証してみせたのだ。１隻の損失も、衝しよう突とつさえもなく、回避運動を完了したということは、とりもなおさずヤマモトの編あみ出した卓たく抜ばつした艦隊機動理論と、たゆまざる訓練の賜たま物ものであった。

　ほとんど寄せ集めで編成されてからわずか数か月で、ラアルゴンを完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめすほどに成長した独立混成艦隊は、今またその整然としてしかも迅じん速そくな艦隊機動のおかげで、難なんを逃のがれたのである。

　だが、その艦隊を短期間でここまでに育て上げた参謀は──、

「う！」

　ハイフェッツ提督はその光景を見ながら、思わず絶句した。彼ばかりではなく、フレッチャー提督も、各艦の乗組員たちも、おそらくは同じ想おもいだったことだろう。

　時空乱流に包まれた『畝うね傍び』、その『畝傍』に接せつ舷げんしていた内ない火か艇てい、そしてその内火艇を護まもるようにしてぴったりと寄り添そっていた２機の宇宙戦闘機は、一瞬虹にじ色いろの光こう芒ぼうを放はなったかと思うと、たちまちぼうっと、搔かき消すように消えてしまったのだ。それは『消しよう滅めつ』とか『消失』とかいうのではなくて、文字通り消えてしまったという表現がピッタリだった。

「消えた──」

　さしも老練なハイフェッツ提督も、そう言うのが精せい一いつ杯ぱいであった。

「消えてしまいましたね」

　ややあってオペレーターが、ひどく間の抜けた声で言った。

「ああ、消えてしまった」

　だが、誰がハイフェッツを責められよう。こんな現実離ばなれした光景を見せつけられては、もっともらしい台詞せりふが出てくるほうがおかしい。

「消えた、タイラー提督とヤマモト参謀が、『畝傍』ごと消えてしまった──」

　事態を把は握あくする暇ひまもなく、一瞬にして指揮官を失った艦隊は、しばらくはなすすべもなく、そのままの宙域にとどまるしかなかった。

　やはり『畝うね傍び』は、大和やまと民族にとっては不ふ吉きつな艦ふねだった。
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　一瞬何が起こったのかわからなかったのは、調査隊の一行も同じであった。めくるめく光こう芒ぼうに包まれたと思ったら、窓の外の艦隊が消え失せていたのだから、ヤマモトの驚おどろきたるや想像を絶するものがある。むしろタイラーのほうが、悠ゆう然ぜんと構えていた。

　正体不明の時空乱流に巻まき込こまれた内ない火か艇ていは、木の葉のように揺ゆれるということもなければ、振しん動どうすることもなかった。しかし物理的な衝しよう撃げきが皆無だったぶん、一瞬の光が過ぎ去ったあとの恐きよう怖ふ感かんもまた大きかった。

　当然ながら内火艇に乗っていた一行の目には、自分たちがどこかへ運ばれたという意識はなく、艦かん隊たいがどこかへ行ってしまったかのように見える。広大な宇宙空間にただ１隻、惑星間航行能力もない小舟で取り残されてしまったという恐きよう怖ふと孤こ独どく感は、机の上では絶対に理解できないものである。

　精神的にもっとも脆ぜい弱じやくなグエン中尉が、まず取り乱した。

「艦隊が！」

「騒さわぐな！　グエン！」

　ヤマモトが一いつ喝かつして黙だまらせた。こういう場合一人が取り乱せば、恐怖はたちまち全員に伝染する。だからと言って誰にもグエンを笑うことはできない。ヤマモトでさえ、一瞬背筋を冷たい剃刀かみそりのような恐怖が走り抜けたからだ。

「全員無事か？」

　まずそれを確かめたのは、実質的な責任者としては当然のことであった。

「なんとか……」

　そう答えたのはカトリ中佐だ。「もっとも、全員というのは、誰と誰と、誰のことですか？」

　もっともな質問である。その一言がいくらか緊きん張ちようをほぐした。

「もちろん、旧『阿あ蘇そ』の面子メンツのことじゃよ。そうじゃろ？　副長」

　キタグチはヤマモトのことを副長と呼んだ。そのほうが呼び慣なれていたせいもある。しかしさしものドクターも、いくらか動転していたせいでもあることは否めない。

「それなら、見たところ全員無事なようですよ」

　カトリが言った。「これを水入らずと言うんですかね？」

「ま、ジタバタしても始まらん。とにかく一いつ杯ぱいやって気を沈しずめよう」

　重苦しい宇宙服を脱ぬいだキタグチが、内火艇の床にドッカとばかりに腰こしを落とし、さっそく茶ちや碗わん酒ざけをやりはじめた。「副長、この酒は君が言うほど逸いつ品ぴんではないぞ」

「それしかないんですよ。すみませんね」

　ブスッとして、ヤマモトが言った。

「ヤマモト大佐！」

　窓の外を見ていたキム大尉が叫さけんだ。「『畝うね傍び』が！」

　どうしたはずみか、それまで相対位置では静止していた『畝傍』が内火艇から離はなれて、ゆっくりと遠ざかって行くのが見えた。もはやそれを呼び戻もどす術すべはない。

「あの艦ふねは、ああしてまた、歴史の暗くら闇やみの中へ還かえってゆくんじゃろう」

　キタグチが、しんみりと言った。「永遠に宇宙を彷徨さまよう。それを見ながらこうして一杯やるもまた一興、結構、結構……」

　まるきり、事態の深しん刻こくさを把は握あくしていない。

　が、楽天的なことにかけてはドクター・キタグチをも上回るのがタイラーである。彼はこの遭そう難なんをどう受け止めていたにせよ、絶望的要素が微み塵じんもないことだけは確かであった。

　彼の口くち癖ぐせを借りて言うならば、

「そのうちなんとかなるだろう」

　である。

　そんな泰たい然ぜん自じ若じやくとした態度は、艦隊にあって提てい督とくの椅い子すにふんぞり返っているときには部下を安心させもするが、こういう場合は鬱うつ陶とうしいだけである。タイラーの落ち着きになんの根こん拠きよもないことを知り抜いている旧『阿蘇』のクルーにはなおさらのことであった。

　だからその瞬間から、宇宙に放り出されたクルーたちは、タイラーをまったく無視して、ヤマモトを中心に動き始めた。

「キム大尉、現在位置を確認！」

「はい！」

　白しら魚うおのような指がコンソールのキーボードをてきぱきと弾はじく。内火艇に装そう備びされた簡素きわまる計測機器でどこまで現在の空間座標が把握できるかは疑問だが、キム大尉ならやるだろう。愚ぐ痴ちひとつ言わずに……。

「カトリ中佐、座ざ標ひようが出るのを何もしないで待っていてもしかたがない。この艇にも艦隊コンピューターの端たん末まつくらいはある。さっきの航海日誌を分析してみよう」

「はい、大佐」

　カトリがうなずく。

「自分もやります。やらせてください」

　そう言いながら蒼あおい顔で立ち上がったのはグエン中尉だ。何かして気をまぎらわせていないと不安でたまらないらしい。その気持ちはヤマモトにもよくわかる。

「サカイ大尉、シラギク中尉」

　ヤマモトは内火艇と一緒に時空乱流に巻まき込こまれた、２機の宇宙戦せん闘とう機きのパイロットを呼び出した。

「そういうわけだ。いまやレーダー装置も火力も、頼たよりになるのはそちらだけときた。警けい戒かいを頼むぞ」

『了解ラジヤー！』

　やたらと元気のいい、サカイ大尉の声が返って来た。実際、こんなところを敵に発見されたら、相手が駆く逐ちく艦かん１隻でも、ひとたまりもないだろう。幸いにしてサカイ、シラギク両パイロットともに、一いつ騎き当とう千せんの強つわ者ものである。『阿蘇』時代からの名コンビで、気心も知れているし呼吸もピッタリである。二人で撃げき墜ついした敵機は１００機を下るまい。こんな時には心強いことこの上もない。

「あの二人が仏ほとけ様さまに見えますね」

　周囲を警戒する２機の『キョンシー』戦闘機を振ふり仰あおぎながら、カトリが言った。

「解析できました！」

　グエンが叫ぶ。ごく簡単な端末機とはいえ、さすがにグエンのようなプロの手にかかると、翻ほん訳やくのような単純作業は造作もない。「表示します」

　内火艇の小型スクリーンに、標準宇宙語に翻訳された航海日誌の最後のページが映し出される。

　それはこんな風に読めた。
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帝國海軍大機關士　飯い牟む禮ら俊とし位たか』






「なんだか、翻訳されても、これではさっぱりわからんなぁ……」

　タイラーが、首をひねりながら言う。「ほとんど暗号だ」

　ヤマモトは答えなかった。彼は飯牟礼機関士が、おそらくは断だん腸ちようの想おもいで書いたに違いない、その航海日誌に、感かん涙るいしていたのである。

「なんという壮そう烈れつな、そして気け高だかい決意だ！」

　ぐぐっと、ヤマモトは、こみあげてくる熱いものを呑のみ込こんだ。「これぞ軍人の生き方だ。船ふな乗のりと生まれたからは、これに若しくはない」

「阿あ呆ほくさ」

　タイラーはヤマモトのそんな悲壮な心を一笑に付した。「これだから、軍人はいやなんだ。こんな堅かた苦くるしい生き方で、息がつまらなかったんだろうか？」

　つまらなかったとしたら、どうかしている。典型的なサラリーマン軍人、タイラーはそう思う。

「提てい督とく！　いくらなんでも……」

　さすがにヤマモトはキッとなって、タイラーを見た。「今の暴言、撤てつ回かいしていただきたい」

　赤くなったその目があまりにも真しん剣けんだったのでタイラーは思わず、

「ワハハハ……。冗談ジョーダン！　カタイコト言いっこナシ！」

　と笑ってごまかす。タイラーには所しよ詮せん、ヤマモトのような生きつ粋すいの軍人の美意識はわからない。そんなもの、理解の銀河の果てにある。

「しかし、これでようやく謎なぞもいくらかは解とけましたね」

　気まずい雰ふん囲い気きを察して、カトリが横あいから口をはさんだ。「しかし、『畝うね傍び』を襲おそった天てん変ぺん地ち異いというのは、いったいなんだったんでしょう？」

　謎は、新たな謎を呼ぶ。だが、とりあえずは現在位置を確認するほうが先だ。天変地異に巻まき込こまれたのは、彼らも同じである。ヘタをすると自分たちも最後の航海日誌を残す羽は目めになるかも知れないのだ。

「座標、確認できました」

　こんなときにあっても、あくまで冷静な声で、キム大尉は結果を報告する。

　が、さすがにその声も、いくらか上うわずった。途と方ほうもない計測結果が出たからだ。

「銀河系内０・００２７５……。太陽系です！」

　一瞬、なんとも言えない雰囲気が一同の間に流れた。

「それも、地球のすぐそばにいます！」

「どのくらい？」

　すかさず訊きくヤマモト。

「この内火艇でも、半日も航海すれば見えます！　帰き還かんできます！」

　そのときの、一同の安あん堵どする気持ちをどう表現したらいいのだろう。道に迷った子供が、泣きながら交番に駆かけ込けみ、お巡まわりさんに場所をきいてみたら意外にも、そこは自分の家の庭先だった。そんなところか。

　緊張はいっぺんにほぐれた。タイラーとヤマモトの確かく執しつさえ、一瞬どこかに行ってしまった。

「なあんだ、焦あせったぜ」

　取り乱しかけた手前、にやにや笑いながらグエンが言った。「それなら、救助信号を送れば、味方のパトロール艦がすぐにでも飛んで来ますよ」

「いやいや、それどころか」

　キタグチが言った。「帰りの手間が、大おお幅はばに省はぶけたことになる。なにしろ、カノープス星域からは、ワープにワープを重ねても、宇宙標準時で２週間はかかるんだからな」

　だが、その考えはやはり楽天的に過ぎるようであった。ドクターがそう言った瞬間、サカイ大尉から緊きん急きゆう通信が入ったからである。

『敵です』

　いともあっさりと言ってのけるところが彼らしい。『ラアルゴンの巡洋艦です。それも２隻、急速接近中。このままだと１３０秒後に接せつ触しよくします』

　淡たん々たんとした声で、容易ならざる事態を告つげる。ま、こんな報告を深しん刻こくな口調で言われたら、それこそ気が滅め入いるだろうが……。

「馬鹿な！」

　グエンが動転した。「ここは太陽系だろう！　惑星連合のお膝ひざ元もとに、敵艦が出しゆつ没ぼつするなんて、ありえない。あってたまるか！」

「似たようなことを、ゲーリングや東とう條じよう英ひで機きも言ったぞ」

　さすがにヤマモトは冷静だ。「『我が上空に敵機なし』とな。戦って勝ち目はない。逃にげよう」

「逃げる？　どうやって？」

　グエンが目を剝むいた。「むこうのほうが数段早いんですよ！」

「わかっている」

　ヤマモトは通信機に向かって叫ぶ。「サカイ！　シラギク！　そういうことだ。こちらが逃げ切れるまでの間、時間稼かせぎを頼たのむ」

『了解ラジヤー！』

『まかせてください』

　２機の『キョンシー』が反転した。いくら最新鋭戦闘機に熟じゆく練れんパイロットの組み合わせでも、巡洋艦２隻を相手に苦戦は免まぬかれまいに、そんなことは少しも匂におわせないのは二人とも俠おとこである。

「キム大尉、地球に救きゆう援えんを呼べ。ここからなら、この内火艇の通信機でも届とどくはずだ」

もはや無線封ふう鎖さを守っていても意味がない。

「わかりました」

　キム大尉は〝ヘッドギア〟をつけた。やはり彼女にはこの姿がいちばん似合う。

「惑星連合宇宙軍地球司令部どうぞ！　こちらＮＣＣ―３８５９『千ち曲くま』搭とう載さい、内火艇１号！　至急救援を求む！　我われ、ラアルゴン巡洋艦２隻の要よう撃げきを受けつつあり！　至急救援を請こう！　繰くり返す……」

　きびきびとした声で、キム大尉は叫さけぶ。この急場で、これだけ要を得たＳＯＳは、なかなか報告できるものではない。やはり彼女は優秀な通信士である。

　が──、

「応答ありません！」

　ひきつった声。

「周波数が違うのではないか？」

「そう思い、コードを変えて、いろいろやっているのですが反応ありません」

「暗号は？」

「最新のものから、十年前の旧式暗号まで試してみましたが、結果は同じです」

「出力が足りないとか……」

「この艇ていの通信出力でも、じゅうぶんに地球には届くはずです」

　通信のプロのキム大尉がそう言うのだから、ヤマモトなどの口をはさめるところではない。

「では敵艦の妨ぼう害がい電波か？」

　カトリ中佐の問いに、しかし大尉は、

「いえ」

　と首を振ふった。「ラアルゴン艦の電子装そう備びはおしなべて貧弱ですから、この変調コードでじゅうぶんに裏はかけるはずです。それどころか……おっかしいなあ」

　つい地が出た。キム大尉には珍めずらしいことである。

「どうしたのかね」

「敵は、妨害電波さえ出していません。こちらが地球に救きゆう援えんを求めていることは知っているはずなのに……」

「妨害しても、無む駄だだと思っているんじゃないか？」

　そう言ったのは、タイラーだ。「もしくは、妨害の必要もないかだ」

　全員が、一いつ瞬しゆんタイラーのほうを振り向いた。この男はめったなことでは冗じよう談だんかお世せ辞じ以外のことを口にはしないのだが、たまに神がかり的にスルドイことを言う。それも、その場に居合わせた誰もが絶句するようなことを……。

　今がそうだった。

「まさか……」

　カトリがつぶやいた。声が震ふるえている。「ち、地球がラアルゴンに制圧……」

「馬鹿を言うんじゃない！」

　びっくりするほど大きな声で、ヤマモトが叫んだ。「つまらんことを考えるな。敵はたかが巡じゆん洋よう艦かん２隻せきだ。あんなもの、火星基地から艦隊が出しゆつ撃げきして来れば、たちまち逃げ出すに決っているんだ」

　だが、何度呼んでも、地球司令部からの応答はなかった。

「あ！」

　グエンが叫ぶ。閃せん光こうが見えたのだ。どうやらサカイ、シラギクの両パイロットは劣れつ勢せいな戦闘機で巡洋艦を相手に、かなり激はげしく砲ほう火かを交えているらしい。だが、さすがの二人も支えるのがやっとというところだ。

「どうします？」

　困こん惑わくしきった表情で、キム大尉がヤマモトの顔を見た。訴うつたえるような目の色が、実に色っぽいのだが、今はそれどころではない。

「しかたがない」

　ヤマモトは決断した。「地球と思われる方向に向けて、全速力で逃げよう」

　ラアルゴン巡洋艦からの荷電粒子ビームが、艇をかすめたのはその瞬間である。すでに敵は主砲の射程距離内にまでこちらを捕えているらしい。狙ねらいは正確とは言えず、白熱したビームは内火艇のかなり遠くを通過していったのだが、それだけでも脆ぜい弱じやくな艇は大おお揺ゆれに揺れた。かすっただけでひとたまりもないことは明らかだ。

　その危機感が、有う無むを言わさず一同を逃走へと駆かり立てた。カトリ中佐は必死の形ぎよう相そうで舵かじを握にぎる。もと『阿あ蘇そ』の操そう舵だ長ちようで操艦が専門だけに、操縦はお手のものだ。

　もし彼がいなかったら、果たして逃げのびられたかどうか……。

　やがて──、

　彼らの目の前に、青い天体が見えて来た。

　不ふ釣つり合あいなほど大きな衛星１個を従えた、小さな、しかし碧玉サフアイアのように美しい惑わく星せい。

　無改造で生物居住に適する、ほとんど奇き跡せきのような希け有うな星──。

　そして、人類発はつ祥しようの地……。

「地球だ……」

　グエンが叫んだ。そこにあるとわかってはいても、やはり目の前に出現したこの惑星の美しさ、荘そう厳ごんさには息を呑のむ。ましてや、敵に追われている彼らにとって、前方に見慣れた母屋が見えて来た安あん堵ど感かんときたら、まさしく地じ獄ごくで仏ほとけであった。

　が、しかし──、

「おい！　なにかおかしいぞ」

　最初にそう叫んだのはドクター・キタグチである。最年長で、しかも地球生まれの彼は、実際に地球を目にした回数もいちばん多いだけに、いちばん最初にその異変に気がついたのである。

　「あれが地球か？」

　「地球ですよ。確かに」

　グエンが言った。「ほら、宇宙軍司令部のある日本列島が見える」

「ではその左にある、あの大陸はなんだ？」

　キタグチの言葉に、全員が絶句した。

「あれは、はるか昔に核かく戦争で海かい没ぼつしてしまったはずの……、ほら……」

「ユーラシア大陸！」

　ヤマモトが叫んだ。

「言われてみれば……」

　キム大尉が、まじまじとその大陸を見た。「信じられないわ。私の生まれた朝鮮島が、ヨーロッパ大陸と地続きになってる」

「僕の生まれたインドシナ島もです！」

　グエンも目をしばたいた。「インド島、マレー島、遼りよう東とう島、山東島、全部半島だ！　幻まぼろしのアジア大陸と北方連れん邦ぽうが……」

　それきり絶句してしまう。

「見ろ！　反陽子爆弾で消しよう滅めつしたはずの北アメリカ大陸までちゃんとあるぞ！」

　カトリが指差す。「太平洋と大西洋がちゃんと分かれている。『ぶちこわしの１週間』前の状態だ」

「いつの間に、復元されたんだろう？」

　タイラーの言葉は、いかにも彼らしい。しかし今回に限かぎっては、全員がそんな気分だった。ややまともな意見を言ったのは、キタグチだけだった。

「こりゃあ、タイムスリップかな」

　７０００年前のＳＦに出て来るような概がい念ねんであるが、まだしもいちばん近い。

「タイムスリップですか？」

　呆あきれたようにヤマモトが言った。「何を根こん拠きよに？」

「『畝うね傍び』じゃよ」

　言われてヤマモトは、いや、タイラーを除く全員がはっとなった。

「つまりじゃな、明治時代の軍艦である『畝傍』が突とつ如じよとして我々の時代に現れたように、我々も……」

「馬鹿な！」

　ヤマモトは激しく、キタグチの言葉を否定した。根っからの軍人である彼に、柔じゆう軟なんな思考はやはり無理なようだ。いや、彼を責めることはできない。これは柔軟というより、限りなく突飛な発想に近い。

「じゃあなんで、ラアルゴンがいるんだ？　彼らが明治時代からいたなんて、どんな記録にも残されていないぞ」

「では目の前にあるあの太たい古この地球、それに呼べど叫べど返事もしない地球司令部をなんと説明する？」

「そ、それは……」

　ヤマモトは一いつ瞬しゆん、口ごもった。「これは何かの冗じよう談だんだ！　地球司令部と艦隊のみんなで、我々をびっくりさせようとしているのだ！」

「ナンセ～ンス！」

　タイラーが叫んだ。彼は目を輝かせている。この降ってわいた事態が、いたく彼の、子供じみた性格を刺し激げきしたらしい。

「ここがもといた地球か、それとも明治時代の地球か、降りてみりゃわかる」

もっともである。

「で、でも、もしここが明治時代だったら……」

　グエンが言った。「我々は二度と、宇宙に飛び立てなくなってしまうのでは？」

　内ない火か艇ていには、大気圏突入能力はあるが、自力で大気圏を脱だつ出しゆつする力はないから、確かに彼の言う通りである。

「しかし、他にどんな方法がある。それともこのままずっと、宇宙空間で暮くらすのか？」

　タイラーらしくない、理にかなった台詞である。だが要は、彼はこの地球に降りたくてうずうずしている、それだけのことなのだ。

「いや、確かに提てい督とくの言う通りだ」

　ヤマモトがうなずいた。「それにあれが地球なら、降りれば水も空気も食しよく糧りようもあることは事実なんだ。このままミイラになるよりかはいい」

　そうなると、話は早かった。

　もともと、物事をあまり深く考えない連中が揃そろっていたとも言える。なによりタイラーの影えい響きようが大きい。無責任な性格は、伝染するものらしい。

「でも、いったいどこへ降りればいいんですか？」

　カトリが訊いた。「着陸許可は？」

　彼もやはり、骨の髄ずいから軍人なのである。

「もちろん、惑星連合宇宙軍司令部のある、いやあった、いや、これからできる……かな？　とにかく日本の、ニュートーキョーだ」

「この時代は、まだ東京じゃよ」

　はやるタイラーをたしなめるように、キタグチが言った。「いや、もしかしたら江戸かも知れんぞ。もっとも儂わしは、酒さえあるならどんな時代だろうと文句は言わんが……」

「よし、東京だ」

　ヤマモトはうなずいた。「念のためだ。人目を避さけるためと、この時代の人々を驚おどろかせない意味も含ふくめて、九く十じゆう九く里り海岸あたりに着陸しよう。キム大尉、大気圏侵しん入にゆうルートを計算してくれたまえ」

「わかりました」

　きびきびとした動作で、大尉は侵入路を弾はじき出した。

「サカイ大尉とシラギク中尉は？」

　心配そうな顔で、グエンが訊きいた。

「残念ながら、連れん絡らくする方法がない」

　悲痛な顔で、ヤマモトは言った。「ポジションシグナルを残していこう。なに、二人とも優秀なパイロットだ。いざとなれば自力でシグナルをたどって、我々と合流できるだろう」

　今はそれが、最善の方法と思われる。キム大尉が暗号コードに変えたポジションシグナルを宇宙ブイに入れて、衛星軌き道どう上に射出した。

　内火艇はただちに、九十九里海岸へ向けての侵入コースに入った。タイラーにとっては、宇宙軍艦隊勤務になって以来の地球である。

「思い出すなぁ……」

　タイラーは懐かしそうに言った。「九十九里海岸では、よくヨットやスキューバダイビングをやったっけ。海岸ではナンパもしたなあ……」

　結果は惨さん憺たんたるものだったが……。

　幸いにして、ラアルゴン巡洋艦の追って来る気配はなかった。

「大気組成、驚くほど澄すんでいます」

　キム大尉が報告した。「亜あ硫りゆう酸さんガス、放射能、ほとんどありません。まるで惑星改造されたばかりの、辺へん境きよう惑わく星せい並みの空気清せい浄じよう度どです。やはりここは、我々がいた地球ではないようですね」

　やがて内火艇は大気圏を突とつ破ぱして、ゆっくりと滑かつ空くう状態に入った。空が急に青くなる。コバルトブルーの見本みたいな色だ。

「これで、ここがもといた地球でないことだけははっきりしたな」

　ヤマモトが言った。もしそうなら、着陸許可も求めずにいきなり大気圏に侵入して来た『異物』である彼らは、とっくの昔に迎げい撃げきミサイルの餌食えじきである。

　だが、少なくとも明治時代ならその心配はないわけだ。それどころか飛行機さえ、まだ発明されていない。あったとしても複ふく葉よう機きがいいところだ。ウィルバー・ライトとオービル・ライトがフライヤー号で世界初の、それもたった35メートルほどの飛行に成功したのは、日にち露ろ戦争が始まる前年のＡＤ１９０３年、つまり明治三十六年十二月のことなのである。もっとも、そこからの進歩は急速で、わずか十年後の第一次世界大戦では主力兵器の座につくのではあるが、サカイ大尉やシラギク中尉のような生きつ粋すいの戦闘機乗りには、はなはだ面白くない時代と言えよう。なにしろ二人とも、サルが木を下りてからの唯ゆい一いつの進歩は、飛行機の発明だと信じているような男なのだ。

　内火艇はゆっくりと低空を滑空しながら、太平洋上を日本へ向かった。おそらくはこの〝地球上〟に、唯一存在する人工の飛行物体であろう。

「あ！」

　小さく叫んだのはカトリ中佐だ。「ヤマモト大佐！　あれを！」

「おう！」

　軍ぐん艦かんだ！

　洋上を走るそれは、まぎれもない軍艦である。

　おそろしく旧きゆう式しきではあるが、真っ白く塗ぬられ、煙えん突とつから黒い煙けむりを吐はき出しながら、航跡ウエーキを残し、海原を疾しつ走そうする姿はやはり逞たくましい。特にヤマモトなどは惚ほれぼれとさせられるようだ。それに、この時代の軍艦を空から見た人間は、彼らくらいのものではあるまいか？

　その前に『畝うね傍び』を見ていたとはいえ、やはり〝生きて〟海の上を走る軍艦の姿というものは、見る者を感動させずにはおかない。

「やはり、明治時代の地球に間違いないようですね」

　カトリが言った。「この時代の艦型識別表がないので詳くわしいことは言えませんが、あれは確かにこの時代の日本籍の軍艦ですよ。艦体がああして、白く塗られているのがなによりの証しよう拠こです」

　白色塗装は、日につ清しん戦争の頃までの、日本軍艦の特とく徴ちようである。

　洋上の軍艦は『畝傍』に似ている。しかし、もっとずっと細身で、どちらかと言えばややずんぐりしている『畝傍』に比べると、はるかにスマートだ。スピードも、かなり速いのだろう。

　たちまちその軍艦は、視界の彼方かなたに見えなくなった。

「見られたかな」

　カトリの言葉に、

「うむ。しかし、この時代の人間には、この内火艇を見ても、なんなのかわかるまい」

　ヤマモトは言った。「なにしろ明治時代だ。たいがいのことは怪かい奇き現象で片づけられる」

「しかし、我々はもとの時代に戻もどれるのでしょうか？」

　グエンが心細げに言う。

「戻れなくても、ダイジョーブ！」

　タイラーが言った。「それよか、この時代のほうがなんぼか面白いぞ！　伊藤博ひろ文ぶみはいるわ夏目漱そう石せきはいるわ福沢諭ゆ吉きちはいるわ……」

　残念ながらタイラーの乏とぼしい知識では、それ以上明治の有名人を列挙することはできなかった。しかし彼にしては上出来だと、作者などは思うのである。むしろヤマモトなど、タイラー提督がこの時代の人間を三人も知っていたことに驚きを禁じ得ないらしく、目を白黒させている。しかし、彼のおかげで一瞬漂ただよいかけた暗い雰囲気も、どこかへ行ってしまった。こういうときには重ちよう宝ほうな男なのである。

「さあ、着陸準備だ！」

　つられたヤマモトも元気よく叫んで、前方を見み据すえる。

　そこには明治の日本列島が、大きく迫せまっていた。







「艦長！　あの怪かい飛行物体は？」

　大日本帝国海軍巡洋艦『浪速なにわ』の艦上は、突如上空に出現し、金こん色じきの尾を引きながら日本本土に向けて飛び去って行った未確認飛行物体のせいで、てんやわんやの騒さわぎであった。

　当然のことだが、この時代、まだＵＦＯなどという言葉はない。

「もしや、清しん国こくの新兵器では？」

「騒ぎもすな。ロシアでん、エゲレスでん、あげな新兵器はありもはん」

　そう言って、大おお仰ぎように構え、ひどく落ち着いた様子を見せるのは『浪速』艦長、東とう郷ごう平へい八はち郎ろう大佐である。十年後には世界最強の大艦隊を率ひきいてバルチック艦隊と皇こう国こくの興こう廃はいを賭として戦うこの大提督も、この時はまだ一巡洋艦の艦長であった。

「しかし……。兵は騒いでおります」

　不安げな表情の副官をなだめるように、平八郎は目を細め、

「吉きつ祥しようばい」

　と言った。

　縁えん起ぎがいいと、言っているのである。

「え？」

　副官には、理解できないらしい。天才の考えることに、凡ぼん人じんが思いも及およばないのは、いつの時代も同じものらしい。『燕えん雀じやく何いずくんぞ鴻こう鵠こくの志こころざしを知らん哉や』である。

「吉祥ですと？」

　副官はただ馬鹿みたいに平八郎の言葉を反はん芻すうすることしかできなかった。

「そう、よかこつ、あん金こん色じきの鳥は、『古こ事じ記き』ん出ちゅう八や咫た烏がらすに違いもはん」

「八咫烏ですと！」

　平八郎は黙だまってうなずくと、あとはひたすら豪ごう快かいに笑った。

　副官は、首をひねるばかりである。

　ちなみに東郷平八郎を知らない人、そして彼の言葉の意味がわからないという人は、学校の先生に聞いて欲しい。これは決して作者が手を抜いているのではない。

　これくらいのことで説明されないとわからないという人は、とてもじゃないがここから先のハードな展開にはついてこれないと思うので、あえて老ろう婆ば心しんで申し上げたまでである。ジュブナイルＳＦだと思ってナメてかかってもらっては困る。場合によっては歴史の参考書と首っ引きで読むくらいの根こん性じようが必要だと、どうか覚かく悟ごだけはしておいてもらいたいものである。

　ここから先は、あなたの知らない、実は作者も見て来たわけではない明治の世界である。

　歴史の嫌きらいな人、興きよう味みのない人は、この巻は飛ばして、一巻からいきなりシリーズ第三巻を読んでいただいても構わない。三巻にはあなたの好きなアザリンちゃんも出て来るし、二巻を読まなくても、ちゃんと話はつながる予定である。

　しかし、少しでも明治に興味があれば、ここから先はすっごく面白いのである。読んで、絶対に損はさせない！（実はこれが言いたかった）

　話が横道にそれたが、とにかく偉い大だいな軍人には楽天家が多いということが、ここではわかっていただきたかったのである。そうでなくては、軍人なんてヤッテランネエヨオである。本当にそう思う。

　時に明治二十七年、西暦１８９４年の七月である。

　日清戦争の真っ最中であった。














第四章　もしかして御先祖さま









「そこじゃないわ。もっと上、うえよぉ～」

「あ、はいはい……」

　なまめかしい声に、背中にかけたグエン・ホー・ミンの指先は思わずすべる。

「ヘタねぇ～」

「すみません」

　あの内ない火か艇ていのどこにそんなものが積んであったのか謎なぞだが、とにかくサングラスをかけて、深しん紅くのマイクロビキニを着たキム大尉は、ビーチパラソルに見立てたサバイバル用テントの蔭かげで、日光浴を楽しんでいた。公害も放射能もない明治時代、しかも七月の九十九里海岸ときては、甲こう羅ら干ぼしにはうってつけである。

「地球で日光浴ができるなんて、夢ゆめみたい……」

「そうですね。ハイ」

　サンオイルを塗ぬらされているのはいちばん下っぱのグエン中尉だが、考えようによってはこれは役得である。なにしろ宇宙軍きっての美女の肢あしに直接手を触ふれることのできる、願ってもないチャンスなのだ。85―57―83の、ふるいつきたくなるようなゴックンプロポーションを前にしては、グエンも舞まい上がらないほうがおかしい。

　どうして連合宇宙軍軍艦の内火艇にサンオイルが積んであるのかという不ぶ粋すいな疑問は、この際問うまい。これからハードな明治時代の描びよう写しやに入るまでのせめてもの読者サービス、作者にとっては息抜きぐらいに考えていただきたい。明治時代にビキニの美女というのも、なかなかオツなもんである。

　しかし、さすがにそこから少し離はなれた別のテントの中では、ヤマモト大佐とタイラー提てい督とくが、真しん剣けんな話題を交わしていた。

「ダグラス・Ａ・ヒッチャーという人物を知っていますか？」

　ヤマモトが問うた。

「知らない。この時代の人間か？」

　そっけなく、タイラーが答える。妙にキョトキョトソワソワしているのには、それなりの理由がある。

「そうではありません、宇宙暦れき５００Ｃ、つまり我々の時代から２００年程前に生きた、在ざい野やの戦史研究家です。『戦争とはなんだ』『これが戦争だ』『飛び出せ戦争』『われら戦争』『朝日ケ丘の海軍提督』『夕日ケ丘の大将軍』など、数多くの戦争に関する著作で知られています」

「ふうん……」

　タイラーは、心ここにあらずという表情で、しきりにテントの外を気にしている。彼はヤマモトの話など聞いてはいない。

　実は、提督の地位を職権濫らん用ようして、グエンを追っぱらい、キム大尉の背中にその手でサンオイルを塗りたくてうずうずしているのである。もとの世界に戻もどればユリコ・スター中尉という婚こん約やく者しやがいる身でありながら、彼もやはり26歳の〝健全な〟青年である。

「提督、聞いてるんですか？」

「聞いとるよォ～！」

「そのヒッチャーの代表的著作に『不思議の国の有あり栖す川がわの宮みや熾たる仁ひと親しん王のう』というのがあります。クラウゼビッツの『戦争論』、石原莞かん爾じの『戦術学要よう綱こう』と並んで、戦争論の傑けつ作さくベスト３と言われている本です。自分も宇宙軍図書館で借りて読んだことがありますが、なかなか興きよう味み深ぶかい研究書です」

「聞いたことないなぁ……」

　タイラーが知らないのは無理もないとして、我々から見れば５０００年も未来の人間であるダグラス・Ａ・ヒッチャーはともかく、有あり栖す川がわの宮みや熾たる仁ひと親しん王のうに関しては意外に身近な存在である。

　広ひろ尾おにある、その昔怪かい物ぶつランドがコントのライブをやっていた有栖川公園は、言うまでもなく彼の名がその由来である。

　ちなみに日本史上でもけっこう著名な人物で、明治の皇こう族ぞくとしては明治天皇の次くらいに重要なキャラクターである。二に品ほん親しん王のう、陸軍大将、征せい夷い大だい総そう督とく、明治維い新しんでは江戸開城を実現（勝かつ海かい舟しゆうだけの手柄ではない）、明治維新後の政府にあっては軍部の重じゆう鎮ちんにして元げん老ろう院いん議長、左さ大だい臣じんなどを歴任し、日清戦争の終わった１８９５年（明治二十八年）に60歳で没ぼつ……と、まぁこれくらいのことは知っていても罰バチは当たらない。今度、彼女と広尾をデートでもしたときは、教えてあげようね。

「『不思議の国の有栖川宮熾仁親王』は、ヒッチャーが明治時代、陸軍大将だった有栖川宮を仮か想そうして、彼の目から見た日清戦争の回想録というかたちを取った戦争論です。当時の風俗などもよくわかり、歴史小説として読んでもなかなかに面白いのですが、随ずい所しよに挿そう入にゆうされている有栖川宮、つまりヒッチャー自身の歴史観、戦争観などがまことに卓たく抜ばつです。彼の最高傑けつ作さくであるばかりではなく、宇宙世紀以前の日本史研究の面からも……」

　ヤマモトの言葉が、そこで一いつ瞬しゆんとぎれた。

　タイラーは聞いていない。ハナクソをほじくっている。

「つまり、かいつまんで申しますと……」

　ヤマモトは咳せきばらいをして続けた。以前の彼に比べたら、相当にがまん強いことと言わねばなるまい。

「日清戦争は、日露戦争、あるいは太平洋戦争以上に、日本にとってはターニングポイントとなった戦争だというわけですね。なぜならこの戦争に勝てるか否いなかが、日本が近代国家に生まれ変われるかどうかというまさに大きな賭かけだったわけで……提督ゥ！」

　まるで聞いていないタイラーを叱しつ咤たしてヤマモトは、

「いいですか！　これは今、現在この時代に放り出されてしまった我々にとっても重要なことなんですよ！」

「もっとやさしくたのむヨ」

　タイラーはあくびを嚙かみ殺した。「僕ァ、自じ慢まんじゃないが歴史は落第点だったんだ」

「自慢すな！」

　どうやら以前のタイラーとヤマモトに、少しだけ戻ったようである。

「つまり、日清戦争に負けていれば、日本の近代化はなかったのです。他のアジア諸国同様、欧米の植民地になっていたわけで、つまりアジアにとって、日本は最後の砦とりでだったのです。日本がアジアの覇は権けんを握にぎった是非はともかく、負けていれば我々だって生まれていたかどうか、怪あやしいものです」

「つまりだ」

　タイラーは軽くうなずいて、

「日本としたら、なにがなんでも勝たねばならぬ。そういう悲ひ壮そうな戦いなわけだ」

「なんだ、わかってるじゃないですか」

　ヤマモトはほっと胸をなでおろした。「私はまた……」

「君が説明したくてウズウズしているように見えたから、つきあってやったんだ」

「あ……！」

　ヤマモトは思いっきりコケた。

「説明ついでにもうひとつ。日清戦争といっても、この戦争は、単に日本と清国の戦たたかいではありません。近代化をめざす日本と、清国の後ろで糸を引く、ドイツ、ロシアなどとの闘たたかいでもあるのです。明治憲法を発はつ布ぷして、官民一丸となって世界への雄ゆう飛ひをめざす日本にとっては、最初にして最大の試練ですね」

「しかし……」

　タイラーは首をひねった。「もう少し、平和的な道はなかったのだろうか？」

「そんな悠ゆう長ちようなことは、あとからだから言ってられるんです！」

　ヤマモトは高たか飛び車しやである。「前にも言ったでしょう。この時代の日本は、まだまだ吹けば飛ぶような弱小国に過ぎなかったのです。少々無理をしてでも朝鮮半島を足がかりにアジアに撃うって出るか、それともおとなしくして列強の餌え食じきとなるか、そのどちらかしか道はなかったのです。侵しん略りやく云うん々ぬんはしょせん倫りん理り的な論理であって、歴史的ではありません。我々の今日あるは、勇ゆう敢かんにも小国の身でありながら大国に次々と挑いどんだ先祖の英断のおかげです！」

「大佐、君は生まれて来る時代を間違えたな」

　そう言って、テントの中に入って来たのはドクター・キタグチである。どこで見つけたのか、大きな五ご合ごう徳利どつくりと、まだ生きてピンピンと跳はね回っている魚を抱かかえている。

「この時代の日本に生まれていれば、君は立派な征せい韓かん論者だ。今の言葉を、そっくりキム大尉に聞かせてやったらどうだ？　きっと憤ふん慨がいするぞ」

「ドクターこそ、その酒と魚は……」

「これか」

　ドクターはニヤッと笑って、

「これはさっき、近くの漁師の地引き網あみを手伝ってもらったのだ。正当な報ほう酬しゆうだよ」

「その格好で？」

　ヤマモトは白衣に裸足はだしというキタグチのスタイルを上から下までまじまじと見た。それだけならよいが、彼のサングラスにも似た義眼は、この時代の純じゆん朴ぼくな日本人の目にどう映っただろうか？

「ウム。最初のうちは気味悪がっていたが、自動翻ほん訳やく機きを使ってこっちに敵意のないことを説明してやると、次第にうちとけてきた。なに、同じ日本人だ。肚はらを割って話せばわかる！」

　キタグチは豪ごう語ごした。「もっとも、むこうは儂わしらのことを、近くに漂ひよう流りゆうしてきた外人と思っているらしい」

　さもありなんである。

「しかしこの酒は抜ばつ群ぐんにいけるぞ。この時代としては何の変へん哲てつもない地酒のはずだが、混じりっけなし、添てん加か物ぶつゼロのモノホンの日本酒だ。これを飲のんだら、もうもとの世界の合成酒など飲めん！　魚また然しかり。我々の地球ではとうの昔に絶ぜつ滅めつしてしまった鰹かつおじゃ。しかも漁とれたて。こいつをタタキにして酒の肴さかなにしたら、美う味まいぞォ～」

　本当に、舌なめずりしながらそう言うのである。これにはタイラーも、ヤマモトでさえ、食指をそそられた。

　腹が減へっては戦いくさはできぬ。ひとまず一同、腹ごしらえということにはあいなった。







「さっきの話の続きだが……」

　爪つま楊よう枝じで歯にはさまったカツオのタタキをほじくりながら、ドクターが言った。

「この時代の歴史に干かん渉しようするのは、どうかと思うがな」

　惑星連合宇宙軍の軍人は、たとえどんなに科学水準ならびに政治形態の未発達な種族であっても、他星の内政に干渉することは、星間法によってこれを固く禁じられている。実際にはほとんど守られておらず、有名無実の法と化した感があるのだが、建たて前まえはタテマエである。

「内政干渉にはならないと思います」

　そう言ったのはヤマモトだ。「これはまぎれもなく、我々の星の歴史なのですから」

　強気な発言もあればあったものである。

「そうなれば今度は、歴史干渉という問題が出て来ますが……」

　キム大尉が発言した。ビキニの上から軍用のパーカーを羽は織おっただけの姿で、砂の上にベタ座りなので、ひどくなまめかしい。

「もちろん我々の知る過去の歴史通りにことが運んでいる限りにおいては、我々と言えども干渉する権利はない。しかし、万が一にも歴史が我々の過去から逸いつ脱だつしそうな時は実力をもって修正する権利がある。タイムスリップ自体、それを認める大いなる宇宙の『意志』の発はつ露ろではないか」

「その考えは横暴です！」

「自分もそう思います」

　期せずしてキム大尉とグエン中尉は、同じ意見だった。彼らにしてみればこの時代に生きている自分たちの先祖は日本によって『侵略』される立場なのだから面白かろうはずがない。

「しかし、我々は自分の好むと好まざるとにかかわらず、この時代の歴史にある程度は干渉せざるを得ない立場に、いまや置かれてしまった」

　そう言ったのはカトリ中佐だ。「それに、歴史のことはよくわからないが、この時代の軍艦である『畝うね傍び』が我々の時代の、それも宇宙空間に突然現れ、この時代の宇宙空間には宿敵ラアルゴン帝国の巡洋艦が遊ゆう弋よくし、なおかつ我々までタイムスリップしてしまった。これでは歴史が歴史通りに動いているとは思えない」

　一同、しばらく考え込んでしまった。前例のない事態だけに、解釈はいかようにでも成り立つ。早い話、自分の好き勝手な理り屈くつで行動できるのだ。しかしそれだけに、自分のエゴがむきだしになるのを恐おそれて、誰もそれ以上の発言をしようとはしない。こういうとき、うかつに発言すれば人間性を見み透すかされてしまう。おそらくもとの世界に戻っても「アイツ、おとなしそうにしてるけど、あのときはあんな過か激げきなこと言いやがった」と、一生言われるだろう。誰もがそれを恐れた。

　重たい沈ちん黙もくを最初に破ったのは、やはりタイラーだった。

「議論はともかくとしてだ」

　さっきから、退たい屈くつで退屈でうずうずしていたタイラーは言った。「とりあえず、この時代の日本の首都である東京を、偵てい察さつしよう。議論するのはそれからでも遅おそくはないと思う」

　なんのことはない。自分が東京見物したいだけなのである。だが、いかにも平和的かつもっともなこの意見は、一同の間にすんなりと受け入れられた。

　だが、そうなると今度は別の問題が出て来る。

　偵察メンバーの人選だ。

　誰が見ても日本人のヤマモトはともかくとして、カトリ中佐は金きん髪ぱつで、日本人には見えない。キム大尉とグエン中尉はもとより日本人ではないし、だいいちこの時代の日本を快こころよく思っていない。ドクターは確かに生きつ粋すいの大和やまと民族ではあるけれども、そのグロテスクな義眼は、この時代には目立ちすぎるだろう。

「サカイ大尉かシラギク中尉がいてくれたら、それこそ適任だったのになあ……」

　ヤマモトはぼやくことしきりである。

「しかたない、自分一人で行こう」

　そう言ったとき、誰かがヤマモトの肩を叩たたいた。

　タイラーである。

「ヤマモトくぅ～ん、誰が忘れてやいませんかっと……」

「て、提督。まさか……」

　ヤマモトは絶句してしまった。

　確かにタイラーは日本人である。いや、日本人そのものと言っていい容姿と性格だった。しかしカトリ中佐やドクターとはまた別の意味で、タイラーは、この時代の東京を偵てい察さつするには不適任である。理由は……この本の読者なら言われなくてもわかるだろう。

　誰よりもタイラーの性格を知っているヤマモトは、その一言に怖おぞ気け立った。

『いやだ！　こいつだけは連れて行きたくねェ～！』

　そう面と向かって言えないところが、軍人という階級社会の辛つらいところである。

　結局、タイラーとヤマモトが東京に行くことになったが、早い話がこの二人だけでは、ヤマモトはタイラーの、体ていのいいお守もりである。最近ではかなり協力的になっているヤマモトとはいえ、それは艦ふねの上でのこと、一緒に街まちに繰くり出すとなれば、話はまた別だ。

　ヤマモトは、このところおさまっていた持病の胃い痙けい攣れんが、再び始まる気配を感じた。

「ダイジョーブだよ、ヤマモト大佐。僕がついてる」

　タイラーのその一言は、よけいにヤマモトを滅め入いらせるだけである。

　ヤマモトはキタグチに胃薬をもらって、行くことにした。

　が、問題はそれだけではなかったのである。

　この時代、九十九里と東京の〝遠さ〟というものを、彼らは知らなかった。弾だん丸がんリニアモーターカーも、高速地下鉄道も、それどころか自動車さえ日本国内に数えるほどしかない時代なのであった。

　明治時代に来て味わう最初のカルチャーショックは、彼らが想像していたほど、なまやさしいものではなかった。







「なっ、な、なんじゃこりゃぁ～っ！」

　ヤマモトはその生物が生きて呼吸しているのを、生まれて初めて見る。もちろん、美う味まそうにニンジンを頰ほお張ばるのも、ボタボタと道の上に糞ふんを撒まき散らすところも──。

　その臭においの、すさまじいことといったら……。

　馬、である。

「で、ではこれが馬車というものか？」

「あに驚おどろいてるだ」

　近くの漁師が不思議そうな目で、ヤマモトを見た。「おめ、馬さ見たことハァ、ねえのけ？」

　それに比べれば、タイラーは落ち着いたものである。

　馬は、何度も何度も、じっくりと見ている。未来の地球の、ニュー・フチュー競けい馬ば場じようのパドックで……。

　しかし、人じん為い淘とう汰たの結果、洗練されたスタイルをもつサラブレットとは違って、この馬車馬の、なんと鈍どん重じゆうに見えることか。

　太い脚あし、ヨレヨレの鬣たてがみ、汚きたない尾しっぽ……。

　一言でいうならば、駄だ馬ばである。ほとんどロバと見まごうばかり。こんな原始的で垢あか抜ぬけない馬は、未来の地球ではとっくの昔に絶ぜつ滅めつしてしまった。

　しかも、引っ張っている荷車というのが、またすさまじい。

　魚さかな、魚、魚、また魚──。

　要するに、九十九里の漁場から、築つき地じの魚うお市いち場ばへ魚さかなを運ぶ、荷馬車なのである。今で言う、特急便だ。

　しかし、今と違って冷れい凍とうトラックも、いつでも作れる氷もない時代だ。まして今は、夏場なのである。

　臭くさい。とにかく魚臭かった。馬車そのものにまで、魚の臭においが染しみついているのではないかと思われた。生なま臭ぐさいサカナの臭気と、馬ば糞ふんの香かおりとで、ヤマモトはもう発はつ狂きよう寸前である。

　だが、文句は言えない。

　荷馬車の持ち主である漁りよう師しは、東京まで二人を乗せて行く見返りに、なんの報ほう酬しゆうも要求しなかったからだ。江戸時代が終わって四半世紀、まだまだ人情厚い時代だった。世の中自体、のんびりしている。

　だが、いくら呑のん気きな時代でも、魚は腐くさる前に庶民の口に入らねばならない。そのために東京―千葉を直通便で結ぶ、特急馬車なのである。

「チィー三時間もあれば、ハァー日本橋さ着くべェ」

　親切な漁師はそう言って笑った。だが、その三時間がヤマモトにとっては地じ獄ごくの三時間になるのだった。

　言い忘れたが、タイラーとヤマモト、二人の格好も、かなり奇き抜ばつなものだ。

　どうやって調ちよう達たつしたのかは知らないが、二人ともすでに、この時代の衣い裳しようを身にまとっている。それがまた、ひどく怪あやし気げなのだ。

　ヤマモトは、スタンドカラーのシャツに、アスコット・タイを結び、古風な黒の背広上下に山やま高たか帽ぼう。おまけに、この暑さだというのにその上からインバネス・コートを羽織っている。正しよう気きの沙さ汰たではないのだが、これはこれでけっこう似合っているから不思議だ。

　タイラーのほうは、もっとずっと軽けい装そうである。絣かすりの着物に袴はかま、草ぞう履りばき。着物の下からはネルのシャツが覗のぞいている。つまりこの時代の、典型的な書しよ生せいスタイルなのだが、これはハンチングでも被かぶって前まえ掛かけを着せれば、どこぞの店の丁でつ稚ちである。どう見ても連合宇宙軍の提てい督とくには見えない。

　要するに、ヤマモトが主人、タイラーがその付つき人びとに変装したのである。立場が逆だが、このほうがよっぽどらしく見えるから不思議だ。

　ついでだから、名前も考えた。

　ヤマモトはそのまま、山本誠まこと。こっちは問題ないが、タイラーは考えに考えたあげく、

「決めた！」

　と言って、紙にさらさらとこの時代の漢字をしたためた。

「どれどれ……」

　ヤマモトが見ると、そこにはこう書かれている。

『日本一』

「なんと読むのです？」

「ヒノモトハジメと読むそうだ。ドクター・キタグチが教えてくれたよ」

　要するに、無学なタイラーでも書きやすい漢字を選んだわけだ。

　タイラーとヤマモト、いや、山本誠と日ひの本もと一はじめは、荷馬車に乗った。

　いざ走り出すと、駄だ馬ばのくせに、意外に馬車は早かった。しかし揺ゆれる。

　なにしろこの時代、舗ほ装そうされた道路など日本には皆無と言っていい。

　おまけに朝一番の卸おろしに間に合うよう、まだ夜中のうちからの出発だ。寝ね不ぶ足そくに振しん動どうはこたえる。加えて夏の暑さと魚の臭いだ。

　慣なれないヤマモトはたちまち馬車に酔よった。

　30分もしないうちに吐はいた。

　吐いて、吐いて、吐いて、吐くものがなくなっても吐いた。しまいには胃液まで吐く。それに比べると、タイラーはタフだ。どんなに揺れてもケロッとしている。

　いや、実は三さん半はん器き官かんが鈍どん感かんなだけかも知れない。

　とにかく根が親切なタイラーは、ヤマモトの背中をしきりにさすってやったりしている。

「ダイジョーブか？　ヤマモト大佐」

「だ、大丈夫であります」

　ヤマモトは真まっ青さおになりながら、それでも軍人としての威い厳げんを保とうとしている。

「提督閣かつ下かが平気でいらっしゃるのに、部下の自分がなんのこれしき……」

　言いつつまた吐いた。完全にグロッキーである。

「くくく……、情けない」

　タイラーが気がつくと、ヤマモトは肩を震ふるわせて動どう哭こくしていた。

「こんな醜しゆう態たいをさらして、この時代にいるという御先祖さまに会わせる顔がない……」

「ナヌ？　君の先祖はこの時代にいたのか？」

　それはいる。捜さがせばどこかに必ずいる。タイラーの先祖だってこの世界にいるはずだ。あたり前田のクラッカーである。

　ただ、ヤマモトの場合はこの時代にいる先祖が誰で、何をしているのか、素す性じようもはっきりしていた。

　それはしばらくおくとして……、

　グロッキーになったヤマモトとタイラーを乗せた荷馬車は、夜明け前には築地の魚うお河が岸しに到着した。

「こ、ここが東京」

　ようやく明るくなり始めた空を背景に、明治二十六年の東京市（都ではない！）街まち並なみを一望したタイラーは、言葉を失った。

　それはそうだろう。

　我々でさえ、当時の東京を見れば（ま、見られればの話だが）カルチャーショックを感じずにはおれまい。ましてやタイラーは、我々の時代よりさらに、７００年も後の人間なのである。

「あんだ、おめさ、東京を見るのは初めてけ？」

　ここまで二人を乗せて来てくれた漁師が不思議そうに言った。

「い、いや、初めてではない。初めてではないがしかし……」

　ヤマモトがうなった。

「そうけ。よっぽど外国暮ぐらしが長かったんだハ」

　漁師は好意的に解釈してくれた。ヤマモトを見る目は、さながらジョン万まん次じ郎ろうかロビンソン・クルーソーを見る目である。

「苦労しんさったナヤ」

　ここでひとつの試みとして、タイラーとヤマモトが受けたカルチャーショックを、我々も擬ぎ似じ体験してみたい。我々も、いますぐ明治にタイムスリップとはいかないが、当時の地図を手に入れることはできる。それを眺ながめるだけでも、時間旅行の気分をかなり味わうことができるだろう。

　それによると──、

　まず目につくのは東京が小さいということである。それも、今日、我々の概がい念ねんでいうところの〝東京〟らしい東京である原宿、渋谷、六本木などは、この時代まだまだ〝東京〟のうちに組み込まれてはいない。

　この時代、メインの〝東京〟は、あくまで皇居の東側なのだ。今日きようびの若者など見向きもしない日本橋から浅草にかけての界かい隈わいが、当時の人々が『東京』と言われてパッと思いつく風景だったのである。まだまだ江戸時代をひきずっているわけだ。

　ちなみに原宿は当時〝原宿村〟だった。冗じよう談だんでもなんでもない、本当に村だったのである。見渡す限りの田んぼと畑。夜ともなればキツネやタヌキが出たのだ。

　渋しぶ谷やだってそうだ。上かみ渋谷村、中なか渋谷村、下しも渋谷村などと呼ばれていた。代官山など本当モノホンの山である。ちなみに下北沢村、下高井戸村と、キミタチがよく遊んでいるあの駅もこの駅も、ことごとく村、村、村である（どうだまいったか！）。

　かろうじて新宿だけは、内ない藤とう新宿と呼ばれて、小さな街だった。しかし副都心どころか、現在で言えば八王子くらいの感覚であろう。こんな所で遊んでいる若い奴やつはいない。この時代、ハイカラと呼ばれたかったら銀座で牛ぎゆう鍋なべを食べなければダメだ。

　ちなみにプレイスポットとしては、江戸時代から有名な吉よし原わらというのもまだ健在だったらしいが、いったいどういう〝遊び〟だったのかは、残念ながら作者には資料不足でわからない。

　驚くのはまだ早い。今では外タレが来てコンサートする日本武道館の建つ場所には、近この衛え歩ほ兵へい第一連隊の司令部があった。一般人なんか到底近づくこともできなかったのである。ちなみに近衛歩兵連隊というのは、天皇の親衛隊みたいなものと考えればそれほど違わない（違うかやっぱり）。今日、武道館でコンサートをやると必ず親衛隊が集まるのも、そのなごりであろう。

　日本武道館と並ぶ外がいタレの名所、東京ドームのある後楽園の一帯などは、驚くなかれ陸軍の砲ほう兵へい工こう廠しようだ。大砲を作る工場だったのである。マイケル・ジャクソンやミック・ジャガーなんか、近づいただけで蜂はちの巣すにされてしまうだろう。

　近衛歩兵連隊や砲兵工廠に限らず、軍の施し設せつは、いたるところで幅はばをきかせている。この傾向は昭和二十年まで続くのだ。ただ、昭和初期に比べれば、明治時代の軍隊は、まだまだノンビリしていた。あちこちに見られる軍の施設も、さりげなく風景に溶とけ込こんでいたのである。

　そして街には活気があった。日本という国自体、今日の我々には想像もつかないほど、急な上り坂にさしかかっていたのである。

「やっぱり明治はいいなあ……」

　書生スタイルのタイラーは、ガニ股で日本橋の大通りを闊かつ歩ぽしながらつぶやいた。得とく意い満まん面めんである。

「もしもとの時代に帰れなくても、この時代に永住するのも悪くはないな」

　などと、呑のん気きなことを言っているが、ヤマモトとてまんざらではないのだ。

　観光気分は、ヤマモトとて同じこと。いや、歴史に関する興きよう味みはタイラーの比ではないから、よけいキョロキョロしてしまう。見るもの、聞くもの、すべてが興味深い。

　ガス燈とうが見える。日に本ほん髪がみに結ゆった洋服の女性を乗せた、人じん力りき車しやが行く。そして、鉄道馬車に、赤煉れん瓦がの建物……。

「そうですね。この時代はもしかしたら、東京のいちばんいい時代かも知れない……」

　タイラーは26歳さい、ヤマモトは28歳である。つまり、この東京と、ほとんど同じ歳としなのだ。もしこの東京に永住することになれば、大正から昭和初期にかけての比ひ較かく的のどかな時代に、豊かな晩年を過ごすことができるだろう。運がよければ空くう襲しゆうで、東京が焼け野原になる前に死ねるかも知れない。その前にデカい地じ震しんがひとつあるが……。

　おのぼりさんよろしくキョロキョロしながら歩くタイラー、三歩ほど離はなれて後から従う背広姿のヤマモト。奇妙な二人づれだった。

「こら！　お前ら」

　サーベルを下げ、カイゼル髭ひげを生はやした巡査が、横おう柄へいな態度で二人を呼び止めた。この時代は現在以上の官かん僚りようの天下だから、役人は下っぱに至るまでとにかく威い張ばっている。

「車道の真ん中を歩いてはいかん！　通行人は道の片側を歩くべしという、新しい法律を知らんのか？」

「無礼者！」

　とたんにタイラーが叫んだ。「惑星連合宇宙軍艦隊の提督に対してなんたる口のきき方だ！　所属と階級を言え！　軍法会議にかけてやる！」

「わっ！」

　仰ぎよう天てんしたのはヤマモトだ。これだから彼は、タイラーをこの時代の東京に連れて来るのは嫌いやだったのだ。

　彼はまだ叫さけび足りなさそうなタイラーの口を、しっかりと押おさえつけねばならなかった。

「離はなせ！　ヤマモト！　離せ！」

　タイラーはそれでも、声を限かぎりに叫んだ。

「山本というのか貴き様さま」

　タイラーの言った言葉の意味がわからず、目を白黒させていた巡査が、ようやく我われに返って、再び高飛車に質問してきた。「この男は何を言っておるのだ？　あ～ん」

「申し訳ありません」

　８００年を一気にタイムワープしても、ヤマモトがタイラーの尻しりぬぐいをすることは変わらない。彼はやたらペコペコした。

「弟は、その……、ちょっと知ち恵えが遅おくれておりまして……。その、今日も東京見物をしたいと申しますので……」

　必死で取り繕つくろおうとするヤマモトだが、その努力はすべてムダになる。

「や、ヤマモト……、あとで覚えていろよ……」

　知恵遅れにされてしまったタイラーは、上うわ目めづかいにヤマモトを睨にらむ。

　ヤマモトは目で謝あやまりながら、

「提督こそ、こういうときこそ得意のおべんちゃらのひとつも言ってくださればいいのに……」

　と、小声で囁ささやいた。

「国家権力をカサに着てエバる小役人、こんな奴にだけは、頭を下げたくない」

　自分のことは棚たなに上げ、タイラーの言うこともわかるが、今は事態が切せつ迫ぱくしている。

「おい！　二度とこいつを表おもてに出すな。家の中にでも監かん禁きんして、しっかり監視しておれ。いいな！」

　巡査はどこまでも偉えらそうに言う。その態度が、ついにタイラー提督の逆げき鱗りんに触ふれた。

「おのれ、言わせておけば！」

　タイラーはほとんど反射的に、道に落ちていた石ころを拾い上げた。

　が、それは石ではなかった。

　ぐにゃりと、柔やわらかい感かん触しよく。そして懐なつかしい香かおり──、

　鉄道馬車の、馬がまき散らす、エネルギー代謝の副産物、馬ば糞ふんである。

　冗談でなく、この当時、銀座は夏ともなれば一日中、馬糞の臭においが溢あふれていたという。

　が、今のタイラーには、石だろうと馬糞だろうと同じことだ。いや、むしろこっちのほうが好都合である。

　悪ガキだった少年時代を、タイラーは思い出していた。明治という開放的な気分も、それを手伝った。

「くらえ！」

　正義の鉄てつ拳けんにしてはやや、しまりがないが、気がついたとき巡査は、顔面にもろ、馬糞の直撃を受けていた。この場合彼が立派なカイゼル髭を生やしていたことが、悲劇をより大きくした。

「お、おのれ！」

　巡査はサーベルを抜いた。本気で斬きるつもりで──。

「提督！」

　ヤマモトが彼の着物の袖そでを引っ張らなかったら、タイラーの首は冗談でなく体と泣き別れていたことだろう。昔のヤマモトなら助けたかどうか……。

「逃げるんです！　提督」

「何も悪いことはしていない！」

「とにかく！」

　正義感の相違について議論したいのはやまやまだが、今はとにかくそれどころではない。

　タイラーもヤマモトも、これほど本気で走ったことは近年ない。巡査はしつこく追って来た。よほど馬糞の怨うらみは大きかったのだろう。

　二区画ほども走って、路ろ地じのところで足を止め、タイラーは追って来る巡査に向けてハンドフェーザーを構えた。

「わ！」

　ヤマモトがあわててその腕にすがる。「提督、お気を確かに！」

「気絶させるだけだ」

　タイラーが言った。「もう逃げるのは疲つかれた」

「いけません。我々はこの世界ではよそ者なんですから」

「小さいことをゴチャゴチャ言うな」

　揉もみ合っているうちに、銃爪トリガーが引かれ、フェーザーはあらぬ方向を向けて発射された。轟ごう然ぜんたる音とともに、道みち端ばたにあった商店の看かん板ばんが消しよう滅めつした。どうやら『気絶』レベルにセットしたというのはタイラーの思い違いで、『原子分解』レベルに設定されていたらしい。

「わっ！」

　ヤマモトは仰ぎよう天てんしたが、巡査はタイラーの構えているのがどんなに剣けん呑のんな代しろ物ものかわからないから、怖こわいもの知らずに追って来る。

　二人は路地を抜けてさらに逃げた。

　とにかく根に持つ巡査である。職務に忠実であるとも言える。

　不意に、二人の目の前に一台の馬車が現あらわれた。

　荷馬車ではない。鉄道馬車でもない。立派な装そう飾しよくを施ほどこした馬車である。このまま鹿ろく鳴めい館かんに乗りつけても通用しそうだ。

「乗れ！」

　ドアが開いて、男の声が言った。

　乗るしかなかった。タイラーは喜んで乗った。

　巡査は舌打ちして、顔についた馬糞をハンカチでぬぐいながら行ってしまった。まだ抜ぬき身みのサーベルを、手にしたままだ。

　その様子を見て、馬車の持ち主は大笑いした。こんな豪ごう快かいな笑いは明治時代ならではだなと、ヤマモトは思った。

「行け」

　五分近くも腹を抱かかえて笑って、ようやく笑いが一段落すると、彼は細いカーテンを開けて、小さな覗のぞき窓まどから御ぎよ者しやに命じた。

　馬車はゴトゴト動き出した。

「危あぶないところを、どうもありがとうございました」

　ヤマモトは頭を下げた。タイラーはキョトンとしている。

　馬車の中で、タイラーたちと面めんと向かっている主は、四十がらみの、立派な髭ひげをたくわえたふてぶてしい面つら構がまえの男だ。同じ髭面でもさっきの巡査あたりとは威い厳げんが違う。詰つめ襟えりの、白い服を着ていた。

　海軍の夏用軍服である。

「訳あって、身分は明かせませんが……」

　ヤマモトがいいかけると、

「よか」

　と、男は薩さつ摩ま訛なまりのあるシブい声で言った。

　軽けい薄はくな平成ギャルなら、その声だけでコロッとまいってしまいそうなシブさである。剛ごう毅きな顔立ちだが、なかなかハンサムだ。

「察しはつきもうす」

　と、ニヤニヤ笑いながら彼は言った。「紅こう毛もう天あま夷えびすどもに、ゆかりの方々と見た」

「は？」

　タイラーは首をひねった。しかしさすがにヤマモトはピンときた。

　紅こう毛もう天あま夷えびす、赤毛の、天から来た外国人、つまり……。

「あの短たん筒づつの破は壊かい力を見たとき、ピンと来ましたわい」

　明治の街並を抜けて走る馬車の中で、奇妙な会話が交わされている。「あの天夷どもも、似たような武器を持っておりもうした。もっとも、姿はあなた方のほうが、よほど我々に近いようでいらっしゃる」

「ラアルゴンを御存知か？」

　ヤマモトが訊いた。

「ふむ、ラアルゴンというのか、あの赤毛の毛け唐とうどもは……。いずれにせよ清しん国こくに味方する、日本の敵でごわす」

　察しの早い切れ者同士の会話だけに、ポンポンと話が弾はずむ。タイラーにはついてこれないが、どうやらこの明治の東京に、ラアルゴン人はなんらかの干かん渉しようをしているらしい。

　やはりあの、宇宙空間で襲おそって来たラアルゴンの巡じゆん洋よう艦かんは、幻まぼろしではなかったらしい。

「説明する手て間まが省はぶけて助かりました。我々はあなた方に味方する、さる機関の者です」

　ヤマモトは言った。自動音声翻訳機の調子はきわめてなめらかだ。

「ほう、それは頼たのもしい」

　男は目を細めた。「ではさっそくどこかで、詳くわしい話を……」

「申し遅おくれましたが、こちらは私の上司で日ひの本もと、こう見えても提てい督とくです」

　こう見えてもだけ、余計だ。

「私は大佐で、山本と申します」

「ほう」

　男は面白そうに目を細めた。「奇き遇ぐうですな。姓せいも、階級も、一いつ緒しよですよ」

「え！」

　ヤマモトは一瞬、我が耳を疑った。この時代で、山本海軍大佐と言えば……。

「申し遅れました。某それがし、海軍大佐、山本権ごんの兵ひよう衛えと申します」

　やっぱり──！

　いささか強引な展開にもメゲず、ヤマモトは目の前の山本をしっかりと見み据すえた。

　彼こそヤマモトの、直系の御先祖さまなのだった。














第五章　右を向いても左を見ても……









　新橋から横浜まで、陸おか蒸じよう気き（汽車）で約二時間。馬車のほうが早いという説もあるが、話のタネにタイラーとヤマモトは乗ってみることにした。山本権ごんの兵ひよう衛え大佐のはからいで、一等の乗車券が用意されたからでもある。

　ワープ航法の実用化された未来から来た二人には、時速40キロに満たない陸蒸気のスピードは、浮うき世よ離ばなれしたのどかさに思える。しかし道中は退たい屈くつではなかったとだけ、言っておこう。

　これは決して、作者の手抜きではない。実のところ横浜珍ちん道中にまで細かい描びよう写しやをさいている枚数の余裕が、もうないのであった。

　当時の横浜は、東京よりむしろ日本の中心地だったと言ってよい。特に商館や外人邸ていが多く、国際的に見ればその観はますます強い。タイラーとヤマモトが案内された洋風のバーも、そんな在日外国人たちのたまり場のひとつであった。

　煉れん瓦が造づくりの建物の、階段を地下へと降おりていったところにあるそのバーは、なにやら秘ひ密みつクラブの集会所めいている。まさに国際的な陰いん謀ぼう話ばなしに花を咲かせるには、ふさわしい雰ふん囲い気きであった。外国人に混じって日本の外交官や、制服姿の軍人も、ちらほらと見える。

　店の中は意外に広い。

　奥おくのほうでは、７人編成の外人バンドが、まだまだ完成されていない、ジャズの原型のような演えん奏そうをやっている。

　タイラーもヤマモトも、涼すずしい夏用の背広姿だ。あれもこれも、すべて山本大佐が手配してくれたのである。

「なかなか気のつく男だな、ゴンベエちゃんは」

　タイラーが、給仕にラム酒を注文しながら言った。「君の先祖にしておくのはもったいない」

「ゴンベエではありません、権ごんの兵ひよう衛えです！」

　子孫のヤマモト大佐が憤ふん慨がいする。

「いいじゃないか。そのほうが呼びやすい」

　未来から来たタイラーにとって、ゴンノヒョウエという名前は猛もう烈れつに発音しにくいのだ。それは誰しも同じらしく、後に首相まで務めるこの男の名は、いつの間にかヤマモトゴンベエと言いならされてしまったが、正確にはゴンノヒョウエが正しい。

　だがヤマモトは、ひたすらこだわった。

「ゴンノヒョウエと呼んでいただきたい」

「いいじゃないか、ゴンベエで。それとも、ゴンベさんとかゴンベッサとか……」

「人の先祖を、シーラカンスみたいに言わないでください！」

　タイラーにからかわれているのも知らず、ヤマモトは本気で怒おこった。

　給仕が、グラスになみなみと注いだラムを持って来た。この時代、ウィスキーを水割りで飲のむという風習はまだない。なにしろ氷そのものが実に高価なのだ。オン・ザ・ロックからハイボールを経へて、サラリーマンが水割りをたしなむようになるのは昭和も戦後に入ってからである。

　しかしタイラーとヤマモトが注文したグラスには、夏だというのにちゃんと氷が浮いていた。二人の飲のみ代しろは海軍で払はらってくれるので自腹を切るわけではないが、この店の勘かん定じようは相当に高そうだ。とても個人レベルで飲めるような店ではない。

　経費で落とす社用族は、実にこの頃から存在したようである。

「それにしても『畝うね傍び』の話を聞かせてやったときのゴンベエさんの顔、あれは見ものだったなぁ……」

　タイラーがグラスをグッとあおりながら言った。下げ戸こに近いタイラーだが、なるほどドクターが言うだけあってこの時代の酒はイケる。

「そうですね。驚おどろくはずです」

　タイラーとヤマモトから、『畝傍』の所在を聞かされた山本権ごんの兵ひよう衛えは、腰こしを抜ぬかさんばかりに驚いた。それはそうだろう。自分たちがフランスに注文し、待てど暮くらせどとうとう日本には到とう着ちやくしなかった軍艦が、こともあろうに宇宙で発見されたというのである。その発想は、当時の日本人の、理解の範はん疇ちゆうをはるかに越こえている。

「そ、それはまことでごわすか？」

　山本大佐は言った。大地に根の生えたようなこの男が驚きよう愕がくするのは、並なみ大たい抵ていのことではない。タイラーがうなずくと、

「宇宙とはすなわち、我々が住んでいる、この日本をも含ふくめた、世界の外のことでごわすな」

　山本は『地球』と言わずに『世界』と言った。なるほどこの時代の人類にとっては、地球はすなわち世界そのものなのである。

「いったい何者のしわざでござろう？」

　一呼吸置いて山本は言った。

「我々にも謎なぞでしたが、あなたの話を聞いて、だいたいの見当はつきました」

　ヤマモトは、ある確信を秘ひめて言った。

「羅ラ亜ア褄ル権ゴンでごわすか」

　さすがに山本はヤマモトの先祖だけあって、頭の回転も早い。

「その通り」

　うなずくヤマモト。

「閣下、この世界では彼らは、いつ頃から現れたのですか？」

「さよう、おおよそ十年前、明治十七、八年頃からでしょうか……」

「では、ちょうど『畝傍』が失しつ踪そうする、少し前のことですね」

　計算は合う。今となって思えば『畝うね傍び』事件にはラアルゴンがなんらかの形で関かん与よしていると見るのが、ごく自然である。『畝傍』が未来の宇宙空間に現れたこと、この時代の宇宙空間にラアルゴン艦が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしていること、そしてタイラーたちのタイムスリップの原因に至るまで、そうと考えればおおよその説明はつく。

　しかし、だとすればそれはそれで、容易ならざる事態であった。

　ラアルゴンはどうやら、過去の地球の歴史に干かん渉しようして、未来を自分たちの都合のいいよう、大幅に書き変えようとしている。

　だとすれば惑星連合艦隊の大佐として、ヤマモトには到底見捨ててはおけない事態ということになる。

　つまり、ヤマモトにとって都合のいい解釈をすれば、過去の歴史と内政に、おおっぴらに干渉できるということに……。

「最初は、メリケン人やエゲレス人と同じように、外国人だと思っていたのですよ」

　山本大佐は言った。「でも、そのうちどこの国の人間でもないということがわかって、よその星からでも来たのではないかという噂うわさが乱れ飛び、誰とはなしに紅こう毛もう天あま夷えびすと彼らのことを呼び始めたのです。ですが、まさか、本当に宇宙の果てから来た天夷だったとは意外ですなぁ……」

　山本はしみじみと言う。

　この時代に現れたラアルゴン人は、ことごとく日本に敵対行為を取っているのだという。しかも、決して尾っぽをつかませない、巧こう妙みようなやり口で──。

　特に、清国に対する有形無形、物心両面でのさまざまな援えん助じよは、傍はた目めにも異常なほどだという。

「なるほど、言われてみれば『畝傍』失しつ踪そうなど、いかにも連中が画かく策さくしそうなことでごわす」

「もし、この日本が滅ほろびるようなことがあれば……」

　ヤマモトの声は、いつにもまして重い。「未来の日本人である我々は、ヘタをすると存在しないことになってしまいます。彼らの狙ねらいも、おそらくはそこにあるのでしょう」

「お手前らのおっしゃることはよくわかりもはんが……」

　山本権兵衛は笑顔を見せた。「少なくとも、羅亜褸権は我々にとって共通の敵。つまり我々は味方でごわす」

　山本はヤマモトに握あく手しゆを求め、ヤマモトは山本に握手を返し、こうして７０００年の年代を超えて先祖と子孫とは、がっちりと手を繋つないだのであった。

「で、どこに行けばそのラアルゴン人に会えるのでしょうか？」

「そうですなぁ……」

　山本は少し考えて、

「そう。たとえば横浜にありもす『黒くろ山や羊ぎ邸てい』という外人酒さか場ば。連中のうち何人かは、毎晩のようにそこでとぐろを巻まいておりもす」

　と、まあこれが、タイラーとヤマモトが、わざわざ横浜までやって来た理由なのであった。

『黒山羊邸』は、ごったがえしていた。

　外人客の間では、今度の戦争、はたして清しん国こくと日本、どちらに軍配が上がるかという話題でもちきりである。

　イギリスは、比較的日本に好意的だが、あとはことごとく中立か、清の味方だ。特にドイツとロシアは清びいきである。アメリカは中立だが、両者共倒れしてくれるならそれにこしたことはないという程度の中立でしかない。平均すると賭かけ率りつのオッズは、７対３くらいで清だろうか……。

　とにかく、日本にとっては国際情勢は芳かんばしくない。清に勝っても、その次には強大なロシア帝てい国こくが控ひかえている。近代国家日本の前ぜん途とは多た難なんであった。

「少将！」

　ヤマモトがタイラーの注意を促うながした。新しい客の一団が、入って来たのである。ランプの灯あかりだけで薄うす暗ぐらい店の一角が、そこだけ異い彩さいを放っていた。

　ちょっと見たところ、この時代の背広を着て帽ぼう子しを被かぶったその一行は、普ふ通つうの外人客に見える。しかし、赤毛はともかく、燃えるような赤い瞳ひとみをした人間が、この地球のどこにいるというのか。申し合わせたような髭ひげ面づらや、袖そで口ぐちから覗のぞく手首の毛深さも、彼らの素す性じようを物語っている。

「ラアルゴンか？」

「間違いようもありません」

　ヤマモトは、三人のラアルゴン人を見た。三人とも、将校である。ラアルゴン人は髭の形で将校と一般兵士を区別しているから、一目でわかるのだ。いちばん背の高い、立派な体格をしたのが、中でもいちばん偉えらいらしい。２メートルに近い大男である。

　艦隊指揮官か、少なくとも艦長クラスとヤマモトは見た。

　三人はこの店では常じよう連れんらしく、大将格の大男が指を鳴らしただけで、給仕が大きなジョッキに入ったビールを持って来た。それをほとんど一気に飲のみほす。

「驚おどろいた。ゴンベさんの提供してくれた情報は正確だな」

「私の先祖ですから……」

　ヤマモトはもっとよく観察しようと、目を凝こらした。

　その瞬しゆん間かん、大将格のラアルゴン将校と、目が合った。

『やべ──！』

　ヤマモトにしてはうかつだったと言うべきであろう。

　大男は給仕を呼び、ヤマモトのほうを指差しながら、何事かを囁ささやいている。

『気づかれたかな……？』

　給仕がやって来た。支配人らしい日本人も一いつ緒しよだった。

「あちらのテーブルのお客様が、御お席せきを御ご一緒したいと申されておりますが……」

　慇いん懃ぎんな態度で、支配人が言った。

「あの方々は、誰だ？」

「ドイツ国大使、リュッケルト様の御一行でございます」

『あんなドイツ人がいるものか！』

　ヤマモトは思ったが、どうやらそれが、この世界における彼らの隠かくれ蓑みのらしかった。

「どうしましょう？」

　タイラーのほうを振ふり向いて、訊きいた。

「お招まねきに与あずかったんだ。行かんと連合宇宙軍軍人の名折れだろう」

　珍めずらしく、少将らしい威い厳げんをもって、タイラーが言った。実は、少々酒が入って気が大きくなっていたのである。

「据すえ膳ぜん食くわぬは、男の恥はじだ」

　二人はドイツ大使リュッケルトを名乗るラアルゴン人と、二人の部下と対たい峙じした。

「お前たちは、この時代の人間ではないようだ」

　リュッケルトはいきなりそう言った。近くで見るとよけいに威圧感がある。

「俺おれたちを追って来たのか？　地球人」

「そんなところだ」

　ヤマモトが胸を張って言った。「ラアルゴン人、我々の故郷ふるさとの歴史をその泥どろ足あしで汚けがすことは断じて許さん！　即そつ刻こくこの惑わく星せいの、この時代から立ち去れ！」

「言える立場かな？」

　リュッケルトは鼻で笑った。「そっちの戦力が内ない火か艇てい１隻しかないことはわかっている。大口を叩たたくのは地球人の悪い癖くせだ」

「そちらこそ、巡洋艦２隻だけだろう」

　舌ぜつ鋒ぽうの応おう酬しゆうが続く。「こちらは、すぐ後から大艦隊がやって来るのだ。他ひ人との惑ほ星しで、偉そうにしていられるのも今のうちだ」

「ええっ！　そうなのか？」

　タイラーが叫んで、ヤマモトの芝しば居いをぶち壊こわしにした。「大艦隊なんて、どこに隠かくれていたんだ？」

「あち……」

　ヤマモトは顔を覆おおった。これだからタイラーを連れて来たくはなかったのだ。

「語るに落ちたな、地球人」

　リュッケルトは笑いながら言った。「噓うそつきは軍人の始まりだぞ」

「貴様こそ、ドイツ人リュッケルトの名を騙かたる大噓つきだろう」

　ヤマモトも負けてはいない。「正直に名乗ったらどうだ」

「いかにも俺は神しん聖せいラアルゴン帝国巡洋艦ザザーン艦長、ギル・ド・ドランだ」

　リュッケルト、いやドラン艦長は豪ごう快かいに笑ってから、

「貴様が指揮官か？」

　と、ヤマモトに言った。

　何も知らないドランがヤマモトを指揮官と見み誤あやまったのはもっともなことであるが、これにはタイラー、少々ムカッときた。

「ええい、失敬な！」

　威厳もへってくれもないのだが、とにかく胸を張る。ドラン艦長と比べたら、ひとひねりされそうな体格差である。

「そこなラアルゴン人！　宇宙に名だたる惑星連合宇宙軍少将、ジャスティ・ウエキ・タイラーを知らんのか！」

「知らん」

　にやにや笑いながら、ドランは言った。「ほう、貴官が少将か？　惑星連合宇宙軍も、近頃ではよほどの人材不足とみえるな」

「無礼者！」

　これはもっともな意見なのだが、とにかく面と向かって言われたタイラーは、烈火の如ごとく怒いかった。ヤマモトが口を押さえて必死で笑いをこらえているのにも、彼は気づかない。

「たかだか一巡洋艦の艦長の分ぶん際ざいで、なんたる非礼！　艦隊司令官ル・バラバ・ドムに言って、左さ遷せんさせてやる！」

　が、ドラン艦長のにやにや笑いは消えない。

「ル・バラバ・ドム？　それは誰だ？」

「ラアルゴンのくせにドム提督を知らないとは、さてはもぐりだな」

　タイラーはニヤッと笑って、

「まあいいや。いくらもぐりでも、皇こう帝てい陛へい下かの御ご威い光こうは、あまねく届とどいているだろうからな」

　タイラー、得意満面の笑えみを、その貧相な顔に浮かべた。

「おい、ドラン艦長」

「なんだ？」

「耳の穴あなかっぽじってようく聞け。このジャスティ・ウエキ・タイラー、世が世ならお前ら下したっ端ぱなど口もきけないやんごとない存在なんだぞ。こう見えても君らの皇帝陛下とは、オトモダチ関係なのだ！」

　本当はペットだったのだが、まあ細かいことは言うまい。たちまちドランの毛深い顔がひきつった。

「ま、まさか……陛下と……」

「昵じつ懇こんの間あいだ柄がらだ。それは私が保証しよう」

　ヤマモトが助け船を出した。

「神聖ラアルゴン帝国第二十七代皇帝・ゴザ十六世陛下とはな」

　いきなり、けたたましい笑い声が『黒山羊邸』の中に響ひびき渡った。他の客がなにごとかと振り向く。

　ドランが腹を抱かかえて大笑いしているのだ。

「な、なにがおかしい？」

　切り札である『皇帝陛下とオトモダチ』の神じん通つう力りきが通じないので焦あせるタイラー。

「なるほど、なかなか面白い冗じよう談だんだ」

　ドランは苦しそうに笑いながら言った。「ゴザ十六世陛下とな、それはいったい誰のことだ？」

「自分たちの皇帝も知らないのか？」

　タイラーが目を丸くした。

「知っているさ」

　と、ドラン。「俺たちの皇帝陛下といったら、第二十六代、ゴザ十五世陛下に決まっておるわ？」

「それは先帝だ？」

　叫ぶタイラー、「今の皇帝はアザリンちゃんなんだ。代が変わったんだ！」

「馬鹿も休みやすみに言え」

　一笑に付すドラン。

「皇女アザリン様は、御おん歳としまだ12歳のはずだぞ」

「だからそのアザリンちゃんが、皇位を継ついだのだ」

「人の皇帝陛下を勝手に殺すな！」

　ギル・ド・ドラン艦長、今度は真っ赤になって怒った。「それに皇女アザリン様をちゃんづけで呼ぶなど言ごん語ご道どう断だん！　数々の侮ぶ辱じよく、許し難がたし！」

「わからずやめ！」

　もしドラン艦長が、タイラーとアザリンの関係を知れば、仰ぎよう天てんくらいではすまなかっただろう。

「ドラン艦長」

　間に割って入ったのはヤマモトだ。「では、宰さい相しようナク・ラ・ワングは知っているか？」

「ワング？　ああ、今度宰相になったという坊ぼう主ずだな。腰こし抜ぬけだという噂うわさだが、なかなかの策さく謀ぼう家からしい。喰くえない男よ」

　どうやらドラン艦長、人を見る目はあるらしい。

「なるほどな」

　ヤマモトは微かすかに笑った。

「なにがおかしい！」

「まあまあ……」

　機き嫌げんを直したタイラーが、ドランをなだめた。

「どうやら君のところは、ちょっとばかりニュースが遅おくれているようだね」

「なんのことだ？」

「まあまあ、ここはみんなの酒場です、野や暮ぼな咄はなしはやめて、みんなで楽しくやりましょう」

「ほう、貴様が楽しませてくれるのか、タイラーとやら」

　ドランは笑って、ビールのジョッキを差し出した。「俺のおごりだ。まあ一いつ杯ぱいやれ。この時代の地球人の酒は、ラアルゴンのに比べればちょっと甘あま口くちだが、なかなかにいけるぞ」

「ヤッ。コリャド～モ！」

　すっかりいつものタイラーに戻っている。

「て、提督！」

「心配するな、出された酒は素直に飲のむもんだ」

　ひとかかえもありそうなジョッキを、一口にあけた。「プハ～ッ！」

「なかなかいい飲みっぷりだ」

　ドランはこれで、なかなかに俠おとこ気ぎに溢あふれた軍人のようだ。部下にも尊敬されているのだろう。タイプとしてはル・バラバ・ドムに近い。

「さて、今度はなにかひとつ、芸を見せてもらいたいものだな」

「やりましょう！」

　すっかり出来上がってしまったタイラー、いきなり上着を脱ぬいでシャツ一枚になると、店の奥へと駆かけ寄り、ステージに上がった。

　そこではさっきから、例の７人組のバンドが、演奏を続けている。

「ブァ～ッと行こうブァ～ッと！」

　いきなり現れたタイラーに、ニューオリンズからやって来た外人バンド、目を白黒させる。たちまち店内の目という目は、タイラー一人に集まった。

「オッ、ギターがあるじゃないのよ！」

　目ざとくステージの片かた隅すみに立てかけてあったギターを見つけたタイラー、それをヒョイと抱え上げると、チューニングを始めた。

　タイラーこれでなかなか、ギターは巧うまい。学生時代、同級生だった大金持ちのボンボン、カヤマから手て解ほどきを受け、あとは暇ひまにまかせて独学で練習したのだ。学生時代は反戦フォークやニュー・ミュージックが主体だったが、宇宙軍に入ってからは軍歌演歌とレパートリーも増え、裸はだか踊おどりと並ぶ彼の重要な宴えん会かい芸である。

　それにしても、学生時代、髪かみを伸ばして反戦フォークを歌い、大学構内ではアジビラを配っていた彼が、就しゆう職しよく先がなくなると宇宙軍に志願してしまうあたり、そのポリシーのなさもうかがえよう。

「て、提督……」

　不ふ吉きつな予感におののくヤマモトを尻目に、タイラーはギターをつまびき始めた。なるほど確かに巧い。アルペジオで、ちゃんとベースランニングも入っている。

　そのコードパターンは、この時代にしては斬ざん新しんだった（あたりまえだ！）。

「オーケー、オーケー！」

　最初はとまどっていたバンドも、さすがにプロのミュージシャンである。タイラーのコードパターンを覚えてしまうと、黒人のウッドベースとパーカッションが、それに合わせた。

「そう、その調子その調子」

　タイラー、笑顔でうなずくと、今度はこれも自じ慢まんのクルーナー・ボイスで歌い始めた。





宴会だったら　マカセナサイ

仕事はダメでも　こっちはプロさ

裸踊りも　出世のためで

女房子供にゃ　見せたくネエ






　一同、ポカンとして聴きいている。それもそのはずで、歌詞の意味がわからないのだ。

　だが、やたらとノリのいいメロディーは、意外にスンナリとこの時代の人々に受け容いれられたようだ。どうやらヨーロッパあたりからやって来た最新の音楽と、人々の目には映ったようで、歌うタイラーの強烈な印象は、居合わせた人々の記き憶おくに深く焼きついた。

　鮮せん烈れつな記憶とは恐おそろしいものだ。このときのメロディーが、かなりアレンジされてではあるが後に思い出したように誰からともなく歌われ始め、明治三十四年に巷こう間かん大ヒットしたのが、♪てなことおっしゃいましたかね……のフレーズで有名なストライキ節ぶしである。

　バンドが、ノッてきた。

　サックスがフレーズに尾お鰭ひれをつけ、トロンボーンが低音部を補強する。

　ピアノが、ホンキイ・トンクな音で装そう飾しよく音おんをギンギラギンにつけ始めた。

　それだけではない。

　いつの間にかステージに上がった白人三人組のお姐ねえちゃんが、アンドリュース・シスターズばりのハーモニーでバックコーラスを担たん当とうしている。

「♪ア～ワアワ」

　お姐ちゃんトリオが歌う。

　観客は、ヤンヤヤンヤの大だい喝かつ采さいだ。進取の気性に富む彼らは、新しいものを受け容れるのに吝やぶさかではない。

　ポカンとしているのはヤマモトくらいのもので、ドラン艦長と二人の部下も、さも愉ゆ快かいそうに音楽にノッている。

　ウケていることを肌はだで感じたタイラーの、芸人の血が燃えた。

「ヨォ～シ！」

　お姐ちゃんトリオの女性コーラスをバックに、タイラーは叫んだ。

「今日はもう、死んだ気になって行くぞォ～！」





使命もなければ　やる気もない

だけど戦争は　休めない

殺し殺され　お国のためョ

あんたが憎にくくて　殺やるんじゃない







一人殺ころせば　ズンタカラッタス～イスイ

二人殺やっても　ズンタカラッタス～イスイ

殺やっても殺やっても　ズンタカラッタス～イスイ

とかくこの世は　そのナニで

地じ獄ごくの沙さ汰たも　金次第







ア許しましょったら許しましょう

アソレみんなでみんなで　許しましょう






　拍はく手しゆ喝采が来て、タイラーは三度もステージに呼び戻された。バンドのメンバーが、握あく手しゆを求めてきた。

「ま、抑おさえておさえて」

　タイラーは未だ興こう奮ふんさめやらぬ人の波をかきわけるようにして、自分のテーブルに戻ってきた。彼の十数年に及ぶ宴会生活でも、これほどウケた経験は皆無であったろう。

「みごとなパフォーマンスだったぞ、タイラー提督」

　ドランが拍手してタイラーを迎えた。

「我が艦隊にも、ぜひ宴会係として迎むかえ入れたいものだ」

「考えておきましょう」

　頭を抱かかえるヤマモトを無視して、タイラーは言った。彼には誰とでもオトモダチになってしまう、特異な才能があることだけは確かだ。

「今夜は愉快な夜だ」

　ドランは笑ってタイラーに握手を求め、

「だが、今度会ったらこうはいかんぞ、タイラー」

　と、顎あご髭ひげをなでた。

「今度貴き公こうと見まみえるとしたら、おそらくは戦場だろうな」

「近いうちだといいね」

「ああ、そうだな」

　ドラン艦長は席を立ち、二人の部下と一緒に帰っていった。

「これでわかりましたよ」

　ようやくに立ち直ったヤマモトが、タイラーに囁ささやいた。

「連中は、この十年間に起こったことを知りません。つまりラアルゴン本星との連れん絡らくが絶たえているのです。おそらくこの世界にやって来てから十年間、孤こ立りつ無む縁えんな状態にあるのでしょう」

「なぜだ？」

「事じ故こです」

「事故？」

「はい。連中の言葉で、自分はある事件を思い出したのです。宇宙暦６９９０、つまり我々の世界における十年前、ラアルゴンの艦隊が実験中に事故を起こしました」

「そりゃまたどういう事故だ？」

「タイムワープ実験です」

「タイムワープ？」

「はい。ラアルゴンのことで真相はつかめておりませんが、わかっている事実を総合すると、そういうことになります。連中は、宇宙空間に特殊な力りき場ばを発生させて、物体を自由に過去未来に送り込める新兵器を開発実験していたのです」

「なんでも知っているんだな、キミは」

「どうも……」

　ヤマモトは頭を搔かいた。

「我が軍の情報部が必死で集めたデータによれば、ラアルゴンが考えたシステムというのがですね、２隻の巡洋艦に時空力場発生装置を積んで、ふたつの時空震しんの干かん渉しようする力場を作るというものです。このフォースフィールドに捕とらえられた物体は、過去なり未来なりに送り込まれるはずだったのですが……」

「どうなった？」

「実験は失敗しました。装置は暴走して、送り込まれるはずだった標ひよう的てきではなく、２隻の巡洋艦自体が、消滅してしまったそうです。ラアルゴン帝国はこの事実を隠いん匿とくし、そんな実験など最初からなかったことにしてしまったそうです」

「ありそうなことだ」

　タイラーは苦笑いした。「それがあの、２隻の巡洋艦だというわけか」

「十中八九、そうでしょう」

「本隊から見放され、それでも母星のために孤こ軍ぐん奮ふん闘とうか……。ドラン艦長も気の毒だな」

「気の毒ではすみません。ここからは、未来の我々にも直接関わってくることですから……」

　ヤマモトは真顔で言った。

「ここから先は推測の域いきを出ませんが、この世界に『漂ひよう流りゆう』し、どこへも行き場のなくなってしまったラアルゴン艦隊……と言っても巡洋艦２隻ですが……彼らはおそらく、艱かん難なん辛しん苦くを極めたことでしょうね。もしかしたら、必死でこの世界に溶とけ込こもうとしたかも知れません。その課程で、ここが我々惑星連合の、直系の過去だと気がついた」

「なるほど」

「だが、いくらこの時代でも、たかだか巡洋艦２隻で地球人類を根ね絶だやしにしてしまうことは不可能だった。それに、絶ぜつ滅めつさせてしまえば、今度は自分たちが住むところがなくなってしまう」

「うん。いくら敵でも、孤独になるよりはいてくれたほうがいい。宇宙でひとりぼっちになると、誰でも考えることはそんなもんだからね」

　しんみり言うタイラー。

「まったく……、右を向いても左を見ても、敵、敵、敵……それだって、ひとりぼっちよりかはいいもんだよ」

「そうでしょうね。わかりますよ」

　珍めずらしくヤマモトも、タイラーの意見を支持する。「とにかく、そこで彼らは地球人類を根絶やしにするのではなく、過去の歴史に干渉することを考えた。自分たちに都合のいいように作り変えてしまえというわけです」

「そうか。未来の惑星連合において主流を占める我々日本民族を、この際徹底的に叩たたいてしまおうというわけだな」

「そうです。それに、どちらかと言えば帝てい政せいを敷しいている、自分たちの政治形態により近い清国なりロシアなりを支し援えんしたかったのかも知れません」

「それでまず、『畝うね傍び』を日本に届とどかないように、未来の宇宙に放り出したのか」

「おそらく」

　うなずくヤマモト。「彼らはこの世界に漂着してから、必死でタイムワープ用の力場発生装置を完成させたのでしょう。もとの世界に戻れるかも知れないという、一いち縷るの望みを繋つないでね……」

「では我々のタイムスリップは、どう説明する？」

「それは……ここからは仮説の世界ですが、一種の揺ゆり戻もどしのようなものではないかと考えています」

「揺り戻し？　あの地震のか？」

「はい。それが時空震においても、同じように発生したのです。『畝傍』をもとの世界に戻そうという、大宇宙の復元力が働いたのですね。ところが、偶ぐう然ぜん我々が傍そばにいたために、『畝傍』は宇宙の果てに飛ばされ、我々がこの世界に送り込まれてしまった。その間、ふたつの世界で時間は並行して流れていたようですね。我々は彼らがこの世界に送り込まれた時期の十年後に、現れた……。どうです？」

「なるほどなぁ……」

　タイラーがうなずく。「だとすると、次に連中が企たくらむことはなんだろう？」

「いろいろと考えられますね」

　さすがのヤマモトも、そこまでは予測できないらしい。

「面白いお話ですな」

　いつの間にか隣となりのテーブルにいた、和服姿の男が声をかけてきた。「その話、よろしければ場所を変えて、ゆっくりと聞かせていただけませんか？」

　年の頃は三十半ば、五ご分ぶ刈がり頭あたま、やや奥おくまった目と、この時代の日本人には珍しい彫ほりの深い顔立ちだ。

「あんた誰？」

　怪け訝げんそうに訊きくタイラーに男は、

「や、これは失礼」

　と相そう好ごうを崩くずし、

「山本権ごんの兵ひよう衛え大佐のところに現れた、謎なぞの未み来らい人びとというのは、あなた方ですかな？」

「いかにも」

　ヤマモトが言った。「で、あなたは？」

「申し遅おくれました、某それがし、『国会新聞』の記者で、森田思し軒けんと申します」

　思軒と名乗った記者は丁てい寧ねいに頭を下げて、

「超ちよう常じよう現象には、多少なりとも興きよう味みがございます。どうか紅こう毛もう天あま夷えびすについて、あなた方の知っていることを、お聞かせ願えまいか？」

　と、屈くつ託たくのない態度で言った。














第六章　文ぶん豪ごうたちの夜









　森田思し軒けんは本名を文ぶん蔵ぞうといい、備びつ中ちゆうは小お田だ郡ごおり笠かさ岡おか村、現在の岡山県笠岡市の出身である。文ぶん久きゆう元年というから、１８６１年の生まれだ。

　父の森田佐さ平へいは代々続いた質しち屋やの家系で、のちに書しよ籍せき商しようを営いとなみ、明治維い新しん後は小田県けん庁ちよう（廃はい藩はん置ち県けん当初、岡山県西部は小田県と呼ばれ、県庁は笠岡に置かれていた）に出しゆつ仕しし、のちには小田区長（現在の県知事にあたる）まで務めた地方名士だった。二年前、明治二十五年には政府の地方選挙大干渉を拒きよ否ひして、全国に名を知らしめたほどの、気骨のある漢おとこである。また、かの「鞭べん声せい粛しゆく々しゆく」で知られた幕ばく末まつの儒じゆ学がく者しや・頼らい山さん陽ようなどとも親しい風ふう流りゆう人じんであった。

　伜せがれの文蔵も、頭脳明めい晰せき、幼おさない頃ころから抜ばつ群ぐんの学業成績であったらしい。わずか13歳で、慶応義塾大阪分校に入学を果たしたことからも、それは明らかである。

　だいたい、笠岡などという（因ちなみに作者も笠岡市の出身であったりする）ド田舎いなかから、そんな秀才が出ること自体珍しい。当時は『おらが村の生んだ神しん童どう』であったろうことは想像に難かたくない。

　だがこの早そう熟じゆくの秀才の学の道は、平へい坦たんではなかった。

　大阪慶応義塾、同徳島分校、東京三田の本校と、学校の移転とともに全国をついて回ったものの結局は退学、明治十二年には地元井い原ばらの興こう譲じよう館かん（現・井原市の興譲館高校の前身）に入学。ここでも成績は抜群だったらしいが、特待生扱いを同学者に妬ねたまれて明治十五年、卒業を目前にして21歳で退学。つくづく学校に縁えんのない若者であった。

　笠岡村（現在の笠岡市西本町のあたり）の実家で腐くさっていた彼を救ったのは、慶応大阪時代の学長であり、恩師でもある矢野文ふみ雄おである。

　この矢野文雄こそ、あの政治小説『経けい国こく美び談だん』の作者・矢野龍りゆう溪けいその人なのだが、かねてから文蔵とはツーカーの間あいだ柄がらだったらしい。龍溪は文蔵より11歳の年長であり、恩師というより兄あに貴き的な存在だったようである。

　その龍溪が主しゆ催さいする『郵便報知新聞』（あのジャイアンツびいきのスポーツ新聞とは直接関係はないらしい）に主筆（編集長）して迎むかえられた若い秀才は、まさに水を得たような活躍をする。明治十八年には弱じやつ冠かん24歳で天てん津しん条約の取材に清国へ特派されたくらいだから、いかに龍溪がこの俊才に期待していたかがわかる。

　龍溪は改進党員であり、文蔵もその勧すすめで入党、一時はかなり本気で衆議院選に立候補も考えていたが、やがて彼の政治熱は急速に冷めていった。

　というのも、新聞記者の片手間で始めた、翻ほん訳やくが面白くてたまらなくなったのである。

　師の龍渓が、せっかく『経国美談』や海洋冒険小説『浮うき城しろ物語』（当時の読者には、むしろこっちのほうが熱ねつ狂きよう的にウケた）で大人気を博はくしたにもかかわらず、読者をポイして政治の世界へととらばーゆしてしまったのとは対照的に、彼は文学、それも翻訳に己おのれの本分を見出したのだった。

　新聞も、現在のように完全分業制ではない。記者は取材レイアウトから記事書き、はては連れん載さい小説の執しつ筆ぴつまで、なんでも一通りやった。それがむしろあたりまえの時代であった。

　だから当時の新聞記者は、なんでもこなせ、卓たく越えつした行動力と思考力と知識、さらには筆力を兼ね備えた時代のエリートと言える。

　思軒と称した文蔵もまた、そんなエリートたちの一人であった。

　彼は主しゆ筆ひつという激げき務むの合間を縫ぬって、外国文学、主としてジュール・ヴェルヌなどの作品を翻訳し、自らが編集する『郵便報知新聞』に掲けい載さいした。特筆すべきは翻訳と編集、そのどちらをも決して手を抜かずに、精力的にこなしたということであろう。

　明治二十五年に『郵便報知新聞』を退たい社しやし、『国会新聞』に入社してからは、ますます仕事の手を広げ、『国民之友』『太陽』などに翻訳、評論、随ずい筆ひつなどを次々と執筆、わけても翻訳は好評で、明治の翻訳王の名を、欲しいままにした。

　笠岡市が生んだ文ぶん豪ごうは、後にも先にも、この明治の森田思軒と平成の吉岡平、二人だけである。

　冗じよう談だんはさておき、その森田思軒が、どこで聞き及およんだものやらタイラーとヤマモトに接せつ触しよくしてきたのである。

　実は思軒、軍に関しては陸軍にも海軍にも、彼独自のネットワークを持っている。また彼自身、自分でも言う通り超ちよう常じよう現象に関しては、なみなみならぬ興きよう味みも持っている。未来からの賓ひん客きやくに会うためならば、わざわざ横浜まで出向くことも、なんでもない。そんなことは新聞記者としてのフットワークをもってすれば、苦にもならないのである。

　で、タイラーと思軒とは、その夜のうちにすっかり意気投合してしまった。そのへんは御都合主義の極きよく致ちのようなものだが、事実なのだから仕方がない。

　ただし、ヤマモトのほうは思軒に対して、いささか懐かい疑ぎ的である。思軒という男、いかにも調子がいい。口もうまい。そのあたり、タイラーと一脈通つうづるものがあったのかも知れないが、もともと思軒、政治に関する弁舌を奮ふるわせると抜群にうまかったというから、あながち噓うそでもないだろう。アジテーターとしても一流だったのである。

　そして、その森田思軒から、二人は驚くべき情報を聞き出すことに成功したのである。

「明後日です」

　と思軒が言う。

「それは本当ですか？」

　ヤマモトが問う。

「確かですよ。場所は神楽坂かぐらざかにある、『住すみ乃の江え』という料りよう亭ていです」

「かたじけない」

　ヤマモトのほうが、古風な言い回しで頭を下げた。

　料亭の一室で、さっきまでここにいたラアルゴンの将校と、日本海軍のトップクラスとが、なにやら密みつ談だんを交わすというのである。もし本当だとしたら、それはタイラーたちにとってただならぬ事態だ。こんなことはヤマモトの先祖の権ごんの兵ひよう衛え大佐でも教えてくれなかった。

「森田さん」

　ヤマモトは厚く思軒の手を握にぎり、

「もし、もしそれが本当なら、あなたは未来の地球の救世主ですよ」

　と、さっきまでとはうって変わった態度なのである。

「いえ、とんでもない」

　思軒はあくまで謙けん虚きよに、五ご分ぶ刈がり頭あたまを搔かき、

「これは、我々日本人にとっても同じことですよ。日本が今度の戦争に負ければ、我々にも未来はないのですから……」

　と、素直な愛国心の発はつ露ろを見せた。

　この時代、天皇崇すう拝はいと愛国精神、それに軍国主義とは、けっしてワンセットではなかったのである。一般国民はそれぞれ個人の自由な裁さい量りようで、それぞれの主義思想の取捨選せん択たくが可能だった。もともと政治に関心を持つ（持てる）ような層は、この時代においてはほんの一握りのエリートだけだったということもあるが、極端な話、天皇陛下は崇拝するが、富国強兵政策には大反対という人も少なくはなかったのである。それがワンセットにされて、国家によっていやおうなく押しつけられるようになったのは、昭和に入ってからだ。その後遺症は戦後まで尾を引くことになる。

　思軒はさすがに新聞記者だけあって、そのあたりのバランス感覚には優れていた。

　とにかくタイラーとヤマモトとは入念な打ち合わせをして、その夜は思軒と別れた。







「来ましたよ」

　東京は牛うし込ごめ区、神楽坂にある『住すみ乃の江え』は、高級料亭である。軍や政府の関係者が、密談に使うにはもって来いだ。

　因ちなみに戦後、統合されるまでは、現在の新宿区は四よつ谷や、淀よど橋ばし、牛込の三区に別れていた。その『住乃江』の一室に、六人の男たちが、顔突き合わせてたむろしていた。

　一人は、森田思軒──。

　そして二人は、着物姿のタイラーとヤマモトである。

　そして残る三人のラインナップがすごい！

　まず、「来ましたよ」と声をかけたいちばん若い青年が、当年27歳になる幸こう田だ成しげ行ゆき。号を露ろ伴はん。言うまでもなくあの『五重塔』の作者である。

　彼は障子の隙すき間まから、石せき庭ていの様子をうかがっていた。

「来たか」

　上かみ座ざでそう言った最年長の男が、矢野龍りゆう溪けいである。

「伊い東とう司令長官です」

　露伴が小声で言った。「変装していますが、間違いありません。兄のくれた情報は、本当だったようです」

　石いし畳だたみを踏ふんで中庭を歩いて来るその人ひと影かげは、日本海軍連合艦隊司令長官・中将伊東祐ゆう亨こうだというのである。

「まさかなあ……」

　瓢ひよう簞たんから駒こまという顔をしたのは、ヤマモトだ。彼はまだ、半信半疑だったのだ。

「言った通りでしょう」

　思軒が笑って、得意満面の顔で言った。実は、彼の海軍ネットワークというのは、幸田露伴だった。彼の実兄である郡ぐん司じ茂しげ忠ただは予備役海軍大尉であり、つい先頃もカッター５隻による千ち島しま探たん検けんで世間の注目を集めた時の人だ。この探検は結局失敗に終わったが、そんなことから露伴は海軍通なのである。今回の密会を思軒に提供してくれたのも、もちろん彼で、それは郡司―露伴の兄弟ルートを通じてであった。

　幸田露伴が思軒の海軍ネットワークなら、彼の陸軍ネットワークが、この部屋にいる六人目の男である。

「幸田くん、これは面白いことになってきたなあ」

　と、思軒より１歳年下の、その男が言った。

　この男、立派なカイゼル髭ひげをたくわえている。思軒や龍溪、露伴らとは違って、物書きは余技である。本職はドクター・キタグチと同じ、つまり軍医だ。

　名を森もり林りん太た郎ろうという。

『舞姫』『高瀬舟』で有名な、森鷗おう外がいその人だ。たぶん、この中ではいちばんメジャーな存在であろう。

　思軒と同郷、つまり笠岡出身の陸軍軍医に、石いし坂ざか惟い寛かんという人物がいる。日清戦争当時の第一軍軍医部長、のちには軍医総そう監かんにまで昇のぼりつめる人物だが、この人物を通じてか、あるいは文ぶん壇だんのみの繋つながりでか、思軒は鷗外とも親しかった。

　たいした顔の広さである。

「また来ました」

　露伴が小声で報告した。「今度は仁に礼れ中将です！」

「なんと！」

　仁に礼れ景かげ範のり。山本、東郷らと同じ旧薩さつ摩ま藩はん士しで、海軍大学校長から海軍大臣に抜ばつ擢てきされた大物である。

「大物ばかり来るな……」

　鷗外がつぶやいた。「また来たぞ」

　三人目も大物だった。樺かば山やま資すけ紀のり。仁礼の前の海軍大臣であり、現在は海軍軍令部長。この男も海軍中将だ。

　当時、日本海軍には元げん帥すい、ならびに大将は一人もいなかったから、まさに海軍を代表するビッグ３が、一堂に会したことになる。しかもお忍しのびを装よそおい、一人ひとりバラバラに来るあたり、なにやら怪あやしい。

　ヤマモトはさすがにピンと来た。

　だが、四人目の男は、それよりもはるかに大物だった。

　羽は織おり袴はかまの和服姿で忍んで来るその男を障子の隙すき間まからうかがい見たとき、露伴はほとんど絶句しかけた。

「西郷閣かつ下か……」

「なに？」

　すかさず龍溪が反応した。「西郷閣下だと……」

「西郷……西郷従つぐ道みちですか？」

　ヤマモトが訊きいた。

　龍溪が無言でうなずく。

「誰だそれは？」

　タイラーにはわからない。

「隆盛の弟ですよ」

　ヤマモトがそっと囁ささやいた。

「ああ、あのウエノ・パークの、犬を連れたおっさんか」

　さすがにタイラーにも、それくらいの知識はある。

　子し爵しやく・西郷従道。陸軍中将のくせに、なぜか日本最初の海軍大臣に任命された男である。いわば近代日本海軍の創始者だ。地位、血統、歴史的重要性と、三さん拍びよう子し揃そろった大物だ。

　さすがにヤマモトなども、興こう奮ふんしてきた。

　そこへ、アメリカ海軍士官の服を着たカトリ中佐が入って来た。さすがによく似合う。

「どうやら揃いましたね」

　カトリが言った。彼は表向き、米国海軍大尉ピンカートンと名乗っている。わざとらしいネーミングだが、プッチーニがオペラ『蝶ちよう々ちよう夫人』を書くのは十年も後の日露戦争の頃なので、バレる心配はない。

　ちなみに音楽通のドクター・キタグチによれば、この年１８９４年にはドヴォルザークが有名な交響曲『新世界より』を完成させ、マーラーは交響曲第２番『復活』を執筆中である。ブラームスもまだ生きている（チャイコフスキーは去年コレラで死んだ）。

「アメリカさんなのに日本語がお上手だ」

　金きん髪ぱつのカトリを見て、鷗外が言った。実は襟えりのところにはさんである超小型自動翻訳機のせいであるとは夢にも思わない。

　タイラーたちは銀河標準語をしゃべっているのだ。

「ええ、母が日本人ですから……」

　カトリは適当なことを言った。

「国際結けつ婚こんか、うらやましい……」

　鷗外はしみじみという。彼はドイツ留学中に金髪美人と相思相愛になり、結婚寸前まで行ったが、家族を始め周囲の猛反対に遭あい、結局は断念せざるを得なかったという暗い過去がある。そのときの怨うらみツラミが、彼に傑けつ作さく『舞姫』を書かせたのだ。

　文豪が世に出るきっかけは、たいていこんなところである。







　さて、高級料亭『住すみ乃の江え』の奥おく座ざ敷しきでは、西郷従道、伊東祐亨、樺山資紀、仁礼景範の四人のＶＩＰを前にして、一人の男がにやにや笑っていた。

　自称・赤毛のドイツ大使、リュッケルト。言うまでもなくラアルゴン巡洋艦ザザーンの艦長、ギル・ド・ドランである。

　だがさすがに西郷以下の四人は、この男の正体に気がついてはいた。

「いやいや、豊ほう島とう沖海戦は、大勝利でしたなあ」

　ドランは流りゆう暢ちような日本語で言った。実は彼も、自動翻訳機を使っているのだ。

　口調は嫌いや味みたっぷりである。

「東郷艦長も、やってくれました。清国の軍艦ばかりか、イギリス籍せきの民間輸送船まで沈める大手柄だ。さぞや国際世論が盛り上がるでしょうなあ……」

　ドランの言葉を聞きながら、西郷は握にぎりしめた両の拳こぶしをぶるぶると震ふるわせている。

　読み者な諸さ君んは覚えているだろうか？　タイラーたちがこの世界に来てすぐ、東郷平八郎大佐の乗る巡洋艦『浪速なにわ』とすれ違ったのを──。

『浪速』はあの後、朝鮮半島豊島沖で清国海軍と一戦を交えている。

　我が海軍の誇ほこる最新鋭巡洋艦『吉野』『浪速』『秋津州あきつしま』の３隻で、敵の巡洋艦『済さい遠えん』『広乙こういつ』と砲艦『操そう江こう』の３隻と砲ほう火かを交え、『広乙』を座ざ礁しようさせ、『操江』を拿だ捕ほした。

　これが世に豊島沖海戦と呼ばれる闘たたかいだ。巡洋艦同士の前ぜん哨しよう戦せんとはいえ、日本海軍の清国海軍に対する練れん度どと士気の高さ、優越性を初めて世に問うた歴史的意義の高い海戦である。同時に近代日本海軍にとっては最初の勝利でもある。

　以後日本海軍は小こ競ぜり合あいから大艦隊戦まで含め、海戦では四十八年後のミッドウェー海戦まで負け知らずという、驚きよう異いの快進撃が続くのだ。

　だがこの闘いで、東郷大佐は勇み足をやった。

　それは、清国がチャーターした英国籍の輸送船『高こう陞しよう』沈めたことである。『高陞』は交戦中だった『浪速』と『済遠』との間に割り込むように接近してきた。その結果『済遠』は逃とう走そう。いくら中立国の国旗であるユニオンジャックを翻ひるがえしていたとはいえ、これは立派な軍事行動だ。しかも再三の降こう伏ふく勧かん告こくにも『高陞』は従おうとはしない（実は清国兵がイギリス人船長を脅きよう迫はくして、徹てつ底てい交戦を強要していたのだ）。おまけに『高陞』は完全武装の兵士を満まん載さいしていた。これが上陸すればたちまち日本陸軍にとっては脅きよう威いとなる。

　そこで東郷大佐はイギリス人乗組員だけをボートで脱だつ出しゆつさせ『高陞』を撃げき沈ちんした。

　彼の取った行動に、特に非はなく、のちには国際世論も『艦長として当然の行為』という方向になびくが、当時は詳くわしい情報の遅おくれもあり、中立国籍の船を撃沈したとして、相当に糾きゆう弾だんされたのである。

　そのことをドイツ大使リュッケルト、いや、ドランはねちねちと責めているのだ。

　四人の海軍高官の、腸はらわたが煮にえくり返る気持ちもわかる。

　それでも西郷らがじっと我が慢まんしているのは、この赤毛の異人たちの持つ、得体の知れない力をよく認識しているからだ。

「再三の警告を、よくよく無視してくださった」

　薄うす笑わらいを浮かべながら、ドランは表向きには平身低頭する四人を見回した。

「これが最後の通達です。今後一切、清国艦隊に対して手出しをしないことだ。今度やったら、『畆うね傍び』１隻ぐらいではすみませんよ」

　悔くやしいが、噂うわさでは敵は空飛ぶ軍艦さえ持っているのだ。

　これ以上はないというくらい重苦しい雰ふん囲い気きは、やにわに芸者の出現によって破られる。

「お待たせいたしました」

　障子を開けて女将おかみが現れ、続いて芸者が入って来た。

　一人だけだが、これがすこぶるつきの美人である。

「遅おそくなりまして」

　そう言って、畳たたみに手をついた。前かがみになると後おくれ毛げから色白の項うなじにかけてのあたりが、ゾクッとするほど艶つやっぽい。黒い加か賀が友ゆう禅ぜんの小こ袖そでも、よく似合っていた。

「ほう、女将おかみ」

　それまで暗かった西郷従道の表情が、パッと明るくなった。「新しい芸者だな」

「はい」

　女将がうなずいた。

「絹きぬ奴やつこでおます」

　芸者がこれまた濡ぬれたような声で言った。そこだけ光が差したようだ。

「おう、なかなか」

　ドランも目を細めた。この艦長、ラアルゴンの豪ごう傑けつの例に漏もれず、酒と女には目がないのだ。

「さ、さっそくリュッケルト大使にお酌しやくを……」

　仁に礼れ大臣が促うながした。

「はい」

　絹きぬ奴やつこはうなずいて、

「一献おひとついかが」

　と、徳利とつくりを差し出した。そのしぐさも、実になまめかしい。

「おう、おう……」

　杯さかずきを持つドランの手が思わず震ふるえた。酒が少しこぼれる。

「これはこれは、鄙ひなにも希まれなる別べつ嬪ぴんさんじゃが、何歳おいくつかな？」

　思わず訊きいたのは普段は豪ごう勇ゆうをもって鳴る樺山資紀である。

「ま、お上じよう手ず！」

　絹奴、実は芸者に扮ふんしたキョンファ・キム大尉はポッと貌かおを赤らめ、袂たもとを口に当てて、

「十八にございます」

　と、言った。本当は５歳も鯖さばを読んでいるのだが、ま、女心をとやかくは言うまい。

　だが、この会話を隣りん室しつで盗とう聴ちようしていたタイラーたちは、思わず呆あきれ返った。

　キム大尉はこの後、ことあるたびにこのときのことを、ひやかされるようになるのであった。

　だが、ドランをはじめ居合わせた高官たちは、コロッとだまされてしまったようだ。

「ごめんなさいまし」

　すると、今度は黒眼鏡をかけた異様な男が入って来た。

　ドクター・キタグチである。

「なんだ、按あん摩まを呼んだ覚えはないぞ」

　いいところでムードに水を注さされたドランが、ムッとした表情で言った。

「おや、これはお座ざ敷しきを間違えましたかな……？」

　キタグチはトボケて、

「失敬失敬」

　と言いながら出て行き際、畳の上にポトリと紙包みを落とした。出て行くついでに、徳利を一本くすねていったことは言うまでもない。

　キム大尉がそっとその紙包みを開くと、そこにはタイラーの字で、

『サバ言いうなコノヤロー！』

　と書かれていた。

「ま──！」

　思わず狼ろう狽ばいするキム大尉。

「どうかしましたか？」

「いえ……」

　ドランに言われ、笑ってごまかしながら、

「それよりドイツのお方……」

「なんだ？」

　言われて思わず相そう好ごうを崩くずすドラン。

　キム大尉はその髭ひげに指先をからませて、

「ねぇ、噂じゃあなたがた、空飛ぶ船をお持ちだとか……」

「おう、あるぞ！」

　年をごまかしているとはいえ、そこはそれ、惑星連合きっての美女である。たとえ演技でも、キム大尉に膝ひざをすり寄せられて悪い気のする男など宇宙にはいない。

「さ、もひとつ」

「これはこれは……」

　だらしないことおびただしい。

「２隻もある。この２隻だけで、世界中のどの艦隊にも負けんぞ」

「ま、剛ごう毅きですこと……」

　この会話は、キム大尉の髷まげの中に隠かくされた通信機で、タイラーたちに筒つつ抜ぬけである。

「聞いた噂ですけどね……」

　キム大尉、ここが肝かん心じんと科シナを作り、

「なんでもどんな軍艦でも、遠くへ飛ばしてしまう機械もお持ちなんでしょう？」

「おうおう、よく知っているな」

　美人が相手だとつい口も軽くなる。ドラン艦長の欠点を巧たくみに突ついた、みごとな作戦である。

「大きな声では言えぬが……」

　言っている。

「もし日本の艦隊がノコノコ出て来たら、まとめて宇宙の果てへでもフッ飛ばしてやるつもりなのだ」

「ま、それはそれは……」

「おっと、これはつい口がすべったかな」

　もう十分にすべっている。

「では私はこれで……」

　聞くだけのことを聞いてしまうと、すかさずスッと離はなれるキム大尉。

「これ絹奴とやら、つれないことを申すな」

「いえいえ、次のお座敷よりお声がかかっておりますゆえ……」

　抱き寄せようとしたドランの上体は虚むなしく宙を泳いだ。女心の変わり身の早さを、嫌いやというほど味わった上、

「あとは、手て酌じやくでごゆるりとドーゾ」

　などと言われてはミもフタもない。ドランは激はげしい女性不信に陥おちいった。

「大佐、お聞きになりましたか？」

　廊ろう下かに下がったキム大尉は、簪かんざしに見せかけた小型通信機を抜いて言った。

『聞いたとも！　これで連中の狙ねらいがわかった』

　ヤマモトの弾はずんだ声。

『御苦労だったな、キム大尉』

「いえ、これも任務ですから」

　大尉はすげなくいつもの調子で、

「それに、これは日本のためにやったのではありません。あくまで未来の、惑星連合のためですから。でも、任務とはいえ侵しん略りやく者しやに手を貸すのは不本意でしたわ」

　と、なかなかに辛しん辣らつだ。

　が、ここまではうまく行きかけた計画も、台なしにしてしまうアクシデントが、その直後に起こった。

　他ならぬタイラーの軽けい率そつが原因である。







「さて、こうしていても仕方がない。私は失礼する」

　芸者も来ないと知って、ドラン艦長は席を立った。

「くれぐれも、先程の忠告、お忘れなきよう」

　これからというところで絹きぬ奴やつこに逃げられ、内心面白くないドラン、勢いよく襖ふすまを開けた。

　と──、

　よせばいいのに襖の向こうで聞き耳を立てていたタイラーが、思わず座ざ敷しきに転がり出た。

『あち！』

　その様子を座敷で見ていたヤマモトが、思わず頭を抱える。

　驚いたのは、ドランだけではない。

　居合わせた西郷、伊東、樺山、仁礼の四人も目を白黒させた。

「た、タイラー！」

　叫ぶドラン。

「こ、こんちまた結構なお日ひ和よりで……」

　慌あわてて幇間たいこもちのふりをしてみても、もう遅おそい。「こりゃまたみなさんお揃そろいでげすな」

　一同の顔を順番に見る。

　どの顔もシラケている。しかもドヨ～ンと重い、沈んだ雰囲気が漂ただよってきた。

「オヨビでないねェ……。オヨビでない……」

　タイラー、笑顔を取り繕つくろい、

「コリャマッタ失礼いたしましたァ！」

　思わずドドッとコケる明治の海軍高官たち──。

「なるほど、そういうことか……」

　この期ごに及んでようやく気がつくとは、ドラン艦長も相当に鈍にぶい。

「おのれッ！」

　ドラン、背広の胸ポケットから光線銃レイガンを抜いた。

「ま、待てドラン艦長！」

　途と端たんに顔面蒼そう白はくになるタイラー。「話せばわかる！」

「問答無用！」

　四十年も後に交わされることになる歴史上有名な台詞せりふを期きせずして口走りながら、タイラーは逃げまくり、ドランは血相変えてレイガンを乱射しながら後を追いかけ回した。

　光線を浴びた中庭の石いし燈どう籠ろうが跡あと形かたもなく蒸発する。

「止まれ！　止まらんと撃うつぞ！」

「止まっても撃つくせに！」

　が、タイラーの命の恩人は、意外なところから現れた。

「やめんかッ！」

　雷かみなりのような一いつ喝かつ──、

　中庭に面した別の座敷の襖がガラッと開き、現れたのはやたら貫かん禄ろくのある五十がらみの男──。

　その勢いに呑のまれ、タイラーも、ドランでさえ、呆気あつけに取られて男の顔を、まじまじと見つめるしかない。

「何事かは知らんが、他の客もおるというのに迷めい惑わく千せん万ばん、ほたえなッ！」

　と、居い丈たけ高だかに叫ぶ。

　その土佐弁に思い出したかのように、

「た、谷閣下……」

　とつぶやいたのは、どうなることかとハラハラしながら様子を見守っていた鷗外、森林太郎である。

「谷……？　するとあれが……」

　谷干城たてき。元陸軍大臣、農商務相。現在は野やに下って薩さつ長ちよう閥ばつ中心の政治軍事にことごとく異を唱となえる熱烈な国こく粋すい主義者──。

「こら、そこな毛唐！」

　有う無むを言わさぬ高飛車な態度でドランを指差し、

「ここは日本の料りよう亭ていじゃ！　その汚きたない泥どろ足あしで神しん聖せいなる日本の畳たたみを踏ふみにじることは断じて許さんッ！」

「な、なにをっ！」

　ドランは叫んだが、悲しいかな貫禄負けである。相手は生粋の軍人にして名うての論客でもある。しかも海軍の事情など知ったことではないのであるから、萎い縮しゆくする必要もなく、声もデカいが態度もデカい。

「黙だまれ！　加えて料亭と言えば家屋も同じ、その家の中でこともあろうにペストルを振ふり回すとは言語道断！　かかる狂人はただちに立ち去れい！」

「た、谷さん……」

　かえって端はたで見ている西郷らのほうが恐きよう縮しゆくしていた。

「ここはひとつ穏おん便びんに……」

「おんしらがそんなことじゃから、夷い狄てきになめられるんじゃあッ！」

　再び一喝する谷干城。この男は生しよう涯がいの大半を怒いかって過ごしていたと言われる。

「儂わしは断じて、こいつらの横暴は許さんきに」

「おのれ……覚えておれ地球人……」

　さすがのドランもよほどばつが悪かったらしく、こそこそと退たい散さんしてしまった。

　ともかく、谷はタイラーの命の恩人である。

「これ、そこの若い衆」

「へいへい……」

　やたらと卑ひ屈くつになるタイラー。

「どがいな理由があったかち、盗ぬすみ聞きはいかんぜよ。男なら堂々とせな」

「そ、そりゃもう……」

　あいそ笑いのタイラー。

「肝きもに銘めいじて……」

「それでよい。男は素直さも大事じゃ」

　けっこう根はいい人らしく、途端に笑顔になる。別人のようにふくよかな恵え比び寿す顔がおだ。

「危ないところどうもありがとうございました」

「なに、見捨ててはおけんかっただけのことぜよ」

「せめて、お名前なりとも」

「谷だァ～！」

　谷干城は叫んだ。

「日ひの本もとだァ～！」

　思わずタイラーが叫び返した。

「ビロ～ン！」

　どこかでヤマモトがコケた。














第七章　碧へき海かいに艦ふね白く









「もはや頼たのみは、あなた方だけです」

　ほとんど畳たたみに額ひたいを擦すりつけるようにして、山本権ごんの兵ひよう衛えが言った。

「どうか、どうか、この日本のためにお力をお貸しいただけまいか」

「ご先……あ、いや山本大佐、どうか頭を上げてください」

　照れるようにヤマモトが言った。自分の先祖にこうまでして頼まれるのは、悪い気はしないが面おもはゆいものだ。

「そ、それでは！」

　ヤマモトの表情が、輝きに溢あふれた。「お力をお貸しいただけるか！」

「我々にできるだけのことはさせていただきましょう」

「そうか……」

　山本は胸をなでおろしたかのように、

「伊東閣下も、西郷閣下も、お手前方には期待しておりもうす」

「そうかな？」

　首をひねったのはタイラーだ。「なんっかあの人たち、僕を見る目が不ふ審しんなんだよね」

　自分で言っていれば世話はない。その通りなのだから……。

「ゴンベさん」

「権ごんの兵ひよう衛えです」

「協力してもいいけど、ただ、条件があるんだよなぁ……」

　思わせぶりに迫せまるタイラー。

「なんなりと」

「まず、我々に、もとの世界にいた時と同じ待たい遇ぐうを与えること。当然、それに付ふ随ずいする権けん限げんもね」

「心得ました」

　つまり、タイラーをちゃんと提てい督とくとして扱あつかえと言っているのだ。とてもそうは見えないのだが、この世界で少将といったら海軍では西郷や伊東らに次いで上から二番目の階級である。つまり、もとの世界での大将か中将に匹ひつ敵てきする地位なのだ。

「それから、僕を艦隊司令にしてくれ」

　これは暴挙である。だが、意外にすんなりと容いれられた。それだけ切せつ羽ぱ詰つまっていたということである。

「なにとぞお願いします」

　海軍高官が、揃そろって頭を下げる。溺おぼれる者は藁わらをも摑つかむ。タイラーはいつも、その藁なのだった。状況も、時代さえも問わず常にそうなのだ。とにかく周囲の人間にとっては不幸なことに、ここぞという時、タイラー以外に頼める者がいない。これこそ、彼の持って生まれた星回りなのであろうか？

「それさえ約束してくれるのなら、ラアルゴン艦隊も、清しん国こく北洋艦隊も、打ち破ってみせる！　約束する！」

　海軍首脳陣がこうもあっさりと、タイラーに全権を委ねることを承知したのには、もちろん台所が苦しいせいもあるけれど、別の理由もある。タイラーたちはこの世界では、未来からの御お遣つかいと思われ始めているのだ。

　もちろん、実に頼りない御遣いではあるけれど………。

　そうでもなければ海軍の首脳陣はともかく、とても明治天皇までは説得できなかったであろう。

　ともあれ、日ひの本もと一はじめ少将、山本誠大佐の二人は、こうして日本海軍のシステムに組み込まれたのである。







　このとき、清国北洋艦隊を率ひきいていたのは有名な水すい師し提てい督とく・丁汝昌テインルーチヤンである。よく、この頃の中国は列強の傀かい儡らいであると言われるが、彼に限って言えばなかなかの軍人だったらしい。軍艦もドイツ製の『定てい遠えん』『鎮ちん遠えん』を筆頭に、ヨーロッパ製で当時の世界一流。問題は兵の士気と練れん度どである。つまり、やる気の問題だ。こればかりは日本に遠く及ばなかった。同じことは、日露戦争における帝政ロシアのバルチック艦隊についても言える。

　たとえば、こんなエピソードがある。

『定遠』『鎮遠』の２隻をデモンストレーションするため、北洋艦隊が日本を親善訪問したことがあった。もちろん、親善というのはタテマエもいいところで、実際は示威行動である。当時世界最強の二大戦艦を見せつけ、日本にやる気をなくさせようというのが狙いであった。

　だが、このデモンストレーションは裏目に出る。

　確かに両戦艦の潜在能力ポテルシヤルはすごい。７０００トンを越える大型艦であり、火薬庫や機関室などの要所は厚さ14インチの鋼こう鉄てつで防ぼう禦ぎよ装そう甲こうを施ほどこし、主砲は12インチ（30サンチ）の巨砲四門である。

　当時日本には、これに太刀打ちできる軍艦は１隻もなかった。

「『定遠』に勝てる軍艦を！」が、しばらくの間海軍の、いや日本のキャッチフレーズになったほどだ。

　だが、その『定遠』の甲かん板ぱん、それもこともあろうに砲ほう塔とうのすぐそばに水兵の洗し濯た物ぎが干してあるのを見て、東郷平八郎大佐は、

「これなら勝てる！」

　と思ったそうである。

「敵は艦ふねはあっても兵がない。『仏ほとけ作って魂たましい入れず』とはこのことだ」

　などと豪ごう語ごしたという。半分は強がりだろうが、一理ある。

　その『定遠』『鎮遠』を主力とする北洋艦隊が黄こう海かいは遼りよう東とう半島沖の大洋河口に潜ひそんでいるとの情報を、日本軍がつかんだのは、九月も半ばのことである。

　まだレーダーはおろか、飛行機もない時代である。作戦行動中の敵艦隊を発見することは至し難なんの業わざだった。通報艦などという独自の艦種があったほどで、だから敵の動きを先に把は握あくしたほうが断然有利に作戦を展開できた。

　ただちに日本艦隊は、朝鮮半島は大だい同どう江こう口こうの停てい泊はく地ちを出しゆつ撃げきする。

　ときに明治二十七年九月十七日──。

　その前日の九月十六日には、陸軍が平壌ピヨンヤン城を占領して、戦局はやや日本に有利に傾かたむき始めた。あとは主力艦隊同士の決戦を制したほうが勝ち、である。

　さて、大同江口を出撃した日本艦隊は、どんな編成だったのであろうか。

　そんな古い軍艦なんかに興きよう味みなんてねーよという人も、しばらくは我が慢まんしておつきあい願いたい。なんといっても我らがタイラー提督が、直接指揮する艦隊である。

　太平洋戦争や、日露戦争当時の軍艦関係の資料なら比較的容易に手に入るし、マニアも多いが、日清戦争となると、その数はグッと少なくなる。データは極端に限られてくるし、プラモデルに至っては皆無である。正確な図面さえ満足に残されてはいないのだ。たかだか１００年前なのに……だ。

　で、作者が国会図書館に通ったり、神田や早稲田の古書店巡りをして、せっせと集めた資料を総合すると──、

　大同江口を出港した日本艦隊は、以下のような編成であった。
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　以上、都合12隻が、当時の日本の全海上戦力と言っても過言ではないだろう。精せい鋭えいではあるけれども、大艦隊とはお世せ辞じにも言えない。だいいち、ひどい寄せ集めである。戦える船は全部集めたのだから無理もない。

　まず、戦艦が１隻もないことに注目して欲しい。

　明治天皇が宮中の経費を切り詰つめて、イギリスに発注した１００００トン級の戦艦『富士』と『八や島しま』は結局日清戦争には間に合わなかった（日露戦争で活躍する）。『比叡』『扶桑』『赤城』は、それぞれ太平洋戦争中にも同名の戦艦、あるいは空母があるけれども、それらとは到底比較にならぬ小型艦である。

　特に『扶桑』は、明治初年に建造された鋼鉄製帆走コルベット艦を改造した旧式艦にすぎない。ちなみに海かい防ぼう艦かんというのは、コースト・ガード・シップ、いわゆる沿岸警備用の軍艦だと思っていただければ近い。鈍どん速そくで、旧式になった戦艦などがここに分類された。口の悪い戦史研究家などに言わせると、「軍艦の窓際族」などという不名誉な分類をされるが、とにかく二流、三流の軍艦はみなこの〝海防艦〟に分類されていた。便利なので、「軍艦分類のガラクタ箱」とも呼ばれる。

　要はそれだけ、軍艦の進歩も日進月歩だったのである。現にこの戦争では清国の最新鋭戦艦だった『鎮ちん遠えん』も、のちに日本に戦利品として拿だ捕ほされ、日本籍に編入されてからは海防艦に格下げされているのだ（『鎮遠』は日本海海戦には連合艦隊の戦力として参加しているが、鈍速でほとんど見るべき戦果を上げられなかった）。まったく「今日の戦艦、明日は海防艦」である。

『松島』『厳島』『橋立』の３隻はそれぞれ細部は異なるが同型艦で、日本海軍はこの３隻をひとまとめにして〝三さん景けい艦かん〟と呼んでいた。日本三景を艦名につけたからである。

　４０００トン級で、排水量だけなら当時の日本海軍の最大の軍艦だ。だが決して最強とは言えない。

『定遠』『鎮遠』に対抗するため、無理やり32サンチの大口径砲を、それもたったの一門だけ載つんだ三景艦は、『畝うね傍び』以上にバランスに問題のある艦で、主砲を撃つと甲板はグラグラ揺れて立っていられなかったという。現役中に１隻も転てん覆ぷくしなかったのが不思議なくらいで、要するに欠けつ陥かん品だった。事実、その巨砲も命中率りつは最悪で、実際にはほとんど役に立たなかったらしい。

『赤城』はわずか６００トンの砲艦で、本来なら外洋に出るべき艦ふねではないし、仮装巡洋艦『西京丸』は巡洋艦とは名ばかり、汽船に大砲を載つんだだけの代物だ。２隻とも、とても戦力としては数えられない。

　結局、12隻中、主力と呼べる軍艦は『吉野』『高千穂』『秋津洲』『浪速』、それに『千代田』と、５隻の巡洋艦だけということになる。だがこれらは、精鋭中の精鋭である。特にイギリス製の最新鋭艦『吉野』は、当時としては驚異的な高速艦だった。砲は口径こそ小さいが、命中率、発射速度ともに高い新型の15サンチ速射砲である。無理のない設計で、『畝傍』などとは違ってバランスのとれた傑けつ作さく艦と言うことができるであろう。

『浪速』と『高千穂』は、『畝傍』がフランスに発注されたのと同時期に、イギリスで建造された装甲巡洋艦だ。おそらく『畝傍』も、行方不明にならなかったら、同じ第一遊撃隊に編入されていたに違いない。

『千代田』は、あまりにも重武装すぎた『畝傍』への反省から生まれた艦ふねで、砲は小さいが高速で軽快な艦だ。近代的な水すい雷らい戦せん用軽巡の元祖とも言えるだろう。

『秋津洲』も高速で、『吉野』に次ぐ戦力だ。

　だが、どの艦も、防ぼう禦ぎよ力では圧倒的に『定遠』『鎮遠』に劣おとっていたことは否いなめない。特に海防艦の装甲は脆ぜい弱じやくである。皆無と言ってもいい。『扶桑』に至っては木造に鉄板を貼はっただけだ。

　その防禦の弱さを、高速で補おぎなおうというのが、日本艦隊の戦略である。

　ジャステイ・ウエキ・タイラー、いや日ひの本もと一はじめ少将は、旗艦『松島』の艦橋に、立っていた。宇宙戦艦のブリッジとは違って、露ろ天てん式の艦橋である。直接肌はだに潮しお風かぜを感じていると、いかにもこの時代の、海の男になったような気がした。

　なるほど、ヤマモトがかつて言った、この時代への郷きよう愁しゆうも、今ならわかる。

　せいぜい20ノットそこそこという速力も、宇宙戦艦に比べたらそれこそカタツムリのようなものであろう。だが、実際には変化に乏とぼしい星々の動きに比べたら、風と波、それに煙えん突とつから黒煙を吐はいて進むこの時代の軍艦のほうが、はるかにスピード感がある。

　タイラーはもちろん、ヤマモトでさえ、実際に乗ってみて、初めてそのことに気がついたのである。

「こうしてみると船ふな旅たびも、なかなかにいいもんじゃのう」

　ヒデサブロー・キタグチ、いや、北口秀三郎軍医が、酒をちびちびとなめながら言った。

「海は碧みどりに艦ふねは白い……か。絶景かな絶景かな。いっぺんに飲のんでしまうのがもったいないくらいだ」

　どうやらドクター、誰よりも早くこの世界に適応してしまったらしい。

　艦隊は『吉野』を先頭に、第一遊ゆう撃げき隊、本隊と、一列単たん縦じゆう陣じんで進む。

　それまで、日本海軍では艦隊の陣型は、３隻が最小単位となって先頭の艦を三角形の頂点として進む、いわゆる三さん艦かん群ぐん陣じんが主流だった。そのほうがどの方向から来る敵にも対処できて、有利だと言われていた。だが、艦隊機動を素早く行うには、単縦陣のほうが断然有利なのである。

　そのことをヤマモトは作戦会議で、当時の日本海軍の首脳陣に説明してみせた。

　今なら海上戦略の初歩の初歩だが、当時としては画期的、まさにコロンブスの卵である。

　以来、単縦陣は海戦における常識となった（輪りん形けい陣じんが出てくるのは、航空機が発達してからだ）。タイラー、いや、日ひの本もと一はじめこそ、最初にこの作戦を実行した提督なのである。

「樺山中将、とうとうついて来てしまいましたね」

　双眼鏡で、後方右舷の『西京丸』を見ながら、ヤマモトがつぶやいた。

「じっとしていられないんだろう。気持ちはわかるよ」

　タイラーが言った。

「死んだミフネ長官と、似たような性格なんだな」

　仮装巡洋艦『西京丸』のマストには、中将旗が翻ひるがえっている。軍令部長である樺山資紀中将が、どうしても自分もついて行くと主張して、ついに譲ゆずらなかったのである。それだけ血の気の多い性格だったのだ……と思うとこれがさにあらず、実はどうしてもタイラーを全面的に信しん頼らいすることができなかったのである。無理もない。そういう意味では、タイラーの言葉は的まとを射ていた。

「しかし、あんな汽船に毛の生えたような船で来られても、足手まといじゃのう……」

　キタグチが言った。「こっちは清国北洋艦隊とラアルゴン艦隊、その両方を相手にせねばならんというのに……」

「そのために、ドクターがいらっしゃるんじゃありませんか」

　ヤマモトである。「よろしくたのみますよ」

「まかせておけ……と言ってもあまり気がすすまんが……」

「少将閣かつ下か！」

　大尉の階級章と参さん謀ぼう肩けん章しようをつけた、若い士官が声をかけてきた。

　名を、秋山真さね之ゆきという。ヤマモトだけでは心細いと見たのか、タイラーの補ほ佐さとして、海軍首脳部が付けてくれた参謀である。どうやら監かん視し役でもあるらしい。

　ところがこの男、なかなかの切れ者である。ヤマモトに言わせると、この時代の人間としては驚異的な作戦能力と、明めい晰せきな頭脳の持ち主なのだそうである。

「あれを！」

　秋山参謀が指差す前方に、その影かげが小さく見えた。

「む！」

　視力、特に遠方の物を発見する視力では、この時代の人間のほうがはるかに優れている。ましてや彼らは全員、その道のプロなのである。

　かなり近づいてくるまで、タイラーにはその物の正体がわからなかった。レーダーに頼りすぎる宇宙時代人の弊へい害がいであろう。

　やがて、まぎれもなくその飛行物体は、特とく徴ちようある鋭えい角かく的なシルエットをもった、ラアルゴンの巡洋艦であることがわかった。

「来たな──！」

　ヤマモトはほくそえんだ。予定通りである。

　２隻のラアルゴン巡洋艦は並んで飛んで来る。そんなにスピードは出ていないが、この時代の軍艦では、その翼つばさの下から逃のがれる術すべはない。

「あんな物が飛ぶとは……」

　秋山参謀がうなった。ヤマモトは反重力装置について説明してやろうかとも思ったが、やめにした。秋山の頭脳でも、その概がん念ねんを捕えることは不可能だろう。それよりははるかに理に適かなった飛行機でさえ、まだこの時代の一いつ般ぱん人じんにとっては夢ゆめ物語の世界なのだ。

　いま、地球を半周したアメリカでは、ライト兄弟が人々の嘲ちよう笑しようを浴びながら、それでも悪あく戦せ苦んく闘とうしているはずであった。

　ラアルゴンは単縦陣で前進する艦隊の真正面に位置を取った。

　力場発生装置で、タイラーたちを艦隊ごと、宇宙空間へ放り出すつもりなのだ。

「ドクター、出番です」

　タイラーがキタグチを振り返り、笑った。「あなただけが頼りです」

「まかせておけ！」

　キタグチは一瞬ニヤッと笑い、

「死ねい！　ラアルゴンども」

　と、医者にあるまじき言葉を吐はいた。

　瞬間、『松島』の艦橋にいた者は、目を覆おおった。

　キタグチの両眼から、まばゆい白光がほとばしったからだ。まともに見れば失明するだろう。それほどまぶしかった。

　キタグチの目は、義眼である。その昔メチル・アルコールを飲のんで失明したのだが、ただの義眼ではない。超小型の熱線砲プラスターが仕込んであるのだ。

　その威い力りよくは、ハンドフェーザーやレイガンの比ではない。うまく命中すれば、巡洋艦の装そう甲こうくらいは貫つらぬく。いまがそうだった。

　巡洋艦の１隻が、バランスを失ってグラリと傾かたむいた。おそらく反重力装置に直撃をくらったのであろう。噓うそのような展開である。

　やがて、そのラアルゴン巡洋艦は煙けむりを吹きながら黄海に墜つい落らくした。そのまま海中に突っ込んで見えなくなる。

　一瞬遅れて凄すさまじい爆発と大だい音おん響きよう。こんな御ご都つ合ごう主義、今まで見たことない。

「ありゃあ～！」

　タイラーが叫んだ。

「こんなにうまくいっていいのかなぁ……」

　タイラーでさえそう思ったのであるから、日本艦隊の将兵たちの驚きたるや、想像を絶するものがある。樺山中将をはじめ、誰一人として言葉もなかった。

　ドクターは顔を押さえて艦橋の片かた隅すみにうずくまっている。最大パワーで熱線砲プラスターを発射したせいだ。強力なだけ、撃うった本人も猛もう烈れつにまぶしいという欠点はいまだ改良されていない。もともとキタグチだから失明の心配がなくていいぐらいのものである。

「作戦成功！」

　タイラーは踊おどり上がった。うまく行きすぎて怖こわいくらいだが、とにかくこれでもう、ラアルゴンは２隻でペアによる時空スリップ作戦は使えない。

　だが──だがである。

　タイラーはそこから先のことを、まるきり考えてはいなかった。







「バザーンが！」

　１隻だけ残されたラアルゴン巡洋艦ザザーンのブリッジでは、予想もしていなかった展開に、兵たちがうろたえていた。

「おのれタイラーめが！」

　僚りよう艦かんをやられ、ギル・ド・ドラン艦長の怒いかりは筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい。この世界に漂ひよう流りゆうしてから苦く節せつ十年間、常に行動を共にしてきた仲間を、目の前でやられたのだ。

「ええい！　もはや力りき場ば発生装置など使わずともよいわ！　砲ほう撃げきで直接沈めてくれん！」

　ドランは悪あつ鬼きの形ぎよう相そうで叫んだ。

　たとえ１隻になってもラアルゴン巡洋艦の火力は、日本艦隊全部を合わせたよりもはるかに強力である。一撃で跡あと形かたもなく消しよう滅めつさせてしまうだろう。

　タイラーは、力場を防ぐことしか考えてはいなかった。まさか敵が、怒りに燃えて反撃してくるとは、予想だにしていなかったのである。

「マズイカナ……やっぱり」

　ではすまない。

　唯一頼りのドクター・キタグチは、まだうずくまったままだ。次の一発を撃つには一時間はかかるだろう。その間に艦隊は全滅である。

　あとはタイラーとヤマモトが持っているハンドフェーザーとレイガンだけしかないが、それだけではとても歯が立たない。

「もうダメだ！」

　ヤマモトが叫んだときである。

　やにわに、ザザーンの後部に、火の手が上がった。ちょうどエンジンルームのあたりである。

「ナヌッ？」

　これはタイラー、完全に予想外である。

　思わず頰ほおをつねってみた。

　痛い。

　が、夢ではない。今度は巡洋艦の、ブリッジ近くに直撃弾だ。

『タイラー閣下、お待たせしました！』

　威勢よく、タイラーのポケットに入れた小型通信機から聞き覚えのある声が叫んだ。

「サカイ大尉！」

　ヤマモトが自分の通信機を取り出す。「無事だったのか！　心配したぞ」

『敵を欺あざむくには味方から、なんて言いますからね』

　海面ぎりぎりを、かすめるようにして『キョンシー』が飛んで来た。

『シラギクも無事ですよ。どうです、絶ぜつ妙みようのタイミングでしょう』

「絶妙すぎるぞ」

　タイラーは笑いが止まらない。まさに御都合主義もここに極まれりである。

　また一発、今度はザザーンの左さ舷げん胴どう体たい中央に直撃があった。大気圏内なら反重力装置による緩かん慢まんな浮ふ遊ゆう運動しかできない巡洋艦と違って、高速で小回りのきく戦闘機のほうがはるかに有利だ。

　サカイとシラギク、２機の『キョンシー』は鈍どん重じゆうなザザーンを、完全に翻ほん弄ろうしている。

　その様子を、日本艦隊の将兵たちは、ただ呆あつ気けに取られて見つめているだけだ。

　いや、見てはいけないものを見ているような気になっていた。

　やがて──、

　対艦ミサイルによる致命的な一撃が、ザザーンを捕とらえた。

　反はん応のう炉ろを直撃である。

「おのれ！　戦闘機ごときに！」

　というドラン艦長の断だん末まつ魔まの叫びさえ、タイラーには聞こえたかどうか──。

　数分後、黄海は再び、なにごともなかったかのように凪ないでいた。

　ただ、薄うすく立ちこめる煙だけが、そこで行われた戦闘の名な残ごりをとどめているにすぎない。

「もう少し傍そばにいて、上空を援えん護ごしてくれないか？」

　タイラーが言うと、

『そうしたいのはやまやまですが、そうもいきません』

　と、シラギク中尉の声。

『もう燃料がないんですよ。ギリギリ日本に辿たどりつけるかどうかというところですね』

　サカイ大尉も愛機の翼を振って、そう言ってきた。

『こっちはもうカラです。どこかに不ふ時じ着ちやくしますから、後で迎むかえに来てください』

「わかった。達者でな」

　２機の『キョンシー』が爆音を上げて飛び去ってしまうと、あとはもう見渡す限りの海である。

『勇ゆう敢かんなる水兵』に、





煙も見えず　雲もなく

風も起こらず　波立たず






　と歌われた、鏡の如き黄海だけがそこにある。

　碧みどりの海に白く塗ぬられた12隻の軍艦だけが、ゆっくりとひた走っていた。

　これから戦争が始まるとは、とても信じられないのどかな光景である。

　静かすぎて不ぶ気き味みなくらいだ。

　が、それもほんのつかの間であった。

　午前十一時三十分、

「煙が見えまあす！」

　マストに昇っていた見張り員が報告してきた。

　右う舷げん東北東。双眼鏡を覗のぞいてみると、遠くにけぶる大たい孤こ山さんを背景に、かすかにたなびく煙が見えた。

　丁汝昌テインルーチヤンの北洋艦隊に間違いはない。

「提督、やりましたね。右舷ですよ」

　秋山参謀が笑顔でタイラーに言った。

　もっともタイラーにはその意味がわからない。

　当時海戦では、右舷に敵を見て闘たたかえば絶対有利という奇妙なジンクスがあった。根こん拠きよはないがしかし、これで日本艦隊の士気は嫌いやでも上がった。

「戦闘準備！　総員配置に就つけ」

　信号兵が『松島』からの命令を全艦に伝える。艦隊無線などというものはまだない。艦隊内の伝達事項はすべて手て旗ばた信号か、信号旗である。夜間ではこれに、発光信号が加わるくらいだ。

「全艦、戦闘準備！」

「ヨォ～シ！　いっちょ気合い入れてやるかァ」

　タイラー、笑顔で言った。

　ラアルゴンによる脅きよう威いは去った。しかし、もうひとつの敵が迫せまっている。考えようによってはこの敵のほうが恐おそろしい。

　負ければ、日本は、未来の惑星連合宇宙軍はどうなるかわからない。

　しかしタイラーにはその自覚はまるでない。例によってプレッシャーもないのが救いと言えば救いだが、その自信、なんら根拠のあるものではない。

「♪見ろよ青い空、白い雲……」

　タイラーは鼻はな唄うたをハミングしている。

「提督……」

「日ひの本もと提督」

　ヤマモトが、秋山参謀が、心配そうにタイラーを見た。

「心配すんな。黙って俺について来い！」

　タイラー、会かい心しんの笑いである。

　午後零時五分──、

　タイラーの、いや日ひの本もと一はじめ少将の乗る旗艦『松島』のメインマストに戦闘旗が上った。

　期は熟じゆくした。

　歌にもいわく、





鏡の如き、黄海は

曇くもり初そめたり　時の間に






　と歌われる黄海海戦は、こうして始まったのである。














第八章　まだ沈しずまずや『定てい遠えん』は









　旅りよ順じゆん港こうを出撃した清しん国こく北洋艦隊は、次の14隻からなっていた。
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　こうして見ると、『定遠』『鎮遠』の２隻の大型戦艦以外、北洋艦隊にはたいした艦ふねはないことがわかる。特に巡洋艦は一艦あたりの排水量が小さく、砲も少なく、速力も劣おとる。たとえば全部の排水量を合計してみると日本艦隊は12隻で約３９０００トンだが、北洋艦隊は14隻で約３５０００にしかならない。

　清国は、２隻の超強力艦におんぶしていたと言えるだろう。

　だがそれだけに、『定遠』『鎮遠』に寄せられる期待もまた大きい。それだけ日本艦隊にとっても、脅きよう威いである。

　軍艦には戦力の集中効果というものがあって、１０００トンの駆逐艦１００隻よりも、１００００トンの巡洋艦10隻のほうが強いし、効果的である。１０００００トンの戦艦１隻ならなおさらだ。つまり、搭とう載さいする砲がそれだけ大きく、強力になり、射程距きよ離りも伸びる。敵の砲弾の届かない距離からアウトレンジ攻撃ができればベストであろう。これがいわゆる〝大鑑巨砲主義〟というやつである。

　この考えを極限まで突き詰めていった結果、誕たん生じようしたのが太平洋戦争直前に完成した有名な『大和』『武蔵』の２隻だが、しかしこの理論は航空機の出現によって、いともあっさりと崩ほう壊かいしてしまうのである。

　それはともかく、当時の日本海軍のすべての軍艦を集めても『大和』１隻の半分の排水量にしかならないというのは、象しよう徴ちよう的である。

　ここで、両艦隊の砲数を比べてみよう。

　20サンチ以上の大口径砲では26門対11門で、清国北洋艦隊に軍ぐん配ばいが上がるが、それ以下の、12～15サンチ級速射砲では逆に21門対96門と、日本が圧倒的に優位である。

　もちろん大口径砲（特に『定遠』『鎮遠』の30サンチ砲）の威力は命中すれば比較にならない。総合的な破壊力は、清国が上だろう。

　だが、速射砲のほうが一分間あたりの発射速度も早いし、命中率も高い。さらに兵員の練度による発射速度や命中率の差まで考慮すると、この差はかなり縮まる。

　さらに速力、機動力の差が、それに加わるのだ。

　清国北洋艦隊は大おお振ぶりなスイングのヘビー級ボクサー二人を先頭に、あとはバンタム、フライ級の６回戦ボーイ、対する日本艦隊はミドル、ウェルター級の世界ランキングボクサーを揃そろえた精せい鋭えいと考えると、わかりやすい。

　黄海海戦は大口径砲対速射砲、装甲対機動力、一発当たれば大きいカウンターパンチ対正確なジャブの連打の戦いであったと言える。

　北洋艦隊の本隊は、二大戦艦を先頭に立て、右う翼よくに『経遠』『靖遠』『超勇』『揚威』左翼には『来遠』『致遠』『広甲』『済遠』と、左右に大きく広がった形で進撃してきた。

　と、文章で書いてもなんのことかよくわかるまい。わかりやすいように図式化すると、左のようになる。
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　どうだ、これなら一いち目もく瞭りよう然ぜんである（ワープロ原稿は便利だ）。

　また、これとは別に、右方向には別動隊がいる。
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　本隊が日本艦隊を、向かって右方向から突くように迫り、別動隊は正面やや左さ舷げん寄りから迫る。

　これに対し、日本艦隊を図式化すると、以下のようになる。
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　と、これまた一目瞭然。挿さし絵えで指定するより簡単なのがいい。

　旗艦『松島』のタイラーは、接近して来る北洋艦隊を見るなり、傍かたわらのヤマモトに囁ささやいた。

「ヤマモト大佐、あの陣形は……」

「はい、提督。ラアルゴニアン・ギムレットを二次元的に応用した戦法です」

　すかさずヤマモトが言った。

　艦首がすべて、敵の方を向いている。

「おそらく、ラアルゴンが清国に教えたのでしょう」

「なるほど……」

　清国北洋艦隊にこの陣形を教えたのは、ドイツ人の軍事顧こ問もん・ハンネッケンということに、表向きはなっている。しかしどこかでラアルゴン帝国の入れ知恵があったと、作者は大だい胆たんな仮説を立てる。素人しろうとの強味である。

　あるいはハンネッケン自身、ラアルゴン人だったのかも知れない。

「舳へさきを常に敵に向けよ！」

　これがハンネッケンの持論だが、これはそのまま、ラアルゴンの基本戦術でもある。また清国の軍艦は砲が艦首方向に集中しており、前方に火力を集中しやすかったことも、この戦術を裏づける。

　さらに清国艦隊は、艦首に相手を突き沈めるためのラム（衝しよう角かく）を備えていたことも、いかにもとうなずける。いざとなったら体当たりでも敵を沈めようという、悲壮な覚かく悟ごでこの戦いに望んだのである。

　出撃に先立ち、丁テイン提督は、艦隊のボートを全部取りはらってしまった。これで艦が沈んでも、脱出する舟はない。

　また、『定遠』と『鎮遠』の、30サンチ主砲の防ぼう楯じゆんも外してしまった。甲かん板ぱんには砂さ嚢のうを積み上げ、血ですべらないように砂をまいた。

　まさに背水の陣を地でいく、決死の覚悟といえよう。

　日清両艦隊の距離は、見るみるつまった。

　零時五十分──、

　最初の砲火は、清国艦隊によって開かれた。

『定遠』の30サンチ主砲である。

　距離、約５０００メートル。これはそのまま、当時の軍艦砲の最大射程距離に相当する。あくまでも最大射程であって、有効射程距離ではない。

　命中弾をコンスタントに期待できる距離といったら、せいぜい３０００メートルがいいところだった。この頃はまだ砲の最大仰ぎよう角かくも低く、二十度が標準だったし、だいいち砲を水平に構えなければ弾を装そう塡てんできなかった。また、光学式測そつ距きよ儀ぎも、まだ発明されていない。

　この後、砲術の進歩とともに砲戦距離も伸び、日露戦争では倍の６０００メートル、第一次世界大戦の白はく眉びたるジェットランド沖海戦では２００００メートルと飛躍的に増大し、第二次世界大戦では実に３～４００００メートルにも達するのである。

　だから、この時代の海戦は、きわめてショートレンジの戦いである。

　敵は、常に見えるところにいる。

『定遠』の、距離５０００メートル（６０００という説もある）での発砲は、だから命中を期してのものではない。あくまでも日本艦隊の度ど肝ぎもを抜いてやろうというのが狙ねらいである。

　だが、これがたまたま至し近きん弾だんになるのである。

　先頭艦『吉野』のすぐ近くに、巨大な水柱が上がった。

　水柱という代物、一度上がったらすぐには消えるものではない。巨大になればなるほどこの傾向がある。ムクムクと、キノコ雲のように成長し、消えるときもゆっくりと消える。まして30サンチの巨弾の炸さく裂れつによってできた水柱である。巻き上げられた何トンもの水がすっかり落下するまでには一分近くを要する。

　だから海戦では、水柱によって着弾を観測し、照準の修正を行うのだ。

　当然、『定遠』もそうしたかっただろう。

　ところがだ──、

　北洋艦隊は旗艦『定遠』が発砲したのを見て、一斉に撃うちだした。

　そのほとんどは中、小口径砲だ。届くものではない。

　たちまち、日本艦隊の手前に無数の水柱が上がった。これではどの水柱がどの艦の砲によるものかてんでわからない。照準修正どころの話ではない。

　もちろん、盲滅法の射撃でも、まぐれによる至近弾くらいはある。だが我が艦隊は一発も応戦せずに、林立する水柱の中を悠ゆう然ぜんと進み続けた。

「まだ撃つな」

　タイラー、『松島』の艦橋で泰たい然ぜん自じ若じやくとしている。その姿は明治の将しよう卒そつの目に、どんなにか頼もしく映ったであろうか──。

　水柱がついに『松島』のすぐ近くにも上がり、海水が吹きさらしの艦橋に、滝たきのように降りそそいだ。

「まだまだッ！」

　実はタイラーには、ある確信があった。

　自分は未来の人間だから、この時代では絶対に死ぬことはないと思っているのだ。確かに一理あるものの、ヤマモトが聞いたら蒼あおくなるような脳天気さだ。

「閣下、距離３０００です」

　秋山参謀が言った。

「よし、撃て！」

　タイラー、ついに叫んだ。「しっかり狙ねらって当てたんさい！」

　信号ラッパが、『射ち方始め』の合図を、高らかに響ひびかせた。

　まず、先頭を行く『吉野』以下、第一遊撃隊の快速巡洋艦４隻が、一斉に射撃を開始した。

　射距離は３０００メートルから、たちまち２０００メートルへと縮まった。

　このとき、『吉野』で射撃の指揮を取っていた砲ほう術じゆつ長ちようは、のちに首相にまでなった加藤友三郎大尉である。また『浪速』には、艦長東郷平八郎大佐とともに、やはり首相にまで出世し、二・二六事件では女中部屋へ逃れて危うく命拾いした岡田啓介が、少尉として乗り込んでいた。

　とにかく明治時代だから石を投げれば有名人に当たる。

　それはともかく、これくらい距離が縮まれば、水柱を見て修正するまでもなく、直接照準で楽々と命中する。

　たちまち敵の巡洋艦『超勇』と『揚威』に火の手が上がった。両艦は我が軍の正確無比な射撃を浴びて傾かたむき、燃えながら脱だつ落らくする。

　第一遊撃隊は敵右翼の乱れを突き、大きく迂う回かいして背後へと回り込んだ。その間も射撃の手を緩ゆるめない。快速巡洋艦を揃そろえた艦隊だからこそ使える戦法である。

　ヤマモトと秋山が出撃前、佐世保の艦隊司令部で徹てつ夜やで考案した作戦である。

　秋山大尉はおそろしく吸収が早い。ヤマモトが提案する斬ざん新しんな作戦をたちまち呑のみ込こみ、理解してしまう。

　この日本海軍が生んだ希き代だいの天才参謀はこのときにヤマモトから吸収した戦略知識をあますところなく活かし、十年後、日本海海戦で東郷平八郎を扶たすけてその人ありと謳うたわれることになるのだ（ホントかね）。

　続いて『松島』以下の本隊も、轟ごう然ぜん、射撃を開始した。

「『定遠』『鎮遠』だけを狙え！」

　ヤマモトは叫んだ。雑ざ魚こにはかまうなというわけである。

　三景艦にそれぞれ１門ずつ載つまれた32サンチ主砲は、最初から沈ちん黙もくしていた。どうせ撃っても当たらない上に、艦が揺ゆれて他の砲の射撃を妨さまたげるからだ。

『松島』『厳島』『橋立』は、12サンチの副砲だけで射撃をしていた。これもヤマモトの提言であるが、この作戦はまったく正しかった。

　というのは、逆のことが敵の旗艦『定遠』で起こっていたのである。

　最初に至近弾となったあの砲弾を放った際、『定遠』は主砲の反動で大揺れに揺れて、そればかりか艦隊指揮官・丁汝昌テインルーチヤン提督がすべって転んで昏こん倒とうしてしまったのだ。笑い話のようだが事実である（信じてくれヨォ！）。

　結果、北洋艦隊は指揮官なしで戦うという事態に陥おちいった。敵の指揮系統が乱れるのも当然である。

　これに対して、最初から大口径砲によるまぐれ当たりをあきらめ、中、小口径の速射砲のみによる確実な命中弾を狙った日本艦隊の作戦は図に当たった。12サンチ砲、15サンチ砲が次々と『定遠』に命中する。

　だが、さすがにこの戦艦の装甲は厚い。命中弾はどれもみな、艦自体にとっては擦過傷かすりきずでしかない。打たれ強いヘビー級ボクサーのように、身に浴びせられる無数のパンチを、信じ難いタフさでことごとく呑のみ込こんでしまう。

「化け物か！」

　そんな声が、日本軍将兵の間から漏もれた。

　陣形を乱した北洋艦隊に対し、我が日本艦隊は依い然ぜんとして単縦陣を保ちつつ、戦闘を続けている。だが、個こ艦かんの速力の差によって、しだいに艦と艦との間かん隔かくが開き始めた。

　特に本隊の殿しんがりにいた『比叡』と『扶桑』が遅れる。

　どちらも旧式の上に鈍どん速そくだ。特に『比叡』は鉄骨木造である。これがＲＰＧロールプレイングゲームなら防ぼう禦ぎよ力はゼロに等しい。たちまち『定遠』に捕えられた。

　だが艦長の桜井少佐は少しも慌あわてず騒さわがず、

「面おも舵かじ一いつ杯ぱい！」

　と命令した。

　どうせ沈むなら華はな々ばなしく敵の真ん中へ突つっ込こんで死のうというのである。

『扶桑』は『定遠』と『来遠』に、割り込むように突とつ撃げきした。皮肉なことに、このとき敵は『扶桑』の勢いに驚き、また同士討ちになることを恐おそれて、一瞬射撃の手を休めた。結果、勇ゆう敢かんなる桜井少佐の指揮する『扶桑』は九死に一生を得るのだが、もっとも敵艦に接近したとき、『定遠』は『扶桑』の左さ舷げん１０００メートル、『来遠』にいたっては右舷わずかに４００メートルである。よく助かったものだ。

　このとき『来遠』の甲板には移い乗じよう白はく兵へい戦せんを挑いどもうとした敵兵が見えた。手にしている武器はなんと青せい竜りゆう刀とうである。桜井少佐はノルデンフェルト機砲による敵兵掃そう射しやを命じ、左右の敵艦には両舷の砲全部を斉せい射しやして、辛からくも虎こ口こうを逃のがれたのであった。




　もっと危なかったのが別動隊の砲艦『赤城』である。わずか６００トンのこの小こ艦ぶねに、敵は『来遠』『致遠』『広甲』と、巡洋艦３隻ばかりで迫ったのだ。

　三十発以上の敵弾が『赤城』に命中した。

　艦長坂元少佐は戦死、代わって指揮を取ったのが豪ごう勇ゆう・佐藤鉄太郎大尉だ。

『赤城』は必死に逃とう走そうを図るが、わずか10ノットしか出ない鈍速の悲しさ、どうしても敵を振ふり切ることができない。

　追いすがる敵。先頭の『来遠』はたちまち後方３００メートルにまで迫せまった。

『もうダメだ！』

　そう思ってヤケクソで撃った一弾が、まぐれもまぐれ、『来遠』の弾火薬庫に命中し、大火災を生ぜしめた。やってみるものである。

　敵は追つい撃げきをあきらめ、ボロボロになった『赤城』は、それでもどうにか沈ちん没ぼつだけは免まぬかれた。







　危なかったのは『比叡』や『赤城』だけではない。軍ぐん令れい部ぶ長ちよう・樺山資紀中将の乗る『西京丸』にしたって、かなりのヒヤヒヤものだったのである。

　だいたいこの樺山というオッサン、本来は参謀のくせに自分から先陣切って進んで行くのが好きな性格だったらしい。

　この人も陸軍の出身で、西せい南なん戦争では谷干城たてきの参謀長として、西郷隆盛と戦っている。それが陸軍少将から海軍少将に任じられた変わりダネだ。矢玉の飛び交う戦場を、血刀下げて走り回っただけに、血の気はやたらと多い。

　最初のうちこそ敵の弾たまの届かない後方にいたものの、我が遊撃隊に撃たれて脱落した敵巡洋艦『揚威』が燃えながら接近して来ると、もう我が慢まんすることができない。

「あの艦を追え！」

　と迫っていった。

『西京丸』は商船に武装を施ほどこしただけの仮装巡洋艦である。のちにドイツが、通商破は壊かいのために大量に造ったタイプだ。武装はわずかに12サンチ砲１門と、６ポンド57ミリ砲が２門だけ。非武装の商船を相手にするならいいが、これで軍艦に挑むのは勇敢というより無む謀ぼう、いや、脳天気である。

　さすがに大たい破はしていたとはいえ、『揚威』にも軍艦としてのプライドがある。必死で応戦して来た。

「『揚威』を援えん護ごせよ！」

『定遠』と『鎮遠』は、遠距離から30サンチの巨弾を浴びせかけてきた。うち四発が命中。他に小口径砲弾七発が『西京丸』の紙同然の装甲に打ち込まれた。

　それでも『西京丸』は後こう退たいしない。

　この様子を見ていた『鎮遠』座乗のアメリカ人軍事顧こ問もん・マッギーフィン少佐は叫んだ。

「あの司令官、脳のう味み噌そン中、虫わいとるんとちゃうか？」

　見かねた北洋艦隊は別動隊を差し向ける。

　特に水雷艇『福龍』は、傷きずついた『西京丸』に猛もう然ぜんと襲おそいかかった。

　樺山中将は応射を命じたが、こちらの砲は敵の砲弾に破壊されて使用不能──。

　わずかにピストルで応戦するしか手がない。

　そんな反撃など屁へとも思わず、たちまち『福龍』は『西京丸』の左舷５００メートルまで迫った。

　このとき『福龍』の艇てい長は都司（佐官クラスに相当する当時の清国海軍の階級）蔡さい廷てい幹かんである。

「魚雷発射！」

　蔡艇長はこのときほとんど、敵の司令官をしとめたと思ったであろう。

　魚ぎよ雷らいは、たちまち『西京丸』を捕えた。

　誰もが命中したと思った。当の樺山中将でさえ、一瞬あきらめたはずである。

　だが、ここで信じられないことが起った。

　不意に魚雷が爆発したのである。

「馬鹿な！」

　蔡廷幹は我が目を疑った。「こんなンありか！」

　あるのである。







「ふう……」

　レイガンを構えていたヤマモトは額の汗あせをぬぐった。どうやらまだ、射撃の腕うでは衰おとろえてはいないらしい。魚雷はすんでのところで破壊された。

　タイラーに限らず、無茶な上官の尻しりぬぐいというのは疲つかれる。

　が、人のことを心配している余よ裕ゆうはなかった。

　今度は、彼の頭上に『定遠』の30サンチ砲弾が落下してきたのである。

　ぐわあああああああん

　宇宙空間での、無音の戦いに慣れていたヤマモトにとっては、まさに耳を聾ろうする轟ごう音おんである。百ひやく雷らいの轟とどろきとともに一瞬耳が聞こえなくなり、視界は黒い煙と閃せん光こうで遮さえぎられ、わずかに嗅きゆう覚かくのみが、ツーンと鼻び孔こうに染しみる黒色火薬の臭においを感じた。

「て、提督！」

　慌あわてて彼は、タイラーの姿を求めて『松島』の艦橋を見回した。

　タイラーはそこにいた。馬鹿みたいに無む傷きずで──。

　キタグチも、秋山参謀も、無事だ。

　だが、『定遠』の30サンチ砲の直撃をくらった『松島』の甲板は、見るも無む惨ざんな様相を呈していた。

　首、手、足……。それらの人体の部品パーツが、ボロボロになった白い水兵服の名残とともに、無秩序に転がっている。黒煙の中に、うんうんと聞こえるのは、まだ死にきれない兵士たちの苦痛の声であろうか。裂さけた砲身の蔭かげから、くすぶる残ざん骸がいの中から、いたる所で聞こえるのである。

「あ～あ、とうとう命中しちゃったよ」

　他人事ひとごとみたいに、タイラーが言った。「戦争ってぇのは、ヤだね」

　ヤマモトは思わず吐はき気けを覚えた。宇宙空間の戦闘は、敵のビームなり光子魚雷なりが命中すれば瞬時にして艦は爆発するから、むしろ慈じ悲ひ深ぶかい。少なくともこれほど悲ひ惨さんな光景を目のあたりにすることはない。そんなときはまず本人もオダブツである。

　とてもじゃないが、





勉つとめ尽つくせる　丈夫ますらおの

尊き血もて　甲かん板ぱんは

から紅くれないに　飾かざられつ






　などという、美しい光景でないことだけは確かだ。

　気がつくと、ヤマモトの足元にも、負ふ傷しようした水兵が横たわっていた。さっきまですぐ隣となりで戦っていた少年兵だ。

　ドクター・キタグチが駆かけ寄ったが、

「ダメだ、こりゃ」

　と、即座に匙さじを投げた。

「おい、しっかりしろ！」

　ヤマモトが彼を抱き起こす。「傷は浅いぞ！」

　少年兵の顔は硝しよう煙えんで真っ黒に煤すすけていた。彼はうっすらと目を開けて、もごもごと口を動かす。何か言いたげだ。

「どうした？　何か言いたいのか。聞いてやるぞ！」

「て、てい……えんは……」

「なに？」

「『定遠』は、まだ沈みませんかッ！」

　じわっと、ヤマモトの両眼に熱いものが溢あふれた。

　これこそ軍人の鑑かがみではないか。ヤマモトは負おうた子に教えられたような気がした。

「安心しろ。『定遠』は沈んだぞ」

　噓うそも方ほう便べん。

「そ、それはよかった……」

「おい！　お前の名前は？」

「み、三浦……虎とら次じ郎ろう。く、故く郷にの……母に……」

　それきり、勇敢なる水兵、三浦虎次郎は息絶えた。

「あ～ヤダヤダ、軍国主義」

　タイラーが顔をしかめる。

「もうやめた」

「は？」

　秋山参謀がタイラーの顔を見た。目が点になっている。おそらく脳のう味み噌そは海う丹にだろう。

「閣下！」

「戦線離り脱だつだ」

「わかりました！」

　かくして旗艦『松島』は『ワレ指揮セズ』の信号旗を上げて、戦線を離脱したのであった。

　時に午後四時──。

　だがこの頃には戦局は、あらかた決していた。

　敵は『致遠』『経遠』『揚威』『超勇』の４隻を沈められ、『広甲』は逃走中に大連ターレン湾わんで座礁して爆沈。

　それに対して、日本軍は『松島』以下数隻が手ひどい損傷を受けたが、なんとか全艦無事に大だい同どう江こう口こうの停てい泊はく地ちに帰りついたのである。

　実を言うと、両艦隊とも、手持ちの弾丸をほとんど撃ち尽くしてしまったのである。

　たとえば『定遠』『鎮遠』の２隻も、15サンチ砲は残弾ゼロ、30サンチ砲弾も残り数発という状態で、これ以上戦闘を続行不可能だった。

　だが、それは日本艦隊も同じことだ。

　特に『松島』がひどい。甲板にいた水兵のほとんどが戦死した。これは敵弾が命中した際に、甲板に積み上げてあった弾薬が誘ゆう爆ばくしたのが原因と言われている。

　それでも、巡洋艦だけの艦隊で、戦艦２隻を含む敵をこれだけ痛めつけたのだから、上出来である。日ひの本もと一はじめ提督が、日本を勝利に導いた名将として賞しよう賛さんされたことは言うまでもない。

　この戦いの後、北洋艦隊は二度と再さい興こうできなかった。

　半年後には敵の根拠地である威い海かい衛えいは陥かん落らくし、丁汝昌提督は毒を飲んで自決。

　下関しものせき講和条約が結ばれ、日清戦争はここに終結する。







「まいったなぁ……」

　よろめくようにして海上を走る『松島』の艦橋で、タイラーはショボクレていた。

　結果はともかく今度の戦い、彼にとっては決して満足のいく内容ではなかったらしい。

「兵の勇敢さに助けられたよ。清しんの艦隊を指揮していたら、まずダメだったろうな」

　珍めずらしく謙けん虚きよなのだ。

「元気を出してください、提督」

　ヤマモトが言った。「結果はどうあれ、日本の歴史を救ったのですから」

「僕ァ、歴史以上のことがしたかったのだ」

　タイラー、ついに本音を吐はいた。

「だが、なかなかそうもいかないらしい。次の日露戦争では、もっとうまくやるかな」

　さすがのヤマモトも、これには二の句が継つげなかった。

　と──、

　やにわに上空を覆おおった影かげがある。

「しまった！」

　天を仰あおいでヤマモトは叫んだ。「まだラアルゴンがいたとは！」

　しかも上空、ビッシリと埋うずめる大艦隊だ。

　が、やにわにタイラーの小型通信機から流れ出したのは、聞き覚えのある声である。

『タイラー閣下、歴史の修正、ご苦労さんです』

　ハイフェッツ提督である。

「ハイごくろーさん」

　呆あつ気けにとられているヤマモトとキタグチを尻目に、タイラーはニコヤカに言った。

「どうしてここまで来れたんだ？」

『いろいろありましたが手て短みじかに言いますとね』

　ハイフェッツ准将の声は、淡たん々たんとしていた。

『宇宙空間に残された手がかりを頼りに時空の歪ひずみをこじあけ、艦隊を急行させたというわけです』

「ほう、そりゃすごい！」

　キタグチが叫んだ。「つまり、これからはいつでも明治と未来とを、行き来できるというわけじゃな」

『いえ、封ふう鎖さしてしまいます』

「なんだ、つまんない」

『これ以上過去の歴史に干かん渉しようすると、グジャグジャになりますからね』

　ハイフェッツの声。『特に、タイラー閣下のような方が自由に行き来されますと』

「ハァ～コリャ、もっともだ！」

　タイラーは底抜けの笑顔で、馬鹿笑いした。

　ヤマモトとキタグチのひきつった笑いも、それに加わった。











エピローグ










明治は遠くなりにけり









「ジャスティ・ウエキ・タイラー少将」

　惑星連合宇宙軍参謀総長であるススム・フジ中将は、タイラーの提出した報告書にざっと目を通してから、救いを求めるような目でタイラーを見た。

　もちろん、タイラー本人が書いたものではない。タイラーの不利になるような事実は極力おさえて、ヤマモトが苦心惨さん憺たんして作成したのだ。それでも、何か所かはどうにもフォローしきれないところもある。

「この報告書の、いったいどこからどこまでを信じろというのだ？」

「それは閣下のご自由に」

　タイラーは言った。「頭から信じていただけなくても、小官はいっこうに構いません」

「そうしたい」

　ただでさえ暑苦しい顔を思いきりひきつらせて、フジ中将は言った。

「だが……我々の歴史が少なからず貴官によって影えい響きようを受けた過去の上に成り立つものかと思うと私は、私は……」

　それきり頭を抱えて絶句してしまった。

「もういい、下がりたまえ。アンダーソン元帥には、私から報告しておこう」

「はい」

　だがドアを閉めるまぎわ、タイラーはもうひとなで、フジ中将の神経を逆さか撫なでにした。

「閣下、今気がつきましたが、閣下はもしかしたら、あの時代の誰かの子孫なのではありませんか？」

「下がってよろしい！」

　フジは絶ぜつ叫きようした。







「どうでした？」

　控え室では、ヤマモトとカトリ、それにキタグチが心配そうに彼を待っていた。

「別になにも言われなかったよ」

　タイラーは飄ひよう々ひようとしたものだ。

「もう二度とあの時代に行けないかと思うと残念だけどね」

「もう二度と、行きたくなんかありません！」

　ヤマモトが強調した。

「儂わしは少しだけ惜おしい」

　キタグチである。「だがまあいいか。酒はたんまりくすねて来た。二年分はあるぞ」

　そう言いながら、今もちびちびやっている。おそらく一生かけて、ちびちび飲むつもりなのだろう。

「それはそうとキミたち、結婚式には来てくれるんだろう」

　タイラーが言った。

「提督、和式ですか、それともキリスト教式で？」

　カトリ中佐が訊きいた。彼にしてみればユリコ・スター中尉が高島田とウエディングドレス、どっちを着るのかになみなみならぬ興味があるらしい。

「うん」

　タイラーは言った。「神しん式しきにした」

「式場は？」

「地球の、明治神宮だ」

　ヤマモトが吹き出す。

　タイラーはなんにでも、影響を受けやすい男なのだ。

「じゃ、ユリコが待ってるから」

　ひさびさの、延期されていたデートらしい。

「やれやれ」

　ウキウキしながら去って行くタイラーの背中を見つめながら、キタグチはしみじみとつぶやいた。

「明治は遠くなりにけり、か」








追記

　タイラーがひっかき回した明治時代が、はたして我々にとっての直接の過去だったかどうか、その確証はない。ただ、確かなことはなぜか日ひの本もと一はじめという名前が決して歴史上には記録として登場しないことだ。誰にだって隠かくしておきたい事実、内うち輪わの恥はじというものはある。

　なお、明治の翻訳王森田思軒は明治二十九年にヴェルヌの『十五少年』を訳し、翻訳者としての地位を不動のものとするも、翌三十年、腸ちようチフスで急きゆう逝せい。享きよう年ねん37歳。

　戒名『白蓮院浄明思軒居士』は森鷗外、幸田露伴による。墓は東京下谷世尊寺のほか故郷笠岡市は笠岡小学校裏の小丸墓地にもある。
















あとがき（または作者の悪あがき）









　シリーズ第二弾が、早くも番外篇になってしまいました。

　もともと、タイラーを日本の歴史の中に唐とう突とつに放り込んで、どんな風にひっかき回してくれるか、その反応を見たいという考えは、第一作を書いていた頃からあったのです。タイラーというキャラクター、いったいどんな珍作戦や突とつ拍ぴよう子しもない言動を思いつくか、書いている本人にもまったく予断を許さないキャラクターでありまして、そういう意味では作者の狙いはみごとに的中したわけでありますが、今度はキャラクターが暴走を始めてしまい、早くも第二巻目で、こともあろうに作者に向かって、ああせいこうせいと命令するまでになってしまったのでした。

　たとえばヤマモトのようなキャラクターは、作者にも反応が予想できるし、コントロールもしやすいのですが、タイラーはいざワープロに向かってみるまで、どういう行動を取ってくれるのか、まるで予測が立たない！

　逆に、そこが作者にとっては面白いところでもあるのですが、もっとシリーズも進んだ巻で予定していたこの話、他ならぬタイラー閣下の要望で、いきなり第二巻目に登場とはあいなったのです。おまけに肝心のストーリー展開も、彼のアドリブで当初の予定から大幅に逸いつ脱だつしてしまった部分も少なくありません（しかもこれが、細部とか言えるような代物ではないのです）。

　ところがそうやって修正を余よ儀ぎなくされた、彼のアドリブ部分と、前から自分で考えていたストーリーを比べてみるとあら不思儀、タイラーの修正案のほうが数段面白い。これでは作者の立つ瀬がない。しかしどうやらタイラー閣下、作家としても天才のようです。そのうち自伝でも執しつ筆ぴつしてくれることを期待しましょう。

　最近では作者も開き直って、直前までストーリーの展開を考えず、タイラーをぬきさしならぬ状態にまで追い込んでおいて、

「オラ！　あとの展開はてめーで勝手に考えな！」

　と突き放す。それでもタイラー閣下、スイスイスーダララッタと切り抜けてしまうから、これで作者も安心だ。ただ気の毒なのは彼の部下や上官たち、特に苦労を一手に引き受けているヤマモトです。このままでは彼もうかばれないので、何巻かあとのエピソードでは、彼にもいい目を見させてあげようと思っています（タイラーがそれを妨害する可能性大ですが……）。

　さて、今回のいわば番外明治篇、楽しんでいただけましたでしょうか？

　評価のほうは賢明なる読者のみなさまにおまかせするとして、作中に登場する明治の翻訳王・森もり田た思し軒けんに関しては、ちょっとした思い入れもあります。

　思軒の墓は、僕が小学校三年生まで通っていた小学校の裏手にありますし、生家は僕の母の実家から目と鼻の先です。

　明治の文学史上、特に翻訳を語るとき、絶対に避さけては通れない人物で、文学史における知名度も評価もけっこう高いのに（大学のとき、坪つぼ内うち逍しよう遙ように匹ひつ敵てきする人物だと習った）なぜか生まれ故郷の笠岡では、邪じや険けんに扱われています。おそらく笠岡市民の百人に一人、いや、千人に一人も、彼の名前と業績を知らないのではないでしょうか？（そういう自分も、つい最近まで彼がまさか同郷だとは知らなかったので、大きなことは言えませんが）カブトガニと平串田中だけではなく、彼の資料館も建てて欲しいものです（読んでますか、笠岡市役所のみなさん！）。

　母校笠岡高校のみなさん、あなたの故郷にはこんなに立派な文豪がいるのですよ。自分の故郷に自信を持ちましょうね（ついでに、この本をレジに持っていってくれると嬉うれしいのですが……）。

　どうやら思軒とタイラーがつるんで、僕にこの本を書かせたような気がしてしょうがないのですが、引き合いに出された思軒も迷惑かな……。

　それではみなさん、次回作『ワングの逆襲』で、またお会いしましょう！





明治百二十二年　二月







吉岡　平　　













次回予告　宇宙一の無責任男










快調！　シリーズ第三弾

ワングの逆襲









【ものがたり】

　数々の手柄を立て、中将に昇進したわれらがジャスティ・ウエキ・タイラーは、ユリコ・スター中尉との挙式をいよいよ来週に控ひかえ、両手に花、まさに得意の絶頂だった。

　折もおり、惑星連合宇宙軍は今までの戦艦の常識をあらゆる面で打ち破る、最新鋭の新造宇宙戦艦『信しな濃の』が完成し、テスト航海に出発しようとしていた。

　全長１３００メートル、フェーザー砲84門を持つ『信濃』は、人口知能を搭とう載さいし、あらゆる戦局で自ら的確な判断を下し、なおかつ艦隊を指揮することができるという画期的な新兵器だ。これさえ完成すればラアルゴン帝国も恐れるに足らず、タイラーもお払い箱と、宇宙軍の高官たちはほくそえんでいた。

　ところがその『信濃』の人口知能が暴走。「人殺しは嫌だ！　平和に生きたい！」と願う『信濃』は自分の判断で艦隊を離り脱だつ、艦長以下数百人の乗組員を宇宙空間に強制排はい除じよして、銀河の果てへと逃走を図ったのだ。

　一方、こちらはタイラーのおかげで母星を追放され、宇宙を放浪していた元ラアルゴン帝国宰さい相しようナク・ラ・ワング。たまたま『信濃』と接触した小艦隊は、アイデンティティに悩む『信濃』に救助されたのをいいことに、地球の情報を聞き出す。『信濃』の情報バンクには、惑星連合宇宙軍、および過去の戦闘に関する、ありとあらゆるデータがインプットされていたのだ。

　恨うらみ骨こつ髄ずいのタイラーがいまや提督に出世し、しかも結婚するという情報に激怒したワングは、彼に私的な復讐を企くわだてる。

　領域を侵犯した『信濃』にラアルゴン艦隊が襲いかかった。しかし圧倒的なパワーと作戦演算能力を誇る『信濃』は軽くこれを一いつ蹴しゆう。ワングは、この艦隊は、地球とラアルゴンが協力して、『信濃』を抹殺するために攻撃して来たのだと、無垢な人口知能をたぶらかす。自分を守るためにしかたなく『信濃』は戦うことを決意した。

　ワングはまず、惑星連合の輸送船団を次々と襲い、タイラーをおびき出した。

　新婚旅行もキャンセルして急行したタイラー艦隊は、しかし狡こう猾かつなワングの仕掛けた罠わなにはまり、民間船を誤射してしまう。実は『信濃』の遠隔コントロール装置がやらせたのだが、タイラーはラアルゴンのスパイというあらぬ疑いまでかけられて、階級を剝はく奪だつされ、惑星連合宇宙軍の手によって監かん禁きんされてしまった。

　タイラーに代わって討とう伐ばつ艦隊の指揮官に任命されたヤマモト少将も、『信濃』の遠隔コントロール装置のために艦隊が同士討ちを始めてしまい、惨敗した。

　ワングは『信濃』をそそのかし、ラアルゴン本星へと向かった。皇帝ゴザ十六世を倒し、皇位を簒さん奪だつするために──。

　ワングと『信濃』の前には、さすがのル・バラバ・ドムも敵ではなく、宮殿に乗りつけたワングは皇帝を人質に取り、軍事・政治にわたる全権の引き渡しを要求。もちろん皇帝自身は拒こばむが、返事のない場合には彼女を殺すと全国民を脅きよう迫はくするワング。

　かつての御主人、アザリン陛下の危機を知ったタイラーは、反逆者の汚名を屁へともせず、ドックに繋けい留りゆうしてあった『阿蘇』を乗っ取り、急きゆう遽きよ駈かけつける。

「反逆者タイラーを追え！」

　全艦隊に非情な命令が下った。

　だが、タイラーを慕したうかつての部下たちの協力で、タイラーの乗る『阿蘇』は追おつ手てをふりきり、一路ラアルゴン本星へ──！

　果たして、タイラーの皇帝救出作戦は成功するか？

　そして、無敵の頭脳戦艦『信濃』をどうやって倒すのか？

　乞こう御期待！
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